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はじめに

最終話　Beyond the Night

あとがき










　　　はじめに




　世界はすでに変へん貌ぼうしている。

　そう言われたら、あなたは信じるだろうか。

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日が続くはずのこの世界。

　なんでもない日にち常じようの裏うらに、恐おそるべきウィルスががはびこっているなどと。

　レネゲイドと呼よばれるソレは人に超ちよう能のう力りよくを与あたえ、その代だい償しようとして理り性せいを奪うばい、ついには化物へと変える。元に戻もどるすべはなく、彼かれらはいつ来るかわからぬ終わりに身を震ふるわせる。

　今から語るのは人にも化物にもなりきれぬ、そんな裏切り者ダブルクロスの物語だ──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手にとっていただきありがとう。

　この本はテーブルトークＲＰＧ『ダブルクロス　The 3rd Edition』を使ったリプレイだ。

　テーブルトークＲＰＧ、ダブルクロス、リプレイと並ならべたが、もしかするとあなたにとっては耳みみ慣なれない言葉が混まじっているかも知れない。そこで少々説明を挟はさもう。

　テーブルトーク・ロールプレイングゲーム、略りやくしてＴＲＰＧはアナログゲームの一種だ。アナログゲームとはトランプや双六すごろくのような「電でん源げん無しで遊ぶゲーム」のことだ。

　参加者はゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれるホスト役のもと、プレイヤーとして各員ひとりのキャラクターを作る。そしてＧＭの用意したシナリオに、作成したキャラクターを動かして参加するのだ。

『ダブルクロス　The 3rd Edition』はそのＴＲＰＧのひとつ。現げん代だいを舞ぶ台たいとし、見た目は我われ々われの住む世界と同じ。だがその裏うら側がわではレネゲイドというウィルスによって超能力を得たものたちが暗あん躍やくする、いわゆる超能力もののゲームだ。

　そしてリプレイとはＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物にしたもの。これを読めばＴＲＰＧを知らない人たちにもそのプレイ風景と雰ふん囲い気きが伝わると思う。

　なお、本書は『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』の第五巻かん、シリーズ最さい終しゆう巻かんにあたる。

もし前ぜん巻かんを読んでいないという場合、是ぜ非ひそちらを先にご覧らんいただきたい。第一巻の最初にある用語集も、本書を読む助けになるだろう。




　ではようこそ絆きずなと裏うら切ぎりの世界へ。










　　　前巻までのあらすじ




　ＵＧＮ遺い産さん管理局所しよ属ぞく、強羅瑠璃ごうら・るりは特とく殊しゆ部隊ナイトフォールの隊長である。一度死し亡ぼうし、かりそめの身体で蘇よみがえった彼かの女じよに与あたえられたのは「自分のルーツを探さぐる」という任にん務む。

　調ちよう査さの末、瑠璃は自分が生まれたとおぼしき場所へと向かう。瑠璃を待つのは彼女の肉体を奪うばった敵てき、〝スナッチャー〟。彼女を打うち倒たおした瑠璃は知る。自分は聖せい杯はいのためだけに作られたホムンクルスであることを。そして〝スナッチャー〟は、瑠璃の失敗作であることを。

　暴ぼう走そうしかかった聖杯を止め、瑠璃は自分が作られた命であることを受け入れる。そして創そう造ぞう主しゆに裏うら切ぎられた〝スナッチャー〟をも見み逃のがす。

　他方、〝スナッチャー〟は迷まよっていた。なぜ瑠璃は自分を見逃すのか。なぜ、自分はその事実にこれほどいらつくのか。その疑ぎ問もんはやがてひとつの結けつ論ろんにたどり着く。「自分は、瑠璃に認みとめてもらいたがっていたのだ」と。

　後日、〝スナッチャー〟は瑠璃に決けつ闘とうを申し入れる。彼女はすでに余よ命めいわずかであったが、命の証あかしをナイトフォールに求めたのだ。瑠璃はそれを正面から受けて立ち、そして彼女を聖杯最後の力で転生させた。しかし、そこに瑠璃たちの創造主であるソロモンが現あらわれ、聖杯を強きよう制せい的てきに使わせるのであった──。
















〝それ〟は、少女を見ていた。少女のすべてを見ていた。

〝それ〟が瑠璃を見始めたのはつい先せん刻こくのことだ。だが〝それ〟には時間など関係ない。少女にまつわるあらゆる記き憶おくを、〝それ〟は見ることができる。




　少女の名は強羅瑠璃ごうら・るり。数すう奇きな運命に翻ほん弄ろうされる存そん在ざいだ。

　産みの親はなく、人によって造つくられた命。自身を「人間ではない」と感じ、他者との心の壁かべを作り生きてきた。

　それが壊こわれたのは師しというべき女じよ傑けつに出会ってから。

　同じ力を持つ先人たちは瑠璃を心温かく迎むかえ、「世界を護まもる」という彼女の行く道を示しめし、傷きずは癒いやされた──かに見えた。




　瑠璃の楽園はあっけなく崩ほう壊かいする。

　砂さ漠ばくの遺い跡せきに現あらわれた敵は、瑠璃の仲間の命を奪い、果ては瑠璃自身の肉体までをも奪い去る。師の犠ぎ牲せいによってかりそめの体で復ふつ活かつした彼女は、〝徐じよ々じよに劣れつ化かする記憶〟と戦いつつも世界を護る宿命に従うことになった。




　瑠璃と道行きを共にするのは、三つの存在。

　おどけた魔ま人じん、仮か面めんの復ふく讐しゆう者しや、瑠璃を目指す少女。

　新たに心の壁を作りあげてしまった瑠璃は彼らとの不器用な接せつ触しよくを繰くり返かえしつつ、世界を護るために尽じん力りよくする。




　ああ、だがしかし。

　瑠璃の試練はそこからが始まりだったのだ。

　同じく遺産によって繫つながれた幼おさない女の子を犠牲にし、炎ほのおの魔人との絆を破は壊かいされ、蘇ってきたかつての仲間たちは敵へと回り、さらには己おのれが造られた命だと知った。

　そのたびに瑠璃の心は折れ、そのたびに彼女は立ち上がってきた。




〝それ〟は不思議に思う。

　なぜ、少女は立ち上がれるのか。

　なぜ、少女は前へと進むのか。

　いつ倒たおれてもおかしくなかったはずだ。いつねじ曲がってもよかったはずだ。だが強羅瑠璃という少女は傷だらけになりつつ前へと進む。

〝それ〟は好こう奇き心しんにかられ、さらに目を凝こらす。

　少女の道が、どこに続くのかと──。










　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆終わりへの道




　──最終巻である。




　あちこちで主しゆ張ちようしていることだが、改めて言おう。

　私わたし、矢野俊策やの・しゆんさくは最終回というものが大好きである。

　テーマが結実し、キャラクターたちの変化／成長が見え、そしてなんらかの決着がつく。終しゆう焉えんという寂せき寥りようと共に最終回はいつも私の心を打つ。




　ナイツもここに最終セッションを迎むかえる。

　もはや細かいことを考える必要はない。下した準じゆん備びはできている。後は最後の大おお仕じ掛かけをもって、プレイヤーたちに挑いどむだけだ。

　リプレイ・ナイツだからこそできる世界規き模ぼの物語を、遺い産さんというファクターを通して発動させる。

　その結果がどうなるか。それはＧＭである自分もわからない。




　強羅瑠璃という不ぶ器き用ようで、まっすぐな少女。

　自じ己こを肯こう定ていすることができず、一時得た幸せを奪うばわれた彼女は、幾いく度どの絶ぜつ望ぼうに心を折られつつもついに「人ならざる自分」を認みとめるまでに成長した。

　その道の前に立ちはだかる創そう造ぞう主しゆ、ソロモン。

　瑠璃の道はすべて彼に定められたものだったのか。

　父とも呼よべる存在を前に、瑠璃は何を感じ、どう行動するのか。

　今から楽しみである。




　無む論ろん、他のＰＣに投げかける要よう素そも満まん載さいである。

　ソロモンは瑠璃の作り手であると共に、ラハブの造り手でもある。

　ハウントにはレオンハルトとの決着が待っており、志し津づ香かにはＵＧＮとしての使命がある。




　どれも一ひと筋すじ縄なわではいかない問題だ。

　幾いく多たの結末を想そう像ぞうしながら、私はシナリオを書く手を進める──。







◆Preplay02◆セッション開始




　そして数日の後、会議室には私を含ふくめた数名が集まっていた。

　皆みな、それぞれに期待と不安を顔に浮うかべている。

　これからナイツの最終セッションに臨のぞむのだ。




矢野（以下、ＧＭ）：さーて、ではナイツ最終回を始めましょうか！

一同：おう！

若林直美わかばやし・なおみ（以下、若林）：最終回……最終回かあ。

加納正顕かのう・まさあき（以下、加納）：しみじみ言いましたね。

若林：ここまでいろいろあったからねー！　しみじみにもなりますよ！

稲葉義明いなば・よしあき（以下、稲葉）：問題は過か去こ形けいではなく、現げん在ざい進行形だからな。聖せい杯はいとか。

田中天たなか・たかし（以下、天）：こっちもソロモンなんてのが出てきて、いろいろ迷まよい中ですよ。




　さて、それでは改めて参加者の紹しよう介かいをさせていただこう。




▼若林直美

『ＴＨＥ　ＩＤＯＬＭ＠ＳＴＥＲ』秋月律子あきづき・りつこ役、『リトルバスターズ！』能のう美み・クドリャフカ役などで活かつ躍やく中の声せい優ゆうさん。また『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』シリーズで大門寺朱香だいもんじ・しゆかのプレイヤーを担たん当とう。どこまでも役になりきる力で、数々のドラマを作りあげた。

　本シリーズでは、命と絆きずなと記き憶おくを奪うばわれた少女、強羅瑠璃を担当する。




▼田中天

　口を開けばすべて妄もう言げん、ナチュラルに爆ばく笑しようを生み出しつづけるフリーライター。筆者とは中学生からのつきあいである。彼の生み出すオモシロキャラクターをたっぷりと楽しみたい方は『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』もどうぞ。

　本シリーズでは、古いにしえより存在する炎ほのおの魔ま人じん、ラハブ・アブド＝アルマリクを担当する。




▼稲葉義明

　ぶれず、揺ゆらがず、傾かたむかず。ただひたすらに渋しぶく、かっこいいロールプレイで我われ々われを魅み了りようするライター。その重じゆう厚こうな文章は『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズ（エンターブレイン刊かん）などで味わうことができる。

　本シリーズでは、復ふく讐しゆうを企たくらむ仮か面めんの軍人、ハウントを担当する。




▼加納正顕

　本シリーズと対ついになるもうひとつのリプレイ、『ダブルクロス・リプレイ・デイズ』の著ちよ者しや。ネタを逃のがさず、きっちりとキャラクターに組くみ込こむ男。その力は前作『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』シリーズでも発はつ揮きされた。

　本シリーズでは、ＵＧＮ幹かん部ぶの一人ひとり娘むすめ、エリートお嬢じよう様さまの加か賀が美み志津香を担当する。




ＧＭ：さて、ここからはＧＭ口調……になる前に。ひとつ告白をしておきましょうか。

若林：お？　なになに？

ＧＭ：あのですね。……ソロモンは、本来は出す予定なかったんですよ（笑）。

一同：ええええええええええええっ!?

ＧＭ：違ちがう人物がラスボスの予定だったんですが、二巻で天が出してきた演えん出しゆつがよかったもので。設せつ定てい拾ってこうなりました（笑）。

天：そ、そうだったのか……（笑）。

ＧＭ：うむ、そうだったのだ。もちろん前より面白くなったと確かく信しんしてるけどね。

天：ああ、それならなによりだ。

ＧＭ：それだけ伝えておこうと思って（笑）。……というわけで改めてここからＧＭ口調で！　トレーラーの公開からいくよー！

一同：はーい！




　長きにわたる夜は、今ここに終わりを告げる！

　古代の賢けん王おうは高らかに謳うたう。新しき時代の幕まく開あけを。新たなる世界の姿すがたを。

　だがそれは、恐るべき破壊の姿に他ならない。




　王に導みちびかれ、牙きばを剝むく破は壊かい者しやたち。

　世界の守護者ユニバーサルガーディアンは打うち砕くだかれ、ひとり、またひとりとその膝ひざを折る。

　だが、見よ。




　──夜は来る。

　幾いく多たの絶望を、幾多の傷きずを乗のり越こえて。

　再ふたたび平へい穏おんの朝を迎むかえるために。




　長き夜の向こうは、平穏か、破壊か。




『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』最終話

「Beyond the Night」

　ダブルクロス──それは裏切りを意味する言葉。




加納：な、なんか壮そう大だいだ！

若林：さすがは最終回……。でも世界規模で何かが起きる、くらいしかわからない！（笑）

稲葉：いや、ひとつだけわかるぞ。どうやらＵＧＮがピンチになるらしい。

天：それっていつものことじゃないですか（笑）。

ＧＭ：ふふふ、それはどうかな。今回はいつもとは違うぞ。

若林：おお？　ＧＭが怪あやしい笑えみを。

ＧＭ：ま、その辺はシナリオ中にね。……ではハンドアウトを配ろう。




●瑠璃用ハンドアウト

ロイス：？？？　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：任にん意い／Ｎ：任意

〝スナッチャー〟──ルイとの戦いの直後、ソロモンと名乗る老人が姿を現あらわす。

　この男こそ、聖杯に絡からむすべての陰いん謀ぼうを企たくらんだ人物である。

　彼は言う。瑠璃を生み出したのも、〝スナッチャー〟……ルイを利用したのも、すべてはとある存在を覚かく醒せいさせるのが狙ねらいなのだと。

　その存在とは──。




若林（以下、瑠璃）：ロイスの対象が、「？？？」……？

天：なんだこれ？

ＧＭ：あー、ちょっとこれはオープニングで明かしたくてね。伏ふせさせてもらってるんだ。

稲葉：読むに、「とある存在」の名前っぽいな。

加納：ソロモンよりさらに上位の存在がいる……？

瑠璃：なんだろう、一体。

ＧＭ：ふふふ、ちょっと妄もう想そうしていてもらおう。では次。




●ラハブ用ハンドアウト

ロイス：ソロモン　　　推奨感情　Ｐ：懐かい旧きゆう／Ｎ：不安

　キミたちの前に姿すがたを現あらわした黒くろ幕まく、それはキミを今の姿に縛しばったソロモンに他ならない。

　ソロモンはかつてと同じように、太陽のような笑みを浮かべて言う。

　あらゆるものを利用し、ここまで来たのだと。

　その姿は確たしかにキミの知っている彼であるが、その言葉はとうてい信じられぬものだ。

　何が彼をそうさせたのか。キミはどこかで、それが気になった。




天（以下、ラハブ）：やはりソロモンですか。ワタシのロイスは。

ＧＭ：そりゃあ、キミが一番因いん縁ねん濃こいからね。

瑠璃：でも、ラハブが知っているソロモンとは少し違うと書いてある。

ラハブ：違い和わ感かんを覚える……のですか？

ＧＭ：詳くわしくはメインプレイで演出するけど、どこか昔とはずれてしまった感じはあるよ。そこが物語のキーに……なるかもしれないね。では次のハンドアウト。




●ハウント用ハンドアウト

ロイス：レオンハルト・キャラハン　　　推奨感情　Ｐ：任意／Ｎ：任意

　キミの憎にくむべき仇かたき、実弟レオンハルト・キャラハン。

　キミは見る。彼がソロモンと共にいる姿を。

　不自然に騎き士し団だんの力を使い果たし、〝スナッチャー〟を裏切り、未だ暗躍を続けるレオンハルト。

　だが決着は近い。どうやってもこの手で、ヤツを断だん罪ざいしなくては。




稲葉（以下、ハウント）：来たか、レオンハルト。

加納：少しよう佐さの決着はやっぱりレオンハルトですよね。

ＧＭ：ずらせないねえ、やっぱり。

ハウント：レオンハルトの目的もまだわかっていないファクターのひとつだからな。ヤツが何をしたいのか、見極めねばならない。そしてしかるべき報むくいを。




●志津香用ハンドアウト

ロイス：加賀美義よし彦ひこ　　　推奨感情　Ｐ：親愛／Ｎ：恐きよう怖ふ

　ソロモンによる恐るべき計画。それは世界を今までに無い混こん沌とんに落とすものだ。

　日常を守しゆ護ごするものとして、絶ぜつ対たいにその計画を許ゆるすわけにはいかない。

　ＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいもテレーズの他、遺産管理局の代表でもある加賀美義彦議員をサポートに当たらせることを決定した。

　何をもってしても、この日常を守るのだ。




加納（以下、志津香）：こ、ここに来てまさかのお父様登場────っ!?

ラハブ：意外だ、意外すぎる（笑）。

ＧＭ：ＵＧＮを巻まきこんだ話になるし、せっかくの設定だしね。登場させようと思ってさ。

志津香：うわー！　不安しかありませんわー！　ピンチになる気がしますわー！（笑）

ハウント：諦あきらめよう志津香くん、このＧＭはそういうＧＭだ（笑）。

ＧＭ：どうなるかはお楽しみだ！（笑）では次に進もう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：で、次はキャラクターの成長なんだけどその前に。瑠璃に預あずかりものがあるんだ。

瑠璃：？　あたしに？

ＧＭ：うん、四巻で『デイズ』の凛り々り花かにメール送ったでしょ。あれに凛々花のプレイヤー、渋沢佳奈しぶさわ・かなさんから返信をもらってて。

瑠璃：おお！

ＧＭ：それじゃあちょっと紹介させてもらおうか。




　メールありがとう！

　こっちも、あの時はごめんなさい。ええと、瑠璃さん、やりたいことができたのかな？

　それが何なのかは分からないけど、瑠璃さんがやりたいことを見つけられたこと、本当に素す敵てきだと思います。わたしも自分の道を頑がん張ばって歩くから、瑠璃さんも無理はせずに、夢ゆめに向かって歩き続けてください。

　またメールしましょう！　青春！




瑠璃：おおおお、凛々花……！　すごい、こんなにちゃんとした返信をくれるなんて！

ラハブ：あのカタコトメールでよくもまあ（笑）。

瑠璃：我われながら「このメールは無いだろ！」って思ったもの（笑）。凛々花は本当にいい子だ。いつまでも友達でいてほしい。

ＧＭ：向こうもそう望んでいると思うよ。……さて、じゃあ改めてキャラクターの成長なんだけど、みんな今回のレギュレーションは事前メールで確かく認にんしてくれたかな？

一同：はーい。




　今回、ＧＭはＰＣ全員にリビルド──データの再さい設せつ定ていを認めている。

　これはサプリメント『エフェクトアーカイブ』が正式に発売になり、データの変へん更こう等がある可か能のう性せいを考こう慮りよしてのことだ。ただしシンドロームや基き本ほん攻こう撃げき方法など、キャラの根こん幹かんに関わる部分は変えないように指し示じを出している。




ＧＭ：うんうん、それじゃあ作り直した部分も含ふくめて成長の報ほう告こくをお願いしようか。







▼強羅瑠璃

「造られたものでも構かまわない。あたしは、この道を往ゆく！」




瑠璃：えー、まずリビルドは特にしてません。そのまま成長させました。

ＧＭ：瑠璃だと特に影えい響きようないしね。

瑠璃：うん。で、《神しん獣じゆう撃げき》と白兵のレベルを上げつつ──、《究極獣じゆう化か》をとりました。

ラハブ：うお！　侵しん蝕しよく率りつがバカ上がりするアレを！

瑠璃：最後だからね！　使ったら銀の狼おおかみから光の狼になる予定！

ハウント：なるほど神こう々ごうしい（笑）。

瑠璃：で、後はスエミをメモリーにしました。……やっぱり最初の出発点だから。

志津香：忘わすれられないですわね、あの子のことは。

瑠璃：うん……。そして固定ロイスはルイとラハブに。ラハブは前回ひどかったけど（笑）。

ラハブ：いや！　あれはほら！　しょうがなかったじゃないですか！（笑）

ＧＭ：おい、また同じ展てん開かいになってるぞ（笑）。
















▼ラハブ・アブド＝アルマリク

「ソロモンご自身の登場と来ましたか。これは……さすがに他人ひと事ごととは言えなくなってきましたねぇ。やれやれ」




ラハブ：えー、リビルドで多少データを組くみ替かえました。具体的には《戦せん陣じんの火》を最大レベルで取得。さらに行こう動どう値ちがアップ！　何なん人ぴとたりともワタシの前を走らせませんよ！（笑）

ハウント：何と戦っているんだ、お前は（笑）。

ラハブ：それから《インフェルノ》を取りました。この間シャイターンが使っていた、相手を行動済ずみにさせるエフェクトです。

志津香：あれ、厄やつ介かいでしたわねー。

ラハブ：シャイターン先せん輩ぱいから学んだボール！　瑠璃を甲こう子し園えんに連れて行きます！（笑）

ＧＭ：おい、どこにいくんだ（笑）。

ラハブ：他はメモリーをナイトフォール、及およびワタシが信じている〝神〟に取得しました。固定ロイスはインとソロモンですな。
















▼ハウント

「決着まであと少し。…………そこまで来たか、この復ふく讐しゆうの道行きも」




ハウント：リビルドは特にしていない。新しん規きでは《領りよう域いきの守しゆ護ご者しや》、《インスピレーション》を取得。《力の法ほう則そく》のレベルを上じよう昇しようさせた。

志津香：完全に支し援えん系けいに固めましたわね。

ハウント：隊長であり、メインアタッカーでもある瑠璃をサポートするのが私の役目だからな。……他、メモリーとして金きん獅じ子し騎き士し団だんを取得した。あの組そ織しきを闇やみに葬ほうむらねばならない。

瑠璃：そう決意していましたよね、少佐は。

ハウント：それが私の使命だ。固定ロイスはまず志津香に。前回の活かつ躍やくからポジティブを信しん頼らいに変へん更こうだ。後はレオンハルトに。

志津香：少佐に認みとめられましたわ！

ハウント：ああ、頼たよりにしている。是非このまま励はげんでくれたまえ。
















▼加賀美志津香

「なにが来ようとも、わたくしはナイトフォールの一員として世界を護まもりますわ！」




志津香：えー、リビルドでちょこちょこと変えました。……防ぼう御ぎよ型がたに。

瑠璃：おお！　志津香さんがついにアタッカーの夢を捨すてた！（笑）

志津香：役やく割わりを認にん識しきした、と言ってくださいまし！（笑）変わったのはまず、《ウェポンマウント》を取り、クリスタルシールドを常じよう備び化かいたしました。

ラハブ：いきなりガッチリ固めましたね。

志津香：ええ。それから《ミスディレクション》を《孤こ独どくの魔ま眼がん》に変更。そしてわたくしも侵蝕率[image: ]％エフェクト、《シャッフル》を取りましたわ！

ハウント：なるほど。攻こう撃げきを自分に引ひき寄よせ、その対象を敵にずらす作戦か。

志津香：積極的に狙ねらっていきますわ！　他にはメモリーを瑠璃さんに。固定ロイスは東雲しののめとお父様に取りますわ。



















　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではＰＣ間ロイスを結ぼう。最後のロイスだからねー。

瑠璃：じゃああたしからラハブに。固定ロイスなんだけれど。……ポジティブは信頼、ネガティブは食しよく傷しようで取ったよ。食傷は前回ああだったから（笑）。

ハウント：そこの関係は変わらないな（笑）。

ラハブ：くっ、言いい訳わけできない……（笑）。ワタシからハウントはポジティブ信頼、ネガティブ憐れん憫びんですね。彼の復讐はどこか哀かなしいモノがありますので。

ハウント：魔人であるラハブには理り解かいできぬかもしれないな。……私から志津香くんはポジティブ信頼、はさっき言ったな。ネガティブは不安だ。若わかさゆえの未み熟じゆくはあるのでね。

志津香：そこはしょうがないですわね……。わたくしから瑠璃さんへはメモリーなので、感情はひとつだけですわ。ポジティブの信頼です。

瑠璃：あ、すごい。全員信頼でそろってる。

志津香：ほんとですわね！

ラハブ：ようやくチームになったということですかね。

ハウント：ラハブに言われると違和感があるな（笑）。

ＧＭ：確かに（笑）。では改めてセッションを開始しよう。




















《神獣撃》　獣としての力のすべてを込めた一撃を放つキュマイラのエフェクト。

《究極獣化》　究極の戦闘力を持つ獣に変わるキュマイラのエフェクト。

《戦陣の火》　エネルギーを燃やし、先手を取るサラマンダーのエフェクト。

《インフェルノ》　尽きぬ炎で相手を縛るサラマンダーのエフェクト。

《領域の守護者》　領域を動かし、誰かに攻撃をかばわせるオルクスのエフェクト。

《インスピレーション》　持ち得ぬ知識をひらめくノイマンのエフェクト。

《力の法則》　領域内の物理法則を制御し、他者の攻撃を増幅させるオルクスのエフェクト。

《ウェポンマウント》　電子制御の仕込み武器を作るブラックドッグのエフェクト。

《ミスディレクション》　光学による幻惑で攻撃をそらすエンジェルハィロゥのエフェクト。

《孤独の魔眼》　重力で自分に攻撃を引き寄せるバロールのエフェクト。

《シャッフル》　幻像によって攻撃の対象を誤認させるエンジェルハィロゥのエフェクト。
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◆Opening01◆ソロモンという男

Scene Player ── 瑠る璃り




「聖せい杯はいよ、世界わたしを癒いやせ──」

　老ろう賢けん者じやの一言により発された光は一面を白く染そめ上あげ──、そして唐とう突とつに終わりを告げる。

　沈ちん黙もくがあたりを支し配はいしていた。

　周囲に変化はない。ソロモン自身にも変化はない。誰だれも傷きず付つけられてもいない。

　なのに、なぜだろう。

　全身を走る悪お寒かんが止まらないのは──。




ＧＭ：ではオープニング最初のシーン。……前ぜん巻かんからの続きだ。

ラハブ：状じよう況きようはどんな感じでしたっけ？

志し津づ香か：ええと、わたくしたちは〝スナッチャー〟との戦いに勝ち、彼かの女じよは瑠璃さんが聖杯を使うことによって転生し、ルイとなりましたわ。

ハウント：その後ソロモンが現あらわれ、瑠璃の聖杯を強きよう制せい起動した。

瑠璃：その時にカルディナ隊長をソロモンが投なげ捨すてた。……心しん臓ぞうがえぐられていた。

ＧＭ：カルディナは死んでいないけどね。そして聖杯から光があふれ出し──、というところからスタートだ。

ラハブ：ふむ、把は握あくしました。大だい丈じよう夫ぶです。

ＧＭ：というわけでシーンを改めてスタートしよう。全員登場だから、侵しん蝕しよく率りつを上げてね。

一同：（めいめいダイスを振ふる）

ＧＭ：視し界かいを白く染め上げた光は、だが数すう瞬しゆんで収おさまる。そして──。

瑠璃：そして？

ＧＭ：特に何も起きない。

志津香：……え？

ＧＭ：光は収まり、力を失った聖杯がころんと砂さ漠ばくに落ち、ただそれだけだ。ソロモンにもキミたちにも変化はない。ソロモンがつぶやく。「……ふむ、何もおきんな」（笑）

瑠璃：おおい！　お前が言うな！（笑）

ハウント：出オチだな（笑）。だがしかし警けい戒かいを解とくわけにはいかない。

志津香：ですわね。瑠璃さんの前に立ちますわ。

瑠璃：あたしは隊長と、ルイを護まもる。

ラハブ：ワタシは……難むずかしい顔をしていますね。

瑠璃：え？

ラハブ：目の前の御ご仁じんは本当にワタシの知るソロモンなのか。それが信じられないのです。

ＧＭ：ではソロモンはこちらを見つめるラハブと目が合う。そして「おや。そこにいるのはラハブ。我わが友人か。久ひさしいな」とにっこり。……その笑顔はキミが知るソロモンのものだ。

ラハブ：やはり本物……なのでしょうか。

志津香：今さらですが、本当にあの方は伝説に出てくるソロモン王なのですの？

ラハブ：ええ。……まさかシヅカ、ワタシの妄もう想そうだと思っていないでしょうね（笑）。

志津香：え、ええと、まあだいたい妄想ですし。ラハブさんの言葉は（笑）。

ラハブ：くっ、反はん論ろんできません（笑）。

ハウント：ソロモンに言葉を投げよう。……こんな有様なのでね。名を、もう一度教えてくれるとありがたいのだが？

ＧＭ：「先ほど名乗ったとおりだよ。私わたしはソロモン。他にもいくつもの名を持つが、ラハブとの縁えんによりこの名を名乗ろう。聖杯の制せい作さく者しやにして、数々の遺い産さんを作ったものだ」と、どこからともなく椅い子すを取り出し、座すわる。「さて、訊ききたいことがあるのではないかね？」

瑠璃：なんだ、こいつの落ち着きは……。

ハウント：不気味だな。しかし情じよう報ほうを引き出せるというならば乗らない手はない。（ソロモンに）では聞こう。──お前は何者だ？

ＧＭ：「幾いく多たの伝説に記されたソロモンだよ。七十二の悪あく魔まを使った人物だ。……とはいえ、別に神だなんだと気取るつもりはない。私は少しばかり長く生きている人間だよ。今で言えば、そう研究者というところかな。キミたちの言うレネゲイド、その研究者だ」

志津香：その研究者が、瑠璃さんに何をするつもりですの？

ＧＭ：「するのではなく、したのだよ」ソロモンは瑠璃を見て笑顔をうかべる。それは誰もが安心できるような、そんな顔だ。「彼女に聖杯を使ってもらったのだ」

瑠璃：聖杯で、何を願った!?

ＧＭ：ソロモンはとんとんと、砂さ漠ばくを脚あしで叩たたく。「この星を覚かく醒せいさせることを」

ラハブ：星の覚醒……？

志津香：大きく出ましたわね。

ＧＭ：「そうかね？」とソロモン。彼はまるで生徒に話すように言う。「では聞こうか。そこの黒くろ髪かみのキミ。キミは聖杯がどうやって望みを叶かなえるか、知っているかね？」

志津香：え……？

ＧＭ：「聖杯の力は強力無む比ひだ。死した人間を蘇よみがえらせるほどの奇き跡せき、世界を変えうるほどの災さい害がいを起こす万ばん能のうの遺産。私の最高傑けつ作さく。だが──」ソロモンは志津香を指さす。「その代だい償しようがたかだか記き憶おくの損そん壊かいだけなどと、おかしいとは思わなかったのかね？」

志津香：それ、は……。

ラハブ：言うとおりですねぇ。効こう果かと代だい償しようが見合っていない。

志津香：では瑠璃さんに巨きよ大だいな代償を払わせようとでも言うのですか!?

ＧＭ：ソロモンは首を横に振る。「キミの考えはひどく狭せまいな。大きく物事を見たまえ」

志津香：うぐ！　気にしていることを……！（笑）

ＧＭ：「大きなヒントをあげよう。聖杯は、別に望みを叶えるものではない。アレは〝望みを叶える存そん在ざい〟にアクセスする装そう置ちなのだよ」

志津香：望みを、叶える存在……？

ＧＭ：「神や超ちよう存在、などというものではないよ。我われ々われの身近にあるもの。つまり──」




「この星だ」




ハウント：……そんなことがありえるのか？

ＧＭ：「ふむ？」

ハウント：そんなことが可か能のうなのかと聞いたのだ。お前が言ったのは「聖杯とは、この星に願いを聞いてもらう装置である」ということだ。

ＧＭ：「その通りだが」

ハウント：だとすればこの地球に意い志しがあるということではないか。仮かりにこの地球に意志があるとして、その意志が個こ人じんの呼よびかけに反はん応のうするのか？　とても信じられん。

ＧＭ：「いい線をつくな。だが少し間ま違ちがっている。この地球に意志はないよ。──まだね」

ハウント：？

ＧＭ：「講こう義ぎをしてあげよう。キミたちはそもそもこの〝レネゲイドウィルス〟というものの本ほん質しつを摑つかんでいるかね？」

瑠璃：生命を変へん異いさせ、超ちよう能のう力りよくを与あたえる代わりにその理り性せいを削けずる。悪魔のウィルスだ。

ＧＭ：「それは現げん代だいの人間の認にん識しきだ。私が問うているのは本質だよ」

ラハブ：素す直なおに教えてください。もったいつけるのは貴方あなたの悪い癖くせですよ、ソロモン。

ＧＭ：「おおっと、そうだな。端たん的てきに言おう。キミたちがレネゲイドと呼よぶこの力、その本質は──〝人の意志を世界に反はん映えいさせるモノ〟だ」

志津香：意志を、世界に……？

ＧＭ：「心の形を反映すると言いい換かえてもよい。……こう言えばわかるかな？　瑠璃は『自分が人間ではないのかもしれない』と悩なやんでいた。だからレネゲイドは彼女に、〝獣けものになる〟力を与あたえた」

瑠璃：──っ！

ＧＭ：（志津香を見て）「そこのキミは輝かがやく球体を生み出す能のう力りよくだったね？　さしずめ〝輝きたい〟という望みでもあったのだろう。目もく標ひようにする誰だれかがいたのかもしれないね」

志津香：うっ！　否ひ定ていできませんわ……。

ＧＭ：「レネゲイドはこうやって心の形を能力へと変へん換かんする。だからこそオーヴァードは力を使うたびに心が歪ゆがんでゆく。……だが私は疑ぎ問もんを覚えた。レネゲイドは生命のみならず物ぶつ質しつも侵しん蝕しよくし、力を、自じ我がを与える。なぜそれが可能だ？　どこから心が生えてくる？」

ラハブ：それはワタシも聞きたいところですな。

ＧＭ：「そうだ。だから私は様々な物質をレネゲイドに侵蝕させ、自我を作った。ラハブ、お前のように」

ラハブ：…………。

ＧＭ：「そしていくつもの存在を作り、私は行き着いたのだ。レネゲイドには他の生物の自我を保ほ持じする能力がある。それが物質に宿ると、心を生むのだと」

ハウント：人間からコピーされたということか……。

ＧＭ：「そういうことだ。次に私が目をつけたのは、キミたちが〝遺産〟と呼ぶものだ。遺産は莫ばく大だいな力を持ちながら、その反動が少ない。モノによってはオーヴァードでないものも、オーヴァードと同じような能力を得られる」

ハウント：金きん獅じ子し騎き士し団だんのあの三人が確たしかにそうだったな。

ＧＭ：「その秘ひ密みつは、やはりこの星だったのだよ。遺産とはつまり、〝この星から力を借りているアイテム〟なのだ。レネゲイドはこの星すら意志を与えた」

一同：…………。

ＧＭ：「そして私の作った最高傑作が聖杯だ。他の遺産と違ちがい、アレはダイレクトに星へと接せつ続ぞくする。しかし──そこで私は知ってしまった。この星の意志は、自我とは言えないほど薄うすい。眠ねむり続ける獣よりもさらに希き薄はくな……意い識しきとは言えぬモノであるということを」

志津香：それで、どうしたのですか？

ＧＭ：「私は落らく胆たんした。星に意志があれば、それと語らうことが私の夢ゆめだったからね。だがそれは果たされぬのだとわかってしまった。……そして私は姿すがたを消した」

ラハブ：突とつ然ぜんにいなくなったのは、それが理由でしたか。

瑠璃：しかし、お前は再ふたたび動き出した。

ＧＭ：「そうだ。転機は──二十年前。キミらが言う、レネゲイド解かい放ほうだ」

志津香：まさか、アレに関わって……？

ＧＭ：「いいや、私ではないよ。誰の仕し業わざかは知らないが、あの事じ件けんで全世界にこのレネゲイドが拡かく散さんした。今やレネゲイドに侵蝕されていない生命は三割わりに満たない。キミたちも知っての通りだ」

志津香：ＵＧＮでは基き礎そ知ち識しきですわ。

ＧＭ：「それはこう言いい換かえることもできないかね？　この星はすでに七割をレネゲイドに侵蝕されていると。だとすれば──」




　ソロモンは朗ほがらかに、宝たから物ものを見つけた子こ供どものようにこう言った。

「この星そのものを、オーヴァードにすることも可能ではないか」




瑠璃：な──！

志津香：それ、は……。

ハウント：…………。

ラハブ：なんという思考……。

ＧＭ：「通つう常じようの人間ならば、三割程てい度どの侵蝕と適てき切せつなショックがあればオーヴァードに覚醒する。表面とはいえ、七割を侵蝕していれば覚醒に挑ちよう戦せんする価か値ちがある。そして今、星に繫つながる装置である聖杯でショックを与えたのだ。……理り解かいできたかね？」

一同：…………。




　誰もが言葉を失っていた。

　ソロモンの語る物語は荒こう唐とう無む稽けい。だが奇き妙みような説得力がある。

　数秒の後、かろうじて志津香が声を振ふり絞しぼる。




志津香：そ、それが事実だとして……、あなたは何をしたいのですの？

ＧＭ：「私はこの星──ガイアの意志と語らってみたい。ただそれだけだ。そう、ラハブや他のものを生み出したようにね」

ラハブ：そういうところだけは変わらないのですね……。

瑠璃：だが、それだけではすまないだろう！　ガイアの覚醒は世界にどんな影えい響きようを生む!?

ＧＭ：ソロモンは肩かたをすくめる。「私がそれを知っていたら、こんなことはしていない。むしろそれが知りたくてやっているのだ」

瑠璃：くっ……！

ハウント：ろくなことにはならないだろうな。星が意志を持つというだけでも、大気組成の変化、地ち軸じくが傾かたむくなどの被ひ害がいが予想できる。ましてやオーヴァード化だ。公こう転てん軌き道どうすら変わってもおかしくはない。

志津香：どちらにしても、人間は絶ぜつ滅めつしますわね……。

ハウント：目覚めたガイアが人を邪じや魔ま者ものだと判はん断だんすれば、それだけで終わりだ。

ＧＭ：「その時はその時だろう。粛しゆく々しゆくと運命を受け入れればよい」

瑠璃：何をのんきな！　お前もその中に含ふくまれるんだぞ！

ＧＭ：「だからどうしたというのだ？」

瑠璃：う……っ！




　さも当然というように、ソロモンは世界の犠ぎ牲せいを口にする。

　それは自じ暴ぼう自じ棄きという言葉では片かた付づけられない、大きな欠けつ落らくがあった。




ラハブ：…………ＧＭ、ひとついいですか。

ＧＭ：なに？

ラハブ：ハンドアウトにもありましたが、このソロモンはワタシの知っている彼とは違い和わ感かんがあるのですね？

ＧＭ：うん。本人であることは確かく信しんできる。だが、昔とは違ちがう。具体的には──もっと人間っぽかった。

ラハブ：（難しい顔をして）やはり。

瑠璃：ラハブ？

ラハブ：ルリ、彼と問答しても意味はありません。今理解しました。彼は──ジャーム化しています。

瑠璃：……そうか。

ハウント：そうでなければ、ここまでの仕し掛かけを打っては来まい。……ソロモン、私も聞きたいことがある。

ＧＭ：「なんだね？」

ハウント：お前はなぜ瑠璃に聖杯を使わせた？　聖杯が必要ならば、自分で使えばいいだろう。ここまで面めん倒どうなことをせずとも。

ＧＭ：それを言われるとソロモンは苦笑いを返す。「そうしたいのはやまやまだがな。私には聖杯は使えないのだ」

ハウント：なに？

ＧＭ：「星との接続を重じゆう視ししすぎた結果、この聖杯はフィードバックが強すぎるのだ。精せい神しんを著いちじるしく損そん傷しようしてしまう。……聖杯伝説で失敗したものたちが多いのもこのせいだ」

ハウント：安あん全ぜん弁べんでもあるということか。

ＧＭ：「手しゆ段だんは難むずかしかった。だが私は成功した」

ラハブ：──ソロモン。我が最初の友にして主よ。

ＧＭ：「どうしたラハブ」

ラハブ：アナタの目的はわかりました。だがそのせいでルリは聖杯を三度使い、今まさに消しよう滅めつの運命にある。

瑠璃：ラハブ……。

ラハブ：友をみすみす失うわけにはいきません。ソロモンよ、彼女を救う手立てを。

ＧＭ：「救う必要がどこにある？」

ラハブ：なに？

ＧＭ：ソロモンは瑠璃へと向き直り、両りよう腕うでを開く。「瑠璃、我が娘むすめよ。お前はよくやった。最さい大だい限げんの感かん謝しやを表そう。お前のおかげで、私は遂ついに悲願を果たせるのだ。ガイアとの対面、その悲願を」
















瑠璃：こ、こいつは……！

ＧＭ：「そして、おお、そろそろ影えい響きようも出始めたようだな」とソロモンが言うと、鈍にぶい震しん動どうがキミたちを襲おそう。ただの地じ震しんじゃない。まさしく地の底から揺ゆれているかのような、そんな不気味な震動だ。

志津香：始まったということですの!?

ＧＭ：「なにせ星単位だ。すぐに変化するわけではない。完全に覚醒するまでに、一週間ほどは必要だろうな」

瑠璃：ならば、その前にお前を──！

ＧＭ：「私を殺すとでも言うのか？　その行こう為いに意味など無いぞ。覚醒はすでに始まっているのだ。私が死んでも、これは止まらない」

志津香：止める方法は無いのですか!?

ＧＭ：「無いな」

ハウント：ならばお前を連行しよう、ソロモン王。……と拳けん銃じゆうを抜ぬき、宣せん告こくする。

ＧＭ：「ふうむ、私はこれからガイアを迎むかえねばならんのだ」そう肩をすくめ、ソロモンは言う。「──シャイターン！」

ラハブ：げ！

ＧＭ：ソロモンに応おうじて出てくるのは白髪に黒い肌はだの魔ま人じん、シャイターンだ。彼は肩に人ひとを担かついでいる。……インをね。

志津香：イン!?　なぜ彼女が!?

ＧＭ：さてね。シャイターンが「お呼よびでしょうか、我が主」と言うと、ソロモンが命令する。「シャイターン。彼らが私を拘こう束そくしようとした場合、攻こう撃げきを開始しろ。……弱っているものから殺せ」「了りよう解かいです、我が主」

瑠璃：っ！

ハウント：く──、転生したばかりのルイと、瀕ひん死しのカルディナ隊長を狙ねらう気か。

ラハブ：取引というつもりでしょうねぇ。手を出さなければ見み逃のがす、という。

志津香：瑠璃さん…………。

瑠璃：──撤てつ退たい、しかないのか。

ハウント：それがいいだろうな。万が一ここで我々が死んでしまえば、ソロモンの計画をＵＧＮに伝えるものがいなくなる。

瑠璃：…………わかった。みんな、撤退だ。

志津香：致いたし方かたありませんわ……！　《ディメンジョンゲート》を使います。

ラハブ：ソロモンの様子は？

ＧＭ：邪じや魔まをするつもりなどないよ。悠ゆう然ぜんとキミたちを見守っている。

瑠璃：では、ゲートをくぐる直前にソロモンに言い放つ。




　人差し指をつきつけ、短い言葉にありったけの決意を込こめ、瑠璃は言い放つ。

「お前の思うとおりにはさせない。世界は、あたしが護る」

　だがそれでもソロモンは、微笑ほほえんでいた。





《ディメンジョンゲート》　別の場所に繫がる〝門〟を作るバロールのエフェクト。









◆Opening02◆ソロモンを阻そ止しせよ

Scene Player ── 志津香




　砂さ漠ばくを脱だつ出しゆつした瑠璃たちはＵＧＮ日本支し部ぶへと撤退する。

　カルディナを預あずけ、各員の応おう急きゆう手当だけを済すませて再びブリーフィングルームへ。

　休む暇ひまなど無い。事じ態たいは一いつ刻こくを争うのだ。




ＧＭ：次のシーン。撤退先は日本支部でいいのかな？

志津香：ええ。テレーズさんに事じ情じようの説明をいたしますわ。

瑠璃：カルディナ隊長は緊きん急きゆうに医い療りよう室しつへ。

ラハブ：彼女は生きているのですか？

ＧＭ：うん、心臓はえぐられているけどなぜかね。

ハウント：なぜ生きているのか、まったくわからないな……。

ＧＭ：ではシーンを開始しよう。事情聴ちよう取しゆその他が終わって、もう一度キミたちがブリーフィングルームへ戻もどってきたところからだ。ちなみにルイは各種検けん査さのためにここにはいない。テレーズは絶ぜつ句くするほど驚おどろく。なにせ元が〝スナッチャー〟だ。

志津香：それはそうですわね（笑）。

ラハブ：彼女にとっては寝ね耳みみに水みずでしょうし。

ＧＭ：経けい緯いを聞いて納なつ得とくはするけどね。

瑠璃：ではテレーズさん、現げん在ざいの状じよう態たいは？　ガイア覚醒の影響は出ていますか？

ＧＭ：「世界各地で、地下に巨大なエネルギーが蠢うごめいているのを観かん測そくしているわ。あの光が走った後から変化が起きている。おそらくコレがガイアなのでしょうね。……まだ地上に影響が出るレベルではないけれど」

志津香：嵐あらしの前の静けさ、とも言えますわね。

ＧＭ：「その通りね。このエネルギーが活かつ性せい化かすれば、地ち殻かくに影響を与えるのは時間の問題よ。最悪、大陸の形が変わるわね」

ハウント：比ひ喩ゆではなく、世界が終わるな。その規き模ぼの天てん災さいは。

瑠璃：あたしが聖杯を制せい御ぎよできなかったばかりに……！

ＧＭ：「もうそういう事態じゃないわ。責せき任にんを問うより、ソロモンの企たくらみを阻止しないと」

瑠璃：────はい。

ＧＭ：テレーズは全員の顔を見回す。「いい、現げん状じよう最大の問題は〝情じよう報ほうが何も無い〟ということよ。私たちは完全に後手に回っている」

ハウント：同感だ。我々はソロモンのやろうとしていることを、先ほど知ったばかりだ。

ラハブ：それもただ彼の口から聞いただけですからねえ。

瑠璃：今の状じよう況きようを　覆くつがえすには、ソロモンの情報が必要……。

志津香：地球をオーヴァード化するような方のことを今から調べるのですの？　あの狂きよう気きにあてられるだけの気もしますわ。

ラハブ：シヅカ、ソロモンを狂気に染そまった人間と考えるのは危き険けんです。あの御仁はいつでも本気で、夢を追い続けてきました。人の尺しやく度どで測はかろうとすると見み誤あやまりますよ。

志津香：……そう、ですわね。肝きもに銘めいじますわ。

瑠璃：でもソロモンの情報と言っても──。

ＧＭ：とそこで「ひとつだけ、ある……」と部屋に入ってくるのは、カルディナ。ルイに肩を貸かされている。

瑠璃：隊長！

ハウント：そんな体で、無理をする。

ＧＭ：「瑠璃、ソロモンの指輪を捜さがすんだ……」

瑠璃：ソロモンの、指輪？

ＧＭ：ルイがうなずく。「ソロモンの指輪はあの人の作った遺産の中でも特別なんだ。他の遺産と違ちがって、自分の知識すべてを込めてあると聞いたことがある」

ラハブ：ふうむ。実じつ際さい、ワタシはアレに縛しばられていたわけですからねぇ。しかし指輪はワタシがいた遺い跡せきと共に行方不明になっていたはずでは？

ＧＭ：カルディナがにやりと笑う。「それを捜していたのさ、アタシはね。手に入れる前にこのざまだが……」

瑠璃：隊長、無理はしないでください。

ＧＭ：「足手まといにならなければ、なんだってやるさ。……瑠璃、アンタも人の心配より世界の心配をしな」

瑠璃：…………はい。

ＧＭ：「よくお聞き。ソロモンの指輪はキャラハンの城しろにある」

ハウント：（眉まゆを動かし）なんだと？

ＧＭ：ルイがハウントにこう返す。「レオンハルトがソロモンに協力している。あり得ない話じゃない」

瑠璃：それは……本当なんですか？

ＧＭ：「アタシの摑つかんだ情報がガセじゃなければね」

瑠璃：…………。

ハウント：どうする、瑠璃。罠わなである可か能のう性せいも否定はできない。

瑠璃：（少し考えて）いや、行きましょう少しよう佐さ。今は悩なやむより動く方が重要です。罠であったとしても、そこから何かが得られるはず。

ＧＭ：カルディナがにやりと笑う。「そう、それでいい。いっちょまえの顔になったね」

瑠璃：隊長……。本当なら、いろいろと聞きたいことはあるんですが。今は動きます。

ＧＭ：「ああ、話は帰ってからだ。……ひどい再さい会かいになっちまったからね」

瑠璃：それでも会えてうれしいです。……テレーズさん、キャラハンの城に出しゆつ撃げきします。

ＧＭ：テレーズはうなずく。「許きよ可かするわ。こちらも世界の観測を続ける。それに聖杯城から回かい収しゆうした資し料りようの解かい析せきも急がせるわ。何かあったら連れん絡らくを入れるから」

瑠璃：よろしくお願いします。……ルイは動ける？

ＧＭ：「ごめん」と彼女は首を振る。「今はまだ、足手まといになると思う」

瑠璃：そうか。それならいいよ。ルイはまだその体になったばかりだから。

ＧＭ：「あと一日あれば動けるようになるんだけど……」

瑠璃：大だい丈じよう夫ぶ、あたしたちに任まかせておいて。ルイはここのみんなをお願い。

ＧＭ：ルイは黙だまってうなずく。そしてテレーズが言う。「これはＵＧＮをあげてのミッションになるわ。……志津香、あなたのお父様にも協力要よう請せいを出すわ」

志津香：は、はい！

ＧＭ：「世界規模の事件だとはいえ、我々が最前線なことには変わりないわ。文字通り世界の命運はあなたたちナイトフォールが握にぎっている。……頼たのんだわ」

瑠璃：はい。──ナイトフォール、行こう！

一同：おう！







◆Opening03◆異い変へん

Scene Player ── 瑠璃




　それは奇き妙みような感覚だった。

　すべてを押おしつぶす巨きよ大だいさがありながら、泣き続ける赤子のような弱々しさがある。

　戸と惑まどっているようでもあり、あらゆるものを見通しているようでもある。

　ただひとつわかることは、「今、自分は見られている」ということだ。

　──瑠璃は静かにそう判断する。




ＧＭ：さて、ではオープニング最後のシーンだ。……登場するのは瑠璃だけ。

瑠璃：おや？

ＧＭ：キャラハンの城へと向かう最中だと思ってくれ。今キミは夢ゆめを見ている。

瑠璃：夢……。

ＧＭ：夢の中で、瑠璃は何か巨大なものに翻ほん弄ろうされている。暗い空間に浮うかんでいる自分がいて、自分の周囲はすべてその存在が埋うめ尽つくしている。吞のみ込こまれていると言ってもいい。

瑠璃：…………。

ＧＭ：瑠璃を吞み込んでいる存在は、まるでキミにすがりついているようでもある。声にならない声で鳴くが、その意味はわからない。何かを訴うつたえているような感じはある。

瑠璃：お前は……？

ＧＭ：瑠璃がそうつぶやくと、鳴き声が変化する。わずかに感じ取れる意図。それはこう言っている。「我われ、我…………我は、なんだ？」

志津香：困こまっている、のですの？

ラハブ：ふむ、記き憶おく喪そう失しつにも見えますが。これは──。

ＧＭ：「我、我は、我わが名は……？」

瑠璃：ガイア。お前はガイアか。

ＧＭ：「ガイア…………。そうか、我が名はガイア……」と何か納なつ得とくしたような感じになり──そして瑠璃はふと目を覚ます。

瑠璃：今の夢のことは覚えている？

ＧＭ：忘わすれたくても忘れられないほどの生々しさで覚えているよ。

瑠璃：……ガイアが、あたしを見ている？

ＧＭ：その確信がキミにある。……ということでハンドアウトロイスの対象「？？？」の正体はガイアとなる。

瑠璃：（うなずいて）そういう流れだと思っていた。

ＧＭ：そのロイスをどう扱あつかうかによってシナリオ展てん開かいが変わってくるので、気をつけてね。

瑠璃：了りよう解かい。










　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆レオンハルトの誘さそい

Scene Player ── ハウント




　イギリス、湖こ水すい地方。

　空の青と大地の緑で幾いく多たの人々を魅み了りようするこの地方にキャラハン城じようはあった。

　大航海時代から歴史の陰かげで暗あん躍やくしてきた金きん獅じ子し騎き士し団だん、その拠きよ点てんのひとつであり、ハウントの生まれ育った城しろでもある。




ＧＭ：ミドルフェイズ最初のシーンはキャラハン城に到とう着ちやくしたところから。全員登場してね。

志し津づ香か：どんな場所なんですの？

ＧＭ：湖水地方の一角、とある港町から少し車で入ったところという想定。（ハウントに）それでいいかな？

ハウント：問題は無い。古こ城じように見えるが、中は最新の設せつ備びがそろっているはずだ。

ラハブ：騎士団の海底要よう塞さいと同じですか。ま、了りよう解かいです。

ＧＭ：と、警けい戒かいしつつ近づくわけだが。…………人の気配がない。

瑠る璃り：なに？

ラハブ：おや、騎士団の残ざん党とうくらいはいると思っていましたが。

志津香：ですわね。レオンハルトは健けん在ざいなのに、なぜ……。

ＧＭ：加えて言うと、城はだいぶ前から無人だった様子だよ。

ハウント：なんだと……？

ＧＭ：年単位とは言わないが、数ヶ月のレベルで人はいない。……さて、どうする？

瑠璃：少しよう佐さ、どう見る？

ハウント：さすがにわからないな。無人にしたのはレオンハルトの指し示じだろうとは思うが。……だがカルディナ隊長が指ゆび輪わの所しよ在ざいを摑つかんだのは最近のことだ。無人になったこととは関係ないと見るべきだろう。

瑠璃：つまり突とつ入にゆうするべきだと？

ハウント：（うなずいて）それしかあるまい。

瑠璃：了解。……ＧＭ、警けい備び状じよう態たいは？

ＧＭ：警備システムもすべてダウンしている。門に鍵かぎはかかっているけど、それも簡かん単たんに切きり抜ぬけられるレベルだ。

志津香：では鍵を開けつつ、……本当に誰だれもいないようですわ、と言います。

ラハブ：中も無人ですか？

ＧＭ：だね。物ぶつ資しもあらかた整理されている。

ハウント：キャラハンの城には、遺い産さんを研究しているブロックもあったはずだ。そこには何かあるか？

ＧＭ：念入りに物が運び出されている。なにひとつ残ってないよ。

ハウント：むう……。

瑠璃：ソロモンの指輪は本当にあるのか？

ラハブ：とにかく調べてみるしかないですねぇ。

ＧＭ：では〈知覚〉で判はん定ていしてみようか。全員で。

一同：（めいめいにダイスを振ふる）

志津香：わたくしの達たつ成せい値ち15が一番高いようですわ。

ＧＭ：ふむ。では志津香が城主の私し室しつでソロモンの指輪を発見する。

志津香：え、えええええええええっ!?　そんなあっさり!?

ＧＭ：そう、あっさり。机つくえの上に無む造ぞう作さに置いてある。

志津香：ちょ、ちょっとみんなを呼よびますわ。皆みなさん、指輪が！

瑠璃：呼ばれてすぐに行こう。

ラハブ：同じく。ちなみにワタシは指輪を確かく認にんしますが、本物ですか？

ＧＭ：ラハブは実物知ってるもんな。すぐわかるよ。本物だ。──ただし、半分だが。

瑠璃：半分？

ＧＭ：ソロモンの指輪はふたつの金きん属ぞく、伝説だと真しん鍮ちゆうと鉄を組み合わせて作られたとされる。ここにあるのはその半分、真鍮の部分だけだ。

志津香：ソロモンの指輪って、バラバラになる代物でしたのね……。

ラハブ：さて、どうします？　情じよう報ほうは間ま違ちがっていませんでしたが、半分だけでした。

瑠璃：とりあえずは持ち帰ろう。今は情報が必要だ。

ラハブ：了解です。では──（手を伸のばす）。

ＧＭ：それでは、ラハブがソロモンの指輪に触ふれた、その瞬しゆん間かん。

ラハブ：え？

ＧＭ：周囲の風景がすべて吹ふき飛とび、部屋の床ゆかさえ飛び、気がつけばキミたちは暗くら闇やみの中にいる。……あ、指輪はラハブが持ったままだよ。

瑠璃：やはり罠わなか！

志津香：すぐさま戦せん闘とう態たい勢せいを取りますわ。

ＧＭ：なお、ハウントはこの空間に見覚えがある。……キャラハン家に伝わる遺産、〝天国の門〟。その中だ。

ハウント：ということは──。

ＧＭ：そう。あたりを警けい戒かいしていると、向こう側から足音が聞こえる。長い金きん髪ぱつを流してやってくるのはレオンハルト・キャラハン。

ラハブ：これはこれは、また唐とう突とつなご登場で。

ＧＭ：レオンハルトはいつもの微笑ほほえみのまま言う。「ようやくここまで来ていただいたので、出で迎むかえ無しというのも失礼かと思いましてね」

瑠璃：ソロモンの指輪はやはり餌えさだったということか……。

ＧＭ：「いいや、その半欠けの指輪は持って帰ってもらって構かまいませんが」

ハウント：なに？　レオンハルト、何を考えている。

ＧＭ：彼かれは肩かたをすくめる。「その話の前に、こちらの話をしましょうか。……私わたしはあなたたちにお願いをしたいのです」

志津香：願いですって？

ＧＭ：「なに、難むずかしい話ではありません。……これから数日の間に、世界でさまざまな遺産が暴ぼう走そうするでしょう。それを止めて欲ほしい、ただそれだけです」

一同：（いぶかしげな顔になる）

ＧＭ：「説明が必要なようですね。──では、これを見てもらいましょうか」




　レオンハルトが腕うでを一ひと振ふりすると、暗闇にいくつもの画が像ぞうが浮うかび上あがった。

　映うつし出だされるのは、世界各地で暴走する遺産たち。

　──氷の海で、死者を生み出し続ける巨きよ大だい樹じゆ。

　──砂さ漠ばくの中央で人を混こん乱らんに陥おとしいれる塔とう。

　──高速で飛行し、炎ほのおをばらまく馬。

　いずれも瑠璃たちが一度破は壊かい／封ふう印いんした遺産ばかりだ。




志津香：こ、これは……!?

ラハブ：黄金のリンゴ、バベルの塔、馬はフリムファクシですかね。すべてワタシたちが破壊したはずの遺産だ。

ＧＭ：他に映し出されているのも、すべてキミたちに関わってきたものだ。もう暴走するはずがないものが、今暴あばれている。……なお見てすぐわかるんだけど、暴走している遺産にはすべて巨大な〝手〟が巻まき付ついている。

ハウント：手？

ＧＭ：光で構こう成せいされた巨大な手──地面から生えている手だ。それが幾いく本ほんも遺産に巻き付き、遺産はまるで身もだえするように暴走している。

瑠璃：…………。

ＧＭ：レオンハルトが言う。「これは、ガイアが強ごう羅ら瑠璃、あなたを吸きゆう収しゆうしようとしている光景です」

瑠璃：あたしを？

ＧＭ：「そうです。……あなたは自分が幾いく多たの遺産に結びつけられていることを知っているでしょう？　わざわざ〝スナッチャー〟にその肉体を奪うばわせたのにもかかわらず、あなたにすべて返したのはこのためなのですよ」

ハウント：あらゆる遺産を活かつ性せい化かさせる特とく性せい、ＡＺＯＴＨアゾツトだったか。……そう、確たしかにこの回りくどい計画の目的はわからなかった。

瑠璃：ガイアにあたしを吸収させること、それが目的なのか？

ＧＭ：「ええ。壮そう大だいな計画ですよ。私も初めて聞いたとき、耳を疑うたがいました。……ソロモンはこう考えたのです。聖せい杯はいによって地球をオーヴァード化したとしても、覚かく醒せいしたガイアがただ暴走し、破は滅めつしたのでは意味がない」

ラハブ：ええ、それは確かに。

ＧＭ：「そこでソロモンは、ガイアに学習させようと思いついたのです。人の自じ我がを、オーヴァードの自我を。そのモデルとして強羅瑠璃、あなたを選んだ」

瑠璃：どういう、ことだ。

ＧＭ：「ソロモンはあなたの心を、あなたの体を、幾多の遺産に結びつけたのですよ。そのリンクは今でも生きている。一方、遺産とはもともとガイアの力を使うもの。オーヴァードよりもガイアに近い代しろ物ものです。ガイアは遺産を吸収できる。つまり──」

ラハブ：ルリとリンクした遺産を吸収することは、ルリを吸収するということですか!?

瑠璃：──っ!!

ＧＭ：「その通り。こうしてガイアは人を知り、ソロモンと向かい合う。それこそがＡＺＯＴＨ──究きゆう極きよくの触しよく媒ばいの本当の役目。言いい換かえれば、彼はあなたをガイアの教科書にしようというのですよ」

志津香：そんな馬ば鹿かな……。

ＧＭ：「否ひ定ていしたい気持ちは理り解かいできます。ですが……、強羅瑠璃、当のあなたには自覚があるのではないですか？　ガイアに接せつ触しよくされているという自覚が」

瑠璃：…………確かにある。

ハウント：（難しい顔で）先ほどのシーンのことか……。

ＧＭ：「遺産がすべて吸収されれば、ガイアと強羅瑠璃には強固なリンクが生まれます。ガイアは彼かの女じよのすべてを読み取ろうとするでしょう。……そして彼女はそれに耐たえられない」

瑠璃：あたしは死ぬ……。

ＧＭ：「ええ。そしてガイアは完全なる覚醒を迎むかえる」

一同：…………。




　言葉は無い。

　レオンハルトの語ったソロモンの計画を誰も否定できない。

　ソロモンという人物は「そういうことこそをやる」、そんな空気があったからだ。




ＧＭ：レオンハルトは言う。「復ふつ活かつした遺産は、ガイアが吸収しようとするその反動で一時的に復活しているにすぎません。ですが破壊すれば、吸収されるまでの時間が延のばせる」

志津香：時間稼かせぎにしかすぎませんのね……。

ＧＭ：「ええ。もう聖杯が吸収され、不完全でもリンクは形成されていますからね。いつかはガイアに吞のみ込こまれるでしょう。ですが──」




　レオンハルトは瑠璃を、そしてナイトフォールの面々を見る。




ＧＭ：「それでも立ち向かうのでしょう？　あなた方は」

瑠璃：言われるまでもない。

ラハブ：（肩をすくめて）ワタシも知らない顔はできませんねぇ。

志津香：このままソロモンの言うとおりにはさせませんわ。

ハウント：そういうことだ、レオンハルト。

ＧＭ：レオンハルトは満足げにうなずく。「それでこそ、です。私としてももう少し時間が欲しい。あなた方があの暴走する遺産たちを鎮しずめたら、またこの城に来てください。そうすればソロモンの指輪のもう片かた方ほうを差し上げますよ。彼の許もとへ行くために必要なコレをね」

瑠璃：……乗るしかなさそうだな、お前の言葉に。

ＧＭ：「ええ、それしか方法は無い。あなた方には」

瑠璃：いいだろう。今の言葉、忘わすれるな。

ＧＭ：「確かに。気をつけてください。何もしなければ一週間……いや、あと六日であなたはガイアに吸収される」

志津香：予想以上に時間がありませんわね。

ＧＭ：「そしてソロモンは手を抜ぬきません。無む論ろん、彼に使われている私も」

ハウント：──そこだ、レオンハルト。

瑠璃：少佐？

ハウント：お前の誘いはわかった。我われ々われがそれに乗らなければならないこともな。……だがなぜだ？　なぜ我々に情報を流す。放っておけば瑠璃はガイアに吸収されるというのに。

ＧＭ：「…………私は私の目的のために動いているからですよ、兄上」レオンハルトの瞳ひとみに、剣けん吞のんな光が帯びる。「私の復ふく讐しゆうを成じよう就じゆさせるために」

ハウント：復讐だとっ!?




　滑すべるように、ハウントの手に拳けん銃じゆうが握にぎられる。



















ハウント：お前に復讐するのは私のはずだ！　何を取とり違ちがえている、レオンハルトッ！

ＧＭ：「ははははははっ、やはり我々は兄弟ですね。私とあなたはよく似にている。復讐の炎を今の今まで絶たやさぬところまで」

ハウント：私には責せき任にんがある。お前が狂くるわせてしまったあらゆるもののために、お前を処しよ断だんするという責任がな。

ＧＭ：「責任」レオンハルトは笑えみを消す。「兄上らしい言い方だ。……ならば私も、私の責任において、我らが運命を狂わせた原げん因いんを処断します」

ハウント：その原因とは、なんだ。

ＧＭ：「ヴィクトリア。我らの妹、あの子のことを、まさか忘わすれてはいないでしょう」

ハウント：忘れたことはない。

ＧＭ：「あの子はキャラハン家の掟おきてに則のつとって、この〝天国の門〟に挑いどみ、そして帰ってこなかった。……私は悲ひ嘆たんに暮くれました。なぜ、なぜこんなことが起きるのか」

ハウント：アレは悲しい出来事だった。だがヴィクトリアが選んだことだ。

ＧＭ：「違う！」




　初めて、レオンハルトは声を荒あららげる。

　髪かみを振ふり乱みだし、余よ裕ゆうをなくして。




ＧＭ：「ヴィクトリアを殺したのはキャラハンの掟だ！　あの子は家に殺された！」

ハウント：…………っ！

ＧＭ：「そうです、兄上。私は、私はあの時からこのキャラハン家を憎にくんでいる。……キャラハンだけではない。遺産を扱あつかう金獅子騎士団も、遺産そのものも！　遺産に群むらがるものたちも！　すべて！」

ハウント：レオンハルト、お前は……。

ＧＭ：「おわかりですか兄上。私があなたを追い出し、騎士団のトップに座すわったのも、騎士団そのものを歪ゆがめたのも、そしてあなた方を海底要よう塞さいに誘さそったのも。……私がこの組そ織しきを憎んでいたからです」

ハウント：あの時、海底要塞で私の命を取らなかったのは、そういう意図だったか。

瑠璃：だがレオンハルト、ならばなぜお前はソロモンについている。お前の復讐はもう終わったはずだ。金獅子騎士団は崩ほう壊かいし、もはやかつての姿すがたには戻もどれない。これ以上、何をするつもりだ！

ＧＭ：「騎士団ひとつをつぶしたところで、私の憎ぞう悪おは尽つきません。私の目的は──」




　レオンハルトは再ふたたび笑えみを貼はり付つけて言う。

「すべての遺産を消しよう滅めつさせることです」

　憎悪と狂きよう気きにまみれ、歪みきった笑みを。




瑠璃：遺産すべて……？

ＧＭ：「ガイアが遺産を吞のみ込こめるというならば、強羅瑠璃に関連した遺産だけではない。すべて吞み込んでいただきましょう。……その結果、ガイアがジャームとなろうと、私の知ったことではない」

志津香：それを作り出したソロモンは見み逃のがすというのですの!?

ＧＭ：「私が憎悪するのは遺産と、それを利用しようと集まってくる人間のみ」

ラハブ：なるほど、ソロモンはある種純じゆん粋すいです。憎悪の対象にはなり得ないのですな。

瑠璃：……ほんの少しだが、レオンハルトの想いもわかるな。

志津香：ええっ!?　瑠璃さん!?

瑠璃：大だい丈じよう夫ぶ、だからといって世界を差し出すわけにはいかない。……でも「利用しようとするものが悪い」ってところは理解できたんだ。

ハウント：ああ。……ヤツの憎悪は正当だ。だからといって、好きにはさせられないが。

ＧＭ：「先に言いますが、ここで私と戦おうとしても無意味ですよ。この空間内はすべて私の思うがまま。攻こう撃げきするのならば、世界の果てまででも逃にげられます」

ハウント：攻撃などしない。と言って拳銃を収おさめる。お前の誘いに乗るしかないのだから。

ラハブ：（ＧＭに）ちなみにどうやってガイアにすべての遺産を吸収させるかは、明かしていないですよね？

ＧＭ：明かしてないね。言うつもりもない。

志津香：そこがキーポイントなのですわね。

瑠璃：あらためてソロモンの指輪の半分を握にぎり、うなずこう。……レオンハルト、お前の誘いには乗ってやる。だが覚えておけ。あたしたちはソロモンも、お前の企たくらみも打うち砕くだくと。

ＧＭ：「ええ、覚えておきますとも」そうレオンハルトが言うと、風景がめまぐるしく変わり、気がつけば元のキャラハン城に戻もどってきている。

ハウント：…………。

志津香：少佐……。

ハウント：馬鹿な弟だ。……だが感かん傷しように浸ひたっている暇ひまは無い。

瑠璃：ええ。少なくとも情報は手に入りました。まずはＵＧＮに戻って暴走する遺産の対たい処しよを──。

ＧＭ：と言ったところで、キミたちは異い変へんに気がつく。……突とつ入にゆうしたのは朝だったはずだが、すでに空は暗く、月が昇のぼっている。

瑠璃：なに!?

ＧＭ：電波時計は夜の二十一時を指している。さらにもうひとつ。携けい帯たい端たん末まつが緊きん急きゆう通信を表すアラームを発する。

瑠璃：即そく座ざに繫つなぐ！

ＧＭ：向こうに出てくるのは、日本にいるはずのイザベラだ。




　イザベラは名乗りもせずに、悲鳴のような声を上げた。

「瑠璃さんですか!?　ＵＧＮが、ＵＧＮが──！」

　それは、破は滅めつの足音。

　ナイトフォールの絶ぜつ望ぼうと共に、夜が始まろうとしていた。







◆Middle02◆我われら、世界を断たつ刃やいばなれば

Master Scene




　それは奇き妙みような部屋だった。

　黒く塗ぬりつぶされた壁かべにかかるのは時計、時計、時計。壁の黒が見えぬほどに埋うめ尽つくされた時計は、だがしかしどれも時を刻きざんではいない。

　死んだ時の中、たたずむのは片かた眼鏡めがねをかけた静せい謐ひつな男。

　アルフレッド・Ｊ・コードウェル。ＵＧＮの創そう始し者しやにして、現げん在ざいのＦＨにおける実じつ質しつ的てきなトップ。




ＧＭ：ではここで少し時間を巻まき戻もどそう。……マスターシーンだ。

志津香：な、なんかスゴイところでシーンが終わってしまいましたわ……。

ラハブ：さしずめ、このマスターシーンで解かい説せつしてくれる感じですかねぇ？

ＧＭ：そんなところだね。さて、時じ系けい列れつはキミたちが砂さ漠ばくから撤てつ退たいした直後。場所は世界のどこかにあるＦＨ本部、そのコードウェル博士の部屋だ。

ハウント：これは意外な場所がきたものだな。

ＧＭ：そしてその部屋にやってくるのはシャイターンを伴ともなったソロモンだ。彼は言う。




「やあ、時間を作ってもらって悪かったね、コードウェル」

「あなたの頼たのみならば聞かないわけにはいきませんよ。──先生」




志津香：コ、コードウェル博士が先生と呼よんだのですの!?

ラハブ：そんなところまで繫つながりがあったのですか……。

ＧＭ：先生と呼ばれるとソロモンは笑って返す。




「はっはっは、私はキミを生徒にとった覚えはない。キミは教えるまでもなく、私の知ち識しきを吸収したのだ。……さて、例の頼みはどうなったかね？」

　ソロモンの言葉に、コードウェル博士は静かにうなずく。

「ええ、彼らはすでに動き出しています」




瑠璃：彼ら……？

ＧＭ：その答えにソロモンは満足げにうなずく。するとコードウェル博士が。




「私を通さずとも、彼らに直ちよく接せつ言えばよかったのではありませんか。彼らに断ことわるという選せん択たく肢しはありませんよ。──元セントラルドグマのあなたが命令すれば」




一同：な……っ！




　ソロモンは笑いながら首を横に振る。

「いや、そう言ってくれるな。元々セントラルドグマの呼び名が指すのはひとりだけ、あやつだけだ。私はあやつの留る守すをほんの数十年預あずかっていたにすぎない。そんな私が元セントラルドグマを名乗るのは、いい笑いものだ」

　だからキミに頼たのんだのだ、と付け加えるソロモン。コードウェルはかすかな笑みで答える。

「あなた率ひきいるＦＨと戦っていたころ、その器うつわの大きさが一番の脅きよう威いでしたよ」

「古い知り合いに頼たのまれた仕事だったが、キミとの戦いは退たい屈くつを忘わすれさせたよ。もうあの頃ころのような戦いができる相手はいないのだろうがね」

「……いいえ、今でも油ゆ断だんはできません」

「ほう？」

「先日、極東の地に眠ねむっていた二体の神が破壊されましたからね」

「ほほう！　なるほど大したものだ！　アレは封ふう印いんし続ける他ないと思っていた。そのためにあのかわいそうな男に遺産・始原の炎プロパテールを与あたえたのだが」




志津香：うわあ、デイズの黒くろ幕まくでもあったのかコイツ！（デイズのＧＭ）

ＧＭ：黒幕っていうか、きっかけかな。ソロモンはただ始原の炎を与えただけだよ。……あ、詳しよう細さいはデイズ最さい終しゆう巻かんをご覧らんください。

ハウント：宣せん伝でんを挟はさむな（笑）。

ＧＭ：失礼（笑）。ソロモンは「やり方はそれぞれに任まかせよう。タイミングは教えたとおりだ」と言い、コードウェル博士は「ええ、では」とふたりの会話はおわる。

ラハブ：壮そう絶ぜつにイヤな予感しかしない会話でしたね。

ＧＭ：うむ、そして時は少し過すぎる。




　始まりは唐とう突とつだった。

　北極の海で、荒あれ果はてた地で、吹ふきすさぶ砂漠で。

　瑠璃にまつわる遺産が暴走を始めたのだ。それはＵＧＮで回かい収しゆうし、封印したはずの遺産も例外ではない。




瑠璃：──！

ＧＭ：喩たとえるならば、施し設せつ内ないで爆ばく発はつ事じ故こが起きたようなものだね。ＵＧＮは大だい混こん乱らんに陥おちいる。さらに──。




　それは世界のどこかにある巨きよ大だい樹じゆ。常じよう人じんには決してたどり着けぬ秘ひ境きよう。

　その樹に絡からみつき、空を見あげるのは一匹ぴきの蛇へび。かつて楽園にてアダムとイブを誘ゆう惑わくしたとも言われる〝誘惑者〟テト。

　ＦＨ最高幹かん部ぶ、リエゾンロードのひとり。




ハウント：リエゾンロードか！

ラハブ：よりによって動かしたのはヤツらですか……！

ＧＭ：テトは無む機き質しつな目を動かすと、「古き知り合いのためならば、手助けせぬわけにはいくまい」と言って体をゆっくりと揺ゆらし始める。「落ちよ、落ちよ、知ち恵えの実のごとく」

瑠璃：落ちるって何が？

ＧＭ：人工衛えい星せい。

志津香：ちょ、ちょっ、待っ！

ＧＭ：正せい確かくにはＵＧＮの通つう信しん網もうだけどね。通信衛星を利用した電波通信、回線通信、そのすべてを封ふうじる。ブラックドッグのエフェクト《通つう信しん支し配はい》を全世界規き模ぼでかける。

一同：な、なにいいいいいいっ！

ＧＭ：テトは言葉を発することはなく、思念波で会話するんだけど。その思念波でＵＧＮの通信網だけをすべてシャットアウトする感じだ。

ハウント：なんという化け物だ。

ラハブ：ＵＧＮにも電でん磁じ系けい能のう力りよく者しやはいるでしょうが、彼らでもダメですか。

ＧＭ：うん、一千人以上のオーヴァードが束になっても、テトひとりに敵かなわない。せいぜいが数百メートルの通信を可か能のうにする程てい度ど。……そして。




　アメリカ某ぼう所しよ。

　空中より、荒こう野やを見み据すえるのはレオンハルト・キャラハン。

　この荒野のどこかにＵＧＮ本部がある。そう言われていたものの、ＦＨはまだその正確な位置をつかめてはいなかった。

「さすがはＵＧＮ本部。ですが──」

　レオンハルトの背はい後ごに巨大な石いし造づくりの門が現あらわれる。キャラハン家に伝わる〝天国の門〟。

　亡ぼう霊れい住まう異界への扉とびらが、重々しく開かれた。




ＧＭ：レオンハルトは大きく両手を広げ、それをゆっくりと閉とじる。彼の動きに従したがって天国の門もまた、軋きしみをあげて閉しまっていく。そして──。




　それはあまりにも奇妙な光景だ。

　門が閉まっていくにつれ、荒野そのものが縮んでゆく。

　レオンハルトがパン、と手を打ち鳴らしたその時。彼の足下にあるのは巨大なクレーター。




志津香：え……？

ＧＭ：というわけでＵＧＮ本部は封印された。

瑠璃：封印──！

ハウント：やってくれるな、レオンハルト……。

ＧＭ：まだまだ行くよ。次にカメラが映うつしだすのはひとりの女じよ性せいだ。




　暗闇の中、同じ漆しつ黒こくの女が笑う。それは獲え物ものを見み据すえる獣けものの笑み。

　女の側そばには暗闇と同化した無数の暗あん殺さつ者しや。

　女の名は〝黒き者〟ヴィラカーラ。同じくリエゾンロードのひとりだ。




ＧＭ：三人目のリエゾンロードも動く。突とつ然ぜんの遺い産さん暴ぼう走そうに混乱する世界中のＵＧＮを映えい像ぞうで確認し、暗殺組織のトップ・ヴィラカーラは言う。「ソロモンもいい獲物をくれたものね。まさか中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんを狙ねらえだなんて」

ハウント：そうくるか！

ＧＭ：そして「──行け」と言うと、暗殺者が去って暗闇の密みつ度どが下がる。程ほどなくして、映うつっている映像のあちこちで襲しゆう撃げきが。

志津香：お、お父様が！

瑠璃：まずい……。

ＧＭ：通つう常じようならば、ＵＧＮだってこうまで簡単にやられたりはしない。だが「遺産の同時多発暴走」、「ＵＧＮ本部の消滅」、そして「リエゾンロードの連れん携けい」という想定外の事じ態たいで追おい込こまれているんだ。

ハウント：ＦＨの理念は「欲よく望ぼうのままに動け」。リエゾンロードはそれを体たい現げんした連中だ。それが連携することは基き本ほんあり得ないからな。

瑠璃：それもソロモンの影えい響きよう力りよくなのか……。

ラハブ：ところで…………アッシュ・レドリックとか、このどさくさで死にませんかねえ。

ハウント：おい（笑）。

ＧＭ：そして。

志津香：まだ来るんですの!?

ＧＭ：そりゃあ徹てつ底てい的てきにやるさ。次に映るのは日本支し部ぶ。……日本支部はすでにビルのあちこちから煙けむりを上げている。

瑠璃：えっ？

ＧＭ：遺産が暴走してるんだよ。前ぜん巻かんで集めた、鬼おにの腕うで、仙せん桃とう、イカロスの翼つばさ、ダグザの大おお釜がまはすべて日本支部にあったから。

瑠璃：そうか、しまった……！

ＧＭ：その混乱中の日本支部を遠目に見る、数人の少年少女たち。




「さっすが父上だ。言葉通り、連中は大おお慌あわてだな！」

　拳こぶしを打ち鳴らす少年の名はヨハン。拳には炎ほのおが宿っている。

「まったくやかましいヤツだ。可か能のう性せいのかけらもない」

　わざとらしい嘆たん息そくを漏もらす少年はシモン。虚こ空くうから手て槍やりを取り出し、手で弄もてあそぶ。

「……そうね、静かにして欲しいわ……」

　けだるげに言う少女は七里千明ななさと・ちあき。すでにその周りには氷の茨いばらが現あらわれつつある。

「一いつ緒しよに戦え、って、お父様は言ってたよ……」

　おずおずと皆みなに言うのはレリア・ジュリー。瞬まばたく光を連れた少女だ。

　そして。

「……おしゃべりは終わりだ」

　リーダー格かくの少年──黒須左京くろす・さきようの瞳ひとみに闇やみが帯びる。彼は雷かみなりを纏まとった指を、背後に向けた。

「行くぞ、ＵＧＮ日本支部にとどめを刺さす」




ＧＭ：というわけで日本支部にはコードウェルの子こ供どもたち、マスターレイスが総そう出でで現れる。他のＵＧＮ支部にも一いつ斉せいにＦＨが攻こう撃げきを開始するよ。

一同：…………。

ＧＭ：あれ、どうした？

志津香：ちょ、ちょっと本ほん格かく的てきにピンチすぎて頭が追いつかなかったのですわ……。

ハウント：かつてないＵＧＮの危機だな。本部と中枢評議員が封ふうじられ、通信手しゆ段だんを失った。思考能のう力りよくをもがれたところに一いつ斉せい攻撃だ。

ラハブ：ついでに遺産暴走というおまけ付き。……理に適かないすぎていて、めまいがしますよ。

瑠璃：どうする、この状じよう況きよう……！

ＧＭ：みんながレオンハルトの異い世せ界かいに入っている間に、これだけのことが起きましたよ、というシーンでした。では改めてシーンを切ろう。





《通信支配》　通信すべてを制御下におくブラックドッグのエフェクト。









◆Middle03◆加速する混乱

Scene Player ── ハウント




　イザベラの報ほう告こくに、瑠璃たちは戦せん慄りつする。

　──ＵＧＮ壊かい滅めつ。

　まさかそんな言葉を本当に耳にする日が来ようとは。




ＧＭ：では次のシーン。イザベラからの連れん絡らくが来たところからスタートだ。全員登場ね。

瑠璃：イザベラから概がい要ようは聞けるの？

ＧＭ：うん、さっきのマスターシーンで演えん出しゆつしたことの概要はね。

ラハブ：イザベラの通信は使えるのですねぇ。

ＧＭ：それには理由があるのさ。とりあえず先に演えん出しゆつしよう。イザベラが概要を話し、言う。「ＵＧＮはもはや機き能のうしていません。瑠璃さん、あなたのもとにも刺し客かくが来るかもしれません。ご注意を！」

瑠璃：わかった、イザベラありがとう。そちらの状じよう況きようは？

ＧＭ：「私は今、セーフハウスにいます。テレーズ評議員と──」と言ったところで通信がぶつりと切れる。そして粘ねばつくような声が聞こえるよ。「さあて、ここまでだ」

瑠璃：……誰だれだ。

ＧＭ：「私はテト。人を誘ゆう惑わくするもの、テト」

ハウント：《通つう信しん支し配はい》を仕し掛かけた張ちよう本ほん人にんか。

ＧＭ：テトは瑠璃に言う。「状況は理解したかな、娘むすめよ。さあどうする？　頼たのみの綱つなはもはやなく、護まもろうとした世界は壊こわれつつあるぞ。……さあ、どうする？」

瑠璃：…………。

ラハブ：察するに、これが言いたいがために瑠璃にわざと情報を流したと？

ＧＭ：そういうこと。《通信支配》はその辺自じ由ゆう自じ在ざいだからね。

志津香：なんとえぐい……。

瑠璃：テト。お前が何をしようとも、ソロモンが、ＦＨが何をしようとも、あたしのやることはひとつだ。

ＧＭ：「ほう？」

瑠璃：あたしは世界を護る。お前たちの手からな。

ＧＭ：くつくつくつ、とテトは笑う。「娘よ、強きよう靱じんな心を持つ娘よ。あまり我われを楽しませるものではない。……ああ、だが我が慢まんなどできぬ」

瑠璃：……なんだ？

ＧＭ：「許ゆるせ、ソロモンよ。この〝誘惑者〟たる我わが性しよう分ぶんを──」とテトが言うと、その場にいる全員の携けい帯たい端たん末まつが同じ声を上げる。




「──強羅瑠璃だ！　強羅瑠璃を狙ねらえ！　暴ぼう走そうしている遺い産さんはすべて強羅瑠璃ゆかりのもの！　ヤツがガイアとリンクしたために暴走している！　ヤツを殺せ！　遺産の暴走は、この混乱は、すべてそれで解かい決けつする！　強羅瑠璃を、殺すのだ！」




一同：──っ！

瑠璃：何をした！

ＧＭ：「我は人の心を堕おとす誘惑者。お前の心が折れるのが見たい。……今の虚きよ言げん、ＵＧＮすべての端末から流した。お主の居い場ば所しよと共にな。さて堕ちるものはどれほど現れるか」

志津香：情じよう報ほう操そう作さ……！

ハウント：パニック状態のＵＧＮに、今の一いち撃げきは深く突つき刺ささる。暴走したものが我々を狙ねらうのは時間の問題だ。

瑠璃：この……！

ＧＭ：「味方の刃やいばは冷たいぞ、娘よ。お主の心が折れるのを我はゆるりと眺ながめていよう。ガイアに見み初そめられし娘よ──」と、笑い声を残して通信は切れる。

ラハブ：やられましたね。

瑠璃：ＵＧＮをもがれるどころか、足かせにされたのか……！

ラハブ：しかもヤツの言葉は決して噓うそだけではない。これは厄やつ介かいですよ。……そういえばルリ、ガイアとの繫つながりとやらは大だい丈じよう夫ぶなのですか？

瑠璃：うん、それはまだ大丈夫。まだね。

ラハブ：…………。

ハウント：しかし、ここに来てＦＨの介かい入にゆうとはな。予想できなかった。

志津香：ＵＧＮが壊滅なんて……、ありえませんわ……！

瑠璃：志津香さん、落ち着いて。

志津香：そ、そうですわ。落ち着かないと……。と、ともかくすぐに戻もどりましょう！　《ディメンジョンゲート》を──。

ＧＭ：起動しないよ。

志津香：……え？

ＧＭ：レオンハルトの〝天国の門〟の効こう果かによって、この地球上では今《ディメンジョンゲート》が使えない。

志津香：ええええええええええええええええええええっ!?

ＧＭ：三巻かんを覚えているかな？　〝天国の門〟は《ディメンジョンゲート》に干かん渉しようができるんだ。それを最さい大だい限げんに使った結果だね。

ラハブ：脚あしも奪われましたか……。

志津香：ゲートが……、お父様が……！

瑠璃：志津香さん！　──落ち着くんだ。パニックになってはなにもできない。

志津香：はっ、はい。

ハウント：さて、しかしどうするか。

ラハブ：このままではイギリスで何もできず終わってしまいますね。レオンハルトとの取引どころではない。

ハウント：暴走している遺産を止めろ、だったな。この状態では動くことすらできん。

瑠璃：でもここに居い続けるわけにもいかない。ともかくまずは移い動どうを──。

ＧＭ：そこに声がかかる。「強羅瑠璃ッ!!」

瑠璃：っ!?

ＧＭ：振ふり向むけば、銃じゆう口こうを向けている一いち団だん。全員がＵＧＮイギリス支部のストライクハウンドであるマークを着けている。彼らは皆傷きずだらけで、ギラギラとした瞳をキミたちに向ける。

ハウント：早くも来たか……！

ＧＭ：「ナイトフォール強羅瑠璃だな！　先ほどの情報について知りたいことがある。──キミたちを拘こう束そくする！　抵てい抗こうはするな！」

ラハブ：（ＧＭに）一いち応おう尋たずねますが、正気の目をしていますか？

ＧＭ：んー、〈知覚〉判定をしてもらおうか。もしくは適てき切せつなイージーエフェクトを。

ハウント：《地じ獄ごく耳みみ》は使えるかな？　……ならば達成値14だ。

ＧＭ：ではハウントは気がつく。彼らはだいぶ追おい詰つめられている。おそらく自分たちの支部か部隊は壊滅し、本隊へは連絡が取れない。それどころか、暴走する遺産による被ひ害がいを見たのだろう。はっきりとした焦あせりが見て取れる。

ハウント：ではその所見を瑠璃に伝えよう。……瑠璃。

瑠璃：ありがとう少佐。（兵士たちに）……残念だが、あなたたちには従したがえない。

ＧＭ：「なぜだ」

瑠璃：先ほどの通信は敵てきによる情報操作だ。そしてあたしたちは、得た情報を本部に届とどける義ぎ務むがある。

ＧＭ：「お前を殺せば暴走は収おさまるというのは虚きよ偽ぎか」

瑠璃：…………。

ラハブ：そこが厄介なところですねえ。可能性がある、と考えることもできてしまう。

志津香：ガイアとリンクした瑠璃さんを殺すとどうなるか、ですか。遺産暴走が「ガイアが遺産を通して瑠璃さんを理解しようとしている」のであれば、瑠璃さんが亡なくなることで収まる可能性は否定できませんわね。

ＧＭ：「答えろ、強羅瑠璃！」

瑠璃：あたしたちにも、まだわからない。

ＧＭ：「ならばお前を拘束する！　有う無むは言わせん！」と、彼らは攻撃しようとするけれど。

ハウント：仕方がない。《超ちよう越えつ者しやの眼がん力りき》で撤てつ退たいさせられるか？　さすがに同どう士し討うちなどしたくはないのでね。

ＧＭ：構かまわないよ。では彼らが行動に移うつる直前、仮か面めん越ごしにハウントの眼めが光る。目に見えぬ亡霊に縛しばられて、彼らは撤退してゆくよ。

瑠璃：…………少佐、助かった。

ハウント：礼を言われるほどではない。

志津香：たったあれだけの情報に踊おどらされるなんて、本当に追い詰められていますのね……。

ラハブ：冷静に考えれば、電波障害中に唯ゆい一いつ届とどいた情報ですからねぇ。罠でないはずがないのですが。

瑠璃：イギリス支部は、無事だろうか。

ハウント：彼らの暴走度合いを考えると無事とは思えないな。……で、どうするかね？

瑠璃：何はともあれ日本に戻もどる。そのための手段を探さがそう。

志津香：ＵＧＮに頼たよれない、となるとどうしますの？　普ふ通つうの飛行機でも使います？

ハウント：いや、一いつ般ぱん人じんを危き険けんにさらすわけにはいかないだろう。……イギリス軍を頼たよってみるか。かつて騎き士し団だん時代に繫がりがあった程度だが。

ラハブ：それでも頼たよりがないよりはマシですか。やれやれ。




　小さなコネを頼り、苦く境きようを脱だつしようとあがくナイトフォール。

　だがイギリス軍の繫がりは、とうの昔に騎士団によって断たたれており、さらに暴走したＵＧＮが、チャンスとみたＦＨが、騎士団が彼らを襲おそう。

　巻まき添ぞえを出さぬよう動くうちに、すでに一日が経けい過かしていた──。




ＧＭ：キミたちはロンドンの街を離はなれ、郊こう外がいの丘きゆう陵りよう地帯に身を隠かくしていると思ってくれ。逃にげ続けること一日、再び日は暮くれている。

志津香：ま、まずいですわ。日本どころか、イギリスを出る手段すら見つからない──！

瑠璃：ここまで何もできないのか……！　ＵＧＮが無ければ、あたしたちは！

ラハブ：…………フォローしたいところですが、ねぇ。

ハウント：ぐうの音もでない、とはこのことだな。

志津香：残された時間だって少ないのに……。

ラハブ：タイムリミットは後どれぐらいなのでしたっけか。

ＧＭ：確認しようか。ソロモンが聖杯を発動してから七日間がリミット。日本に撤退して一日、レオンハルトの異い空くう間かんで一日、そして今あちこち逃げ回まわって一日。……残り四日だ。

瑠璃：四日……。

ラハブ：あまりにも少ない日数ですねえ。さてどうしますか、ルリ。

瑠璃：………………。

ＧＭ：（ここまでの判定が五回か）……では、そこにヘリのローター音が聞こえてくる。

志津香：また、ですの……!?

ハウント：招まねかれざる客人を追い返すのも、飽あきてきたのだがな。

瑠璃：く──。

ＧＭ：スポットライトがキミたちを照らし、ヘリはゆっくりと降おりてくる。そして──（ノートＰＣを操作する）。




「──助けに来たぞ！　強羅瑠璃！」




瑠璃：え……!?

志津香：い、今、岡おか本もとさんの声が!?

ハウント：ほう……。

ラハブ：はっはっは、これは！

瑠璃：（素すに戻って）キョウくん!?

ＧＭ：その通り！　これは正真正銘、岡本信のぶ彦ひこさんの声だ。実はデイズの最終セッション終しゆう了りよう後ごに音声を吹ふき込こんでもらった。

志津香：そ、そんなことを（笑）。

ＧＭ：加か納のうくんには秘ひ密みつでね（笑）。というわけで降りてくるヘリはただのヘリじゃあない。鷺さぎ乃の宮みやキョウと、藤堂凛々花とうどう・りりかのイラストがでかでかと描えがかれているヘリコプターだ。

ラハブ：紛まぎれもない本人ですな（笑）。

志津香：（プレイヤーのまま）なんだろう、この安心感。

瑠璃：（同じく）わかる。もうすでにほっとしてる（笑）。

ハウント：（同じく）人じん徳とくだな（笑）。

ＧＭ：というわけで、ヘリから身を乗り出すのは『デイズ』シリーズの主人公鷺乃宮キョウ。渾こん身しんのドヤ顔だ（笑）。他の三人もいるよ。

ラハブ：キョウ様、寒いでしょう。《炎の理》で温めましょう。どうぞこちらへ（笑）。

ＧＭ：「うむうむ、くるしゅうないぞ！」

ラハブ：へへへ、ではまた小切手でももらえればへへへ（笑）。

瑠璃：ちょっ、なんで太たい鼓こ持ちになってるの！（笑）

ラハブ：いやあ、最近のワタシの財さい布ふはキョウ様からのキモチで成り立っているので（笑）。

ＧＭ：なんだそれは（笑）。で、キョウくん、凛々花、会長、斗と月げつの四人はキミたちに言う。「窮きゆう地ちに陥おちいっていると聞き、助けに来たぞ！」「みんな、大丈夫？」「見たところ元気みたいだね、会長安心」「……ム、なによりだ」

ハウント：いいところに来てくれた。……まさにそれだな。

瑠璃：地じ獄ごくに仏ほとけだ。

ＧＭ：「なに、余よらとお主らは共に戦った仲間だ。仲間を放っておくほど、余の器うつわは小さくはないぞ」

瑠璃：ありがとう。……少し大きくなった気がするな、彼は。

ＧＭ：『デイズ』シリーズで成長したからね。凛々花とも……おっと、これは読んでもらった方がいいかな。




　詳くわしくは『デイズ５　若わか君ぎみ[image: †]永えい遠えん』をご覧ください。




ラハブ：いや、しかしありがたい。鷺乃宮の力があれば、日本に戻るのも容易たやすいでしょう。

志津香：ですわね！

ハウント：しかしよく我々を捕ほ捉そくできたな。例の〝誘惑者〟の通信を聞いたのか？

ＧＭ：ハウントの問いには会長が答える。「そうだよ。会長たちが聞いたわけじゃないんだけどね。加か賀が美みあいちゃんが鷺乃宮に転ころがり込こんできて」だが凛々花がこう続ける。「でも、助けに行こうって決めたのは、その通信じゃないの」

瑠璃：通信じゃ、ない……？

ＧＭ：「うむ、実は不思議な話があってのう」とキョウくん。「最初のきっかけは、鷺乃宮家の噴ふん水すいだった。突とつ然ぜん噴水が白金に輝かがやいたのだ」

瑠璃：え──!?

ＧＭ：「最初はメイドたちがなにかセレモニーでも始めたのかと思ったのだが、どうも違う。じき水面におぬしらの姿すがたが映し出されたのだ。会話から何か苦境に立たされていることを理解してのう」……ちなみに会話内ない容ようはレオンハルトの異世界から出てきた時のものね。

ハウント：あの時の我々の姿が映うつっただと……？

ＧＭ：斗月がうなずく。「……ム。その姿と共に、見知らぬ少女が映った。彼女の声は聞こえなかったが、どうやらお前たちを助けて欲しいと訴うつたえていたようでな。それでここまで来た次第だ。途と中ちゆうで居場所がわかったのは幸運だった」

志津香：…………る、瑠璃さん、それってまさか？

瑠璃：白金の水、少女の幻げん影えい……。その、その少女の姿はどんな!?

ＧＭ：「うむ、それはな──」とキョウくんは腕を組む。「綺き麗れいな金きん髪ぱつでのう。真っ白なレインコートを着ておった。うむ、かわいらしい女の子だったぞ。年は八歳さいくらいかのう」

瑠璃：────っ！




　思い出が蘇よみがえる。いや、忘れたことなど無い。

　雪と荒野だけの国。灰はい色いろの空と白金の雨。そして、屈くつ託たくなく笑う少女。

　スエミ。

　かつて瑠璃が救わなかった、作られた命。




瑠璃：スエミが、キョウたちを、ここに……？

ＧＭ：「スエミというのか、あの少女は。必死で訴えかけていたぞ。相当おぬしたちが心配だったのだろうな！」

瑠璃：……！

ＧＭ：「では一度日本に戻るとするか！　あい先生の話では、大変なことになっているらしいからのう」

ハウント：待ってくれ。

瑠璃：少佐？

ハウント：今の話に突とつ破ぱ口こうがある。

ラハブ：ほう？

ハウント：すべての通信が使えぬ《通信支配》の中で、キョウたちは我々の会話を見ていた。これを利用できれば、〝誘惑者〟の妨ぼう害がいを取とり除のぞくことができるかもしれんぞ。

志津香：あっ！

瑠璃：つまり──。

ハウント：そうだ、行くべきは日本ではない。スエミが関わっているとするならば、行くべきはひとつ。

瑠璃：（うなずいて）行こう、あたしたちが最初に任にん務むに携たずさわったあの地へ。




「──アロタニアへ！」





《超越者の眼力》　非オーヴァードに言うことをきかせるエフェクト。









◆Middle04◆歩んできた、道

Scene Player ── 瑠璃




　ユーラシア大陸、北の果て。

　欧おう州しゆうとロシアの境さかい目めにある小国、アロタニア。

　数ヶ月前、瑠璃たちはこの国で「土地が動き、地形が変わる」という異い変へんを解決した。

　そして今。この氷の国では、かつて以上の異変が巻まき起おこっていた──。




ＧＭ：では次のシーンだ。アロタニアに来たところからスタートだね。全員登場で。

ラハブ：うう、また寒いところに……！

瑠璃：アロタニアは今どうなっているんだろう。

ＧＭ：あ、ひどいことになってるよ（さらりと）。

一同：ええええええええええええええっ!?

ＧＭ：上空からわかるので演出しよう。今、アロタニアは土つち塊くれでできた巨きよ人じんたちが闊かつ歩ぽしている状態だ。巨人といっても、それぞれ数百メートルはあるような連中だけどね。……巨人たちはみな、体のあちこちから白金色の水を滴したたらせている。

瑠璃：やはり、ルサールカ！

ＧＭ：巨人は目的もなく、ただ歩き、あちこちを破は壊かいしてはまた土に戻っていく。だが直後に次の巨人が現れ──という状じよう況きようだね。人にも多くの被害が出ているだろう。

ハウント：以前と同じ……いや、それ以上か。

ＧＭ：そして上空から見るとひときわ目立つのが白金色に輝かがやく湖みずうみ。キミたちがルサールカと決着をつけたあの湖だね。……湖には光の手が無数にまとわりついている。

志津香：ガイアの手！

ラハブ：破壊したはずの遺い産さんを蘇よみがえらせ、なおかつ暴ぼう走そうさせているというわけですか。なんともたちの悪い。

瑠璃：キョウ！　あの湖まで直接飛べるか！

ＧＭ：「うむ、任まかせておけい！　──アンナ！」「承しよう知ちでございます当主様！」




　無む秩ちつ序じよに動く巨人たちの間をくぐり抜ぬけ、ヘリは飛ぶ。

　そして白金の湖上空に差さし掛かかった時──。




瑠璃：飛ぶぞ！




　ナイトフォールが飛んだ。




瑠璃：標ひよう的てきはあの光の手だ！　各員、攻こう撃げき開始！

一同：了解！

ＧＭ：光の手……ガイアの腕うでは邪じや魔ま者ものに反はん応のうして迎げい撃げき態たい勢せいを取る！　破壊したければダメージを全員で[image: ]点出してもらおう。１ラウンドで破壊できなければ、こちらが攻撃する。

瑠璃：容易い！




　銀ぎん狼ろうの牙きばが、魔ま人じんの炎ほのおが、放たれた亡ぼう霊れいが、煌きらめく星が走る。

　果たして、瑠璃が叫さけんだ通り。ルサールカを縛しばる手はあっさりと打うち砕くだかれた。




瑠璃：楽勝！

ＧＭ：……いや、わかってた、わかってたけどな。[image: ]点って、結けつ構こうすごいんだぞ。

ラハブ：そのぶん我々も成長したということですよ（笑）。

ＧＭ：昔のボスとか瞬しゆん殺さつだな、もう（笑）。……さて、ガイアの腕を砕くだくとアロタニア中で蠢うごめいていた巨人が土に戻るよ。

ハウント：一安心か。いや、国へのダメージは計り知れないだろうが。

志津香：それは後で考えるとしましょう。

瑠璃：改めて湖に近づく。

ラハブ：…………。

瑠璃：…………スエミ。




　絞しぼり出だすように、瑠璃はその名を口にする。

　救えなかったのではない。救わなかった少女。瑠璃にとっての罪つみの象しよう徴ちよう。

「答えてくれ、スエミ……」

　血を吐はくような問いかけに、白金色の湖が優やさしく光った。




ＧＭ：先さき程ほどまで苦しんでいるかのように明めい滅めつしていた湖は、静かに収まる。そして瑠璃の声に応こたえて、白いレインコートを着た少女の幻げん影えいが現れるよ。「……姉ちゃん……」

瑠璃：スエミ……。

ＧＭ：彼女は瑠璃の顔を見て、少し笑う。「また、会えたね。姉ちゃん」
















瑠璃：ああ。……会えると、思っていなかった。

ＧＭ：「あたしも」と笑うスエミ。「変なことで、戻って来ちゃった」

瑠璃：スエミ、お前は……その、蘇よみがえってきたのか？

ＧＭ：スエミは残念ながら首を振る。「違うよ、姉ちゃん。今のあたしはガイアに吸収されるためだけに、この星が再さい生せいさせただけ。それが終われば、また消えちゃう」

瑠璃：そう、か……。

ハウント：スエミ、キミはそれがわかるのか？

ＧＭ：「うん、わかるよ。ガイアと繫つながってるから、いろんなことがわかるんだ。……姉ちゃんたちの状況も知っているよ」

志津香：そんなことまで……。

ラハブ：ならばスエミ。我われ々われが頼たのみたいこともわかりますか？

ＧＭ：「うん。みんなに連れん絡らくが取りたいんでしょ？　──できるよ、今のあたしなら」

瑠璃：………………本当なら、そんなことはさせたくない。

志津香：瑠璃さん？

瑠璃：あたしはスエミが遺産であることを否定した。スエミを、子供たちを、本当ならば道具として使いたくはない。でも、今は──。

ＧＭ：「いいんだよ、姉ちゃん」スエミはその手で瑠璃の頰ほおを撫なでる。幻まぼろしだから、触ふれた感かん触しよくは無いけれど。「あたしは、いやあたしたちは自分たちの意い志しで姉ちゃんに力を貸かしたいんだ。……あたしたちのために、泣いてくれたから」

瑠璃：スエミ……。

ＧＭ：彼女はにかっと笑う。「あたしたちがいられるのは数日！　それを好きな人のために使えるなんて、しあわせだよ！」

瑠璃：そうか。……うん、ありがとうスエミ。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ！　今なら水を通じて世界の裏うらだって連絡が取れるよ。カネモチの兄ちゃんには不完全だったけど、あの光る手が無くなったからちゃーんとやりとりさせられる」

ハウント：フッ、ずいぶんと知識も得たようだな。それもガイアの影えい響きようか？

ＧＭ：「へへ、そうかも。さっきまで姉ちゃんのこととか、今の星のこととか、ぐるんぐるん頭の中に入ってきてたから」

ラハブ：なるほど、それは暴走してもおかしくないですねぇ。

志津香：他の遺産も止めませんと。

瑠璃：（うなずいて）……スエミ、頼たのむ。

ＧＭ：「うん！　まずはどこに？」

瑠璃：日本のテレーズさんに連絡を取りたい。できるか？

ＧＭ：「ちょっと待ってね……。ん、わかった、繫つなげられるよ」

瑠璃：頼む。




　湖の水面、その一部が変化する。

　映し出されたのはナイトフォールのセーフハウスだ。




ＧＭ：聞こえてくるのは戦せん闘とう音おんだ。スエミが「姉ちゃん！　呼よびかけて！」と。

瑠璃：（うなずき）テレーズさん。テレーズさん！　応おう答とうしてください！

ＧＭ：瑠璃がしばらく呼びかけると、「え、なに、これは？」とテレーズが現れる。瑠璃の顔を見て、「瑠璃！」と。

瑠璃：テレーズさん。無事でしたか。

ＧＭ：「無事とは言えないわ。今まさに戦闘中よ。……イザベラががんばってくれているけれど」と彼女の顔には焦あせりの色が濃こい。「瑠璃、これはなに？　何をしているの？」

瑠璃：その辺は手早く説明しよう。──というわけで現在アロタニアから、スエミの協力を得て連絡をしています。そちらの状況は？

ＧＭ：「最悪ね」とテレーズは眉まゆを寄よせる。「私は日本支部からの移動中に襲おそわれたわ。相手はヴィラカーラの手の者。イザベラがいなかったら、命が無かったかもしれない。なんとかセーフハウスに駆かけ込こんだものの、そのまま攻撃を受け続けて今に至いたる、ってところね」

ハウント：イザベラは？

ＧＭ：「二十時間戦い続けてる」テレーズは首を振る。「本来関係の無い彼女を巻まきこんでいること、謝あやまるわ。ハウント」

ハウント：彼女には彼女の判はん断だんで動くように伝えている。イザベラが尽じん力りよくしているのであれば、それはあなたが護まもる価か値ちのある人物であるということだ。謝る必要はない。

ＧＭ：「助かるわ」と言ってからテレーズは瑠璃に目を戻もどす。「それからは、あの愚ぐにもつかないデマを聞いたくらいよ。……それで、用よう件けんは？」

瑠璃：現在、ＵＧＮは奇き襲しゆうと通つう信しん遮しや断だんによって完全に分ぶん裂れつ状じよう態たいにあります。ですが、スエミの力を借りればこの危き機きを脱だつすることもできる。その先頭に立ってもらえませんか？

ＧＭ：「私が？」

瑠璃：中枢評議員のテレーズさんが立ち上がれば、全世界のＵＧＮもまた息を吹ふき返かえします。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：テレーズさん？

ＧＭ：しばらく、テレーズは考える。「ダメね、間に合わないわ」

志津香：えっ？

ＧＭ：「〝聖杯発動から七日間〟がタイムリミットだとするならば間に合わないわ。私が陣じん頭とう指し揮きを執とるには、今の状況を解決してアロタニアに向かわなければならない。そこからＵＧＮを復ふつ帰きさせ、遺産の暴走を止める。……どう考えても一日足りないわ」

ラハブ：彼女をアロタニアに連れてくるまでの一日。これが致ち命めい的てきというわけですか……。

瑠璃：ですが──！

ＧＭ：「瑠璃」




　テレーズの青い瞳ひとみが瑠璃を見み据すえる。

「あなたがやるのよ」




瑠璃：……えっ？

ＧＭ：「私ではなく、あなたがＵＧＮの指揮を執るの。この事態を解決するにはそれしかないわ」……テレーズは真しん剣けんだ。

瑠璃：でっ、でも、あたしは！

ＧＭ：「情報操作ならば気にしないで。あれで踊おどらされるのは末まつ端たんのものたちだけよ」

瑠璃：そ、それはそうなのかもしれないですが……。

ラハブ：どうしたのです、ルリ。

志津香：確かに重い任務ではありますが……。

ハウント：ふむ。

瑠璃：──自信が、ないんです。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：あたしひとりで無茶をやるなら、なんでもやれます。ナイトフォールのメンバーの命を預あずかることもできます。ですが、ＵＧＮ全員の命を背せ負おうのは……。

ハウント：なるほど、〝命の責任〟か。

志津香：犠ぎ牲せいを出す怖こわさですか……。

ラハブ：しかしルリ、あなたはかつて〝万を助けるならば、千を犠牲にすることもいとわぬ〟と言い放ったではないですか。

瑠璃：わかってる。その言葉が、今こそ必要だってことはわかってるんだけど……。

ＧＭ：テレーズはため息をつく。「あの時よりも、あなたは人間らしくなってしまったということなのでしょうね」

瑠璃：…………。

志津香：しかし、瑠璃さん！　やらなければ破は滅めつしか待っていませんのよ!?

瑠璃：う──！




　瑠璃の言葉が止まる。

　やらなければならない。だが十万の命を預かるという、その一言が出ない。




瑠璃：あ、あたしは──。

ＧＭ：ならばその時。割わって入る声がある。「──その話、俺おれたちは乗るぜ！」

瑠璃：えっ？




　水鏡に映し出されるのは豪ごう快かいに笑う傷きずだらけの大男。熊くまを思わせる迫はく力りよくと愛あい嬌きようを持ち合わせた彼の名は、その体の通り〝銀熊〟。ＵＧＮ北ほく欧おう支し部ぶ長ちようである。




ＧＭ：「景気の悪いことを言うなよ嬢じようちゃん！　一回肩を並ならべたアンタの指示になら従したがえる。なんでも言ってくれ！」

瑠璃：ぎ、銀熊さん……？

ＧＭ：割わり込こむのは銀熊だけじゃない。




「──こちら地中海支部、パックス・ロマーナ号。エージェントのラヴィドだ。どうやらナイトフォールに繫がっていると見て間ま違ちがいないな？」

　一いち分ぶの隙すきもなく軍服を着こなし、ベレー帽ぼうを乗せた女性は、同じく完かん璧ぺきな敬けい礼れいをする。

「ナイトフォール、先日の作戦では世話になった。地中海支部総そう員いん[image: ]名、貴き官かんらの指揮下に入ることに異い存ぞんはない」

　続いて映るはターバンの下から鋭するどい視し線せんを向ける、中東のエージェント。

「ナイトフォール！　こちら中東支部！　我々とて異存はない！　──バベルの塔とうを破壊したキミたちなら、この苦境を脱する道を見つけてくれると信じている」




ハウント：ほう、これは……。

ＧＭ：次々と届とどけられる各地の報告。そのほとんどがナイトフォールと直ちよく接せつ的てき、間かん接せつ的てきに関わったものたちだ。中には「アンタに直接会ったことはないが、カルディナ隊長には世話になった。あの婆ばあさんに負けない指揮を執ってくれよ！」などと言うものもいる。

ラハブ：これはこれは、大だい盛せい況きようではないですか。……スエミ、アナタがやったのですか？

ＧＭ：スエミは笑ってうなずく。「みんな、姉ちゃんの声を聞きたがってた気がしたから」

志津香：ナイスフォローですわ！

ＧＭ：そして、画面は静かな雰ふん囲い気きの男を映うつす。キミたちは彼の顔を知っている。日本支部長、霧谷雄吾きりたに・ゆうごだ。彼は言う。「日本支部長、霧谷雄吾です。我々もナイトフォールに指揮を任まかせることに異存はありません。……その上で、ひとつ」と瑠璃を見る。

瑠璃：はい。

ＧＭ：「私はあなたたちの活かつ躍やくを伝聞でしか知りません。そんな私ですら、あなたたちが今まで幾いく度どとなく世界を護まもってきたことを知っています。ナイトフォールが、その三日月があったからこそ、日にち常じようは今の形を保たもっているのだと」

瑠璃：…………。

ＧＭ：「強羅瑠璃さん。あなたはナイトフォールという名が持つ力を、あなたの力を、もっと信じていい。あなたの足あし跡あとは、これだけの人を惹ひきつけているのですから」

瑠璃：……。

ＧＭ：そしてテレーズが最後に言う。「瑠璃。今ＵＧＮは未み曾ぞ有うの危機にあるわ。この分ぶん断だんされた状況を立て直すには、まとめ役が必要よ。……かつてカルディナ・サレスという女じよ傑けつがその背せ中なかで皆を引ひっ張ぱっていたように」

瑠璃：（黙だまってうなずく）

ＧＭ：「瑠璃。──世界を護って」

瑠璃：…………。




　拳こぶしを握にぎる。

　そうでなければ、皆みなの温かさに涙なみだがこぼれそうだったから。

　水面には世界中で戦う同どう胞ほうの姿すがた。背後には共に死線を越えてきた仲間の視線。

　すべてを受け止め、瑠璃は口を開く。




瑠璃：わかりました、ＵＧＮの指し揮き権けん。預あずかります。

ＧＭ：「頼んだわよ」とテレーズ。スエミも、そしてデイズの面々もほっとした表ひよう情じようだ。

志津香：わたくしもですわ。

ラハブ：ですが、ここからが正念場ですねぇ。通信はともかく、事態はそうとう厄やつ介かいですよ。

ハウント：ああ。……瑠璃、最初の仕事だ。

瑠璃：（うなずいて）──この通信を聞いている、全員に告ぐ。




　瑠璃の一言に、すべての声が止まる。




瑠璃：我々は今まさに死地にある。遺産の暴走、通信の断だん絶ぜつ、敵てきの奇き襲しゆう。どれもが大きな傷となり、日常を打うち破やぶらんとしている。

ＧＭ：しん、とすべてのものが瑠璃の言葉を聞く。

瑠璃：危機の今こそ、我らは本来の役目を果たすときだ。──奮ふるい立たて、世界の守護者ユニバーサルガーデイアンたち!!　その先頭はこのあたし、強羅瑠璃が受け持った！

ＧＭ：瑠璃の言葉に、銀熊が吠ほえる！「我ら、三日月ナイトフオールと共に！」




「我ら、三日月と共に！」




瑠璃：行くぞＵＧＮ！　反はん撃げきの時だ！




　守しゆ護ご者しやたちの雄お叫たけびをのろしとし、ここにＵＧＮの逆ぎやく襲しゆうが始まった。







◆Middle05◆世界を護まもれ！

Scene Player ── ラハブ




　瑠る璃りの檄げきにより、かろうじて気力を取とり戻もどしたＵＧＮ。

　だが依然として状じよう況きようは悪い。

　瑠璃たちの作戦は、まず情じよう報ほうを集めるところから始まった。




ＧＭ：では次のシーン……に行く前に。ここからのシーン進行を説明しよう（机つくえの上にシートを広げる）。

ラハブ：おおお、世界地図！

志津香：なにやらいろいろと書かき込こまれてますわね……！

ハウント：察するにＵＧＮや遺い産さんの現げん状じようかな。




　読者の皆みなさんは次の図をご覧らんいただきたい。



















ＧＭ：ハウントの言うとおり、これが今の状況だ。各ＵＧＮの報ほう告こく、スエミの調ちよう査さなどを駆く使ししてわかったのがこの状じよう態たいだと思って欲ほしい。

瑠璃：やっぱり日本にポイントが多いな。

志津香：ＵＧＮ支し部ぶ、セーフハウス……、強ごう羅ら家けなんていうのもありますの!?

瑠璃：な、なにがあるんだろう……。

ハウント：その他には北ほく欧おう支部、地中海支部、中国支部など。遺い産さんがバベルの塔とう、フリムファクシ、黄金のリンゴか。……全十ポイント。多いな。

ＧＭ：このポイントが、「至し急きゆうの支し援えんが必要、ないしは暴ぼう走そうしている遺産を止める必要がある」地点。みんなにはこれを解かい決けつしてもらう。

ラハブ：まさしく世界規き模ぼの戦いですな。

志津香：遺産のところに書いてある「戦せん力りよく値ち」っていうのはなんですの？

ＧＭ：このミニゲームに使用する特別なポイントだ。具体的にはＵＧＮの力を指す。一定の戦力値が無いと、その遺産に近づけないんだ。

ラハブ：むう、我われ々われだけで解決はできないわけですか。

ＧＭ：もともとバベルだって黄金のリンゴだって、ＵＧＮのフォローはあったんだよ。でも今はその戦力すら出せないから、全体を復ふつ旧きゆうさせる必要があるんだ。……戦力値は各地のＵＧＮ支部を助けると上じよう昇しようする。

ラハブ：バベルの塔は20ですから、少なくとも戦力値を20稼かせいでからじゃないと突とつ入にゆうできないわけですね。

ＧＭ：そういうこと。また、戦力値はミニゲーム中のあらゆる判はん定ていを有利にする。戦力値の十分の一だけ、あらゆる達たつ成せい値ちが上昇する。

志津香：それはありがたい！

ＧＭ：そして重要なルールはあとふたつ。……ひとつ、このミニゲーム中は１シーンを一日として計算する。

瑠璃：ぐ……！　あたしたちに残されている日数は？

志津香：（メモを見て）あと四日。いえ、ソロモンと決着を付けることを考えるとあと三日で遺産を止めなければいけませんわ。

ハウント：その後レオンハルトと対たい峙じして、ソロモンを止める術すべを見つけるわけか。……これは大仕事だな。

ラハブ：しかしやるしかない。そうでしょう？

瑠璃：（うなずく）

ＧＭ：そう、時間的な制せい限げんは厳きびしい。……だがキミたちだけで戦うわけではないのだ。

瑠璃：？

ＧＭ：というわけで、ナイトフォールに協力してくれるＮＰＣをこの通りカード化した！　これが初期メンバーである、デイズパーティのカードだ！

一同：おおおおおおおおおおおおっ！



















ラハブ：おお、いいですねこういうの！　大好きです！

ハウント：（カードを見つつ）さすがは鷺乃宮キョウだな。効果ふたつか。

瑠璃：主人公だなー（笑）。

志津香：ちょっ、《会長はかわいい》ってどういう能のう力りよくですの！（笑）

ＧＭ：そうとしか言いようがないじゃないか（笑）。……というわけで、各地を巡めぐるとこういったＮＰＣカードを手に入れることがある。

瑠璃：なるほど、これは希望が持てる！

ＧＭ：なお、ＮＰＣカードは「誰だれがどのＮＰＣカードを持っていくか」を決めてね。持っていった人がその効果を使えるので。

志津香：そうですわね。こうなると分ぶん割かつ行動が基き本ほんになりますものね。

ＧＭ：そうそう。だから最初に情じよう報ほう収しゆう集しゆう[image: ]実働という流れになる。ミニゲームのルールをまとめるとこんな感じね。




・シーンの冒ぼう頭とうに情報収集を行う。成功すればそのポイントでどんな能力を求められるかがわかる。情報収集はひとり一回。《インスピレーション》は行動消費せずに自動成功。

・ＵＧＮの拠きよ点てんを解かい放ほうすると戦力値が上じよう昇しようする。戦力値はその十分の一の値だけ、すべての判定を上昇させる。

・遺産に乗のり込こむには、一定以上の戦力値が必要。

・各地でＮＰＣカードが手に入ることがある。ＮＰＣカードはそのＮＰＣと共に行動しているキャラクターが使用できる。




ＧＭ：わかったかな？

一同：はーい。

ＧＭ：では最初の情報収集から行こうか。

志津香：まずは……やっぱり日本でしょうか。

ハウント：賛さん成せいだ。日本にはテレーズやイザベラをはじめ、我々の味方が多い。

ラハブ：強羅家も気になりますしねぇ。

瑠璃：うん。このシーンは日本を重点的に解決しよう。




　瑠璃の方ほう針しんに従したがい、ナイトフォールの面々は日本支部、セーフハウス、強羅家を調査する。




志津香：日本支部はマスターレイスたちに攻せめ込こまれ中。内部戦力は遺産暴ぼう走そうを抑おさえる方に回され劣れつ勢せい……ですか。

ＧＭ：そう。行けばマスターレイスとの戦せん闘とうが待ってるよ。……まあ、「マスターレイス」っていう１グループ扱あつかいだけど。

瑠璃：ここで五人の強力なオーヴァードとまともに戦うなんて冗じよう談だんじゃない（笑）。

ＧＭ：そうだよね（笑）。グループ化してる他の理由もあるんだけど、それは後でいいや。

ハウント：セーフハウスはイザベラがひとりで奮ふん戦せん中。問題は彼かの女じよの限げん界かいが近いことだ。

ラハブ：いかに妖よう精せいの姫ひめ君ぎみとて、ひとりでは限界がありますか……。

瑠璃：早く助けに行かないと。

ＧＭ：ここでは〈知覚〉の判定が必要になるよ。敵てきを撃げき破はするより、こっそり彼女たちを脱だつ出しゆつさせるイメージだ。

ハウント：イザベラの戦せん闘とう形けい態たいは目立つからな。それを囮おとりに裏うらをかくというところか。

ＧＭ：なお難なん易い度どは20。

志津香：高い！　高いですわ！

ハウント：それは……《妖よう精せいの手》があればなんとか、か？

ＧＭ：凛々花が「援えん助じよだったら、わたしも手助けできると思う」と言う。

志津香：そうか！　今は凛々花がいる！

ハウント：なるほど、心強いな。

瑠璃：そして強羅家。やっぱりあたしの両親を狙ねらっている敵がいたか。

ＧＭ：瑠璃の出自を知ってるヤツもいるんでね。で、ここはルイがひとりで護まもっている。

瑠璃：ルイ、ありがとう……！

ＧＭ：彼女は日本支部が異い変へんに巻まきこまれた時に、まず瑠璃の両親のことを考えてひとりでここに来た。ルイは敵をよせつけていないが、保ほ護ごをする場所がないのでそのままという状態だ。なので誰だれかが行けば自動的にクリアとなる。

ラハブ：侵しん蝕しよく率りつが厳きびしいワタシにはありがたいですねぇ。

瑠璃：ルイがいなかったらどうなっていたことか……。

ＧＭ：というわけで情報収集は以上だ。さて、誰がどこに行く？

一同：うーん……。




　相談の結果、日本支部救きゆう援えんには瑠璃、志津香がキョウ、斗月、会長を伴ともなって。セーフハウスにはハウントと凛々花のコンビ、強羅家へはラハブが単たん独どくで向かうこととなった。




ＧＭ：「凛々花は向こうに行くのか……」とキョウくんは寂さびしそうだ。

瑠璃：（重々しい声で）鷺乃宮キョウ。今は自分の指し揮き下だ。従したがって欲しい。

ＧＭ：「う、うう、だがのう……」

瑠璃：少しぐらい我が慢まんしろ！　信しん頼らいしあって、告白しあった仲だろお前らは！　少しくらい離はなれても大だい丈じよう夫ぶだろお前ら！（笑）

志津香：ちょっ、瑠璃さん！（笑）

ハウント：それが本音か……（笑）。

ラハブ：しまった、青春ショックが再ふたたび！　ドクター！　ドクター！（笑）

ＧＭ：まだ残ってたのか、青春ショック……（笑）。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて青春ショックも治おさまったことだし（笑）。それぞれの地点を演えん出しゆつしようか。

一同：はーい（笑）。

ＧＭ：最初に、簡かん単たんに解決するラハブから行こうか。

志津香：行けば解決とのことでしたわね。

ＧＭ：うん、だから──。

ラハブ：（唐とう突とつに）そこまでです！　マスターキッドナッパー！　それ以上はこのワタシがやらせません！

ＧＭ：…………え？




　────誰？




ラハブ：上空から炎ほのおの球として現あらわれるワタシ！　空飛ぶ円えん盤ばんを縦たてに撃うち抜ぬく！　爆ばく発はつ！　撃げき破は！　どかーん！　ずどーん！（笑）

瑠璃：え、円盤!?

ラハブ：中から現れる身長三メートルの空飛ぶ宇う宙ちゆう人じん！　怪かい光こう線せんをくぐり抜ぬけて火か球きゆう炸さく裂れつ！　表皮が焼き尽つくされ、中から出てくるのは美しい金星人！（宇宙人になって）「殺しなさい、こんな醜みにくい姿すがたをさらすなど生きている価か値ちは無い！」（ラハブに戻もどって）「醜い？　何を言うんですか。アナタは美しい」「え……っ？」　だが手を差さし伸のべた時、彼女の顔が一変する！「馬ば鹿かめ！」なんということだ、金星人の中から火星人だと!?　だがワタシの炎はすべてを焼き尽つくす！　そしてやはり現れたか！　グレイ型宇宙人！

ハウント：おい、どこまで続くんだ（笑）。

ラハブ：死し闘とう！　激げき闘とう！　そして愛！「これで終わったと思うなよ人間！　我々はアキラメヌ……！」

ＧＭ：…………。

ラハブ：ふう。

一同：…………。

ラハブ：（かっこいい笑顔で）──さ、大丈夫ですかルイ。

一同：さらっと元にもどすなあああああああああああああああああああっ!!（笑）




　全員一いつ斉せいのツッコミであった。




ＧＭ：今のなんだよ！　なんで宇宙人と戦ってるんだよ！（笑）

ラハブ：ほら、ルリの両親を誘ゆう拐かいするらしいから、マスターキッドナッパーとかそういう敵かなと。誘拐と言えば宇宙人じゃないですか。

瑠璃：どんな理り屈くつなの！（笑）

志津香：そ、それにそれはアブダクションですわ……（突つっ伏ぷしつつ）。

ラハブ：あ！

ＧＭ：な、なに？

ラハブ：そういやアイツ、ＦＨでも何でもなかった……（笑）。

ＧＭ：どうでもいいわあああああああああああああっ!!　それにお前、人間がどうとか言ってたけど、ラハブは人間じゃないだろ！（笑）

ラハブ：ほ、本当だー！　まったく話がかみ合ってない！（笑）

ＧＭ：あー、今のは無しで……。

ラハブ：え!?　無いの!?

ＧＭ：あるわけ、ねえだろっ！（笑）

ラハブ：人知れず宇宙からの侵しん略りやく者しやを、ワタシが倒たおしたんじゃないのこのシーン！（笑）

ＧＭ：…………あのな、天。

ラハブ：なに？

ＧＭ：百歩譲ゆずって、マスターキッドナッパーと、マスターアブダクターが瑠璃の両親を狙っていたとしよう。

ラハブ：うん。

ＧＭ：そいつらは！　宇宙人じゃ！　ないから！（笑）

ラハブ：ですよねー！（笑）

ＧＭ：まあ、どんな敵だったかはもういいや（笑）。ではラハブが駆かけつけると、ルイが「ラハブ……？」と言う。彼女は戦い続けていたせいか、だいぶ疲ひ労ろうが見えるね。「無事、だったのか。瑠璃は……？」

ラハブ：ええ、我々全員無事でしたよ。……あの恐おそるべき敵相手に、よく頑がん張ばりましたね。

ＧＭ：え、あ……。

ラハブ：あの恐るべき敵に！（笑）

ＧＭ：うるさいな！（笑）ルイは言うよ。「お前が来たのならば助かる。瑠璃の両親を、保護してくれ」

ラハブ：アナタが行けばいいではないですか。

ＧＭ：「あたしは……一度あの人たちを狙った。合わせる、顔が無い」

ラハブ：ふうむ。

瑠璃：あっ！　ルイに手紙を託たくしていてもいいかな？

ＧＭ：お、いいよ。

瑠璃：至し極ごく簡単に。「両親を、頼たのむ」とだけ書いたものをラハブに渡わたしていたということで。

ラハブ：ではそれを差し出しつつ言いましょう。……色気も何も無い文章です。だがそれ故ゆえに気持ちは伝わるのでは？
















ＧＭ：「瑠璃……」と手紙を握にぎりしめる。

ラハブ：行ってきなさい。大だい丈じよう夫ぶ、強羅夫ふ妻さいは獣けものと化したルリを見ても、なお彼女を受け入れている方々です。

ＧＭ：こくり、とうなずいてルイは強羅家へと走る。

ラハブ：むふー、こう、なんというかいいですね。

瑠璃：なにが？

ラハブ：ルリと同じ顔をした人間に対して、こんなにも上から目線で接せつすることができるという事実がですよ！　まさに今、ワタシの絶ぜつ頂ちよう期きです！（笑）

瑠璃：ラハァブ！（笑）

ＧＭ：じゃあこの辺で強羅家のイベント終えようか（笑）。最後まで爆ばく笑しようシーンだった。

ハウント：天くんの好きにできるフィールドが広がっていたからだな（笑）。

ＧＭ：いやまったく（笑）。……というわけで強羅家をクリアして、瑠璃の両親はアロタニアへ保護。またＮＰＣカードとしてルイをゲットしたよ。
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瑠璃：（カードを確認して）オートアクションで宣せん言げんされたエフェクトの効果打ち消し！

志津香：うわ、強い！

ＧＭ：あくまでオートアクション限げん定ていだけどね。

ハウント：これは、ルイを連れて日本支部に行く手もあったな。

瑠璃：うん、まあ仕方がない……。

ＧＭ：というわけで強羅家は終わり。次はセーフハウスの方に行こうか。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではセーフハウスだ。山間にある屋や敷しきを中心に、戦いが繰くり広ひろげられている。銃じゆう声せいは響ひびきっぱなし、あちこちで煙けむりが上がり、屋敷では巨きよ大だいな騎き士しが駆く動どうを続けている。

ラハブ：イザベラ、もう何日戦っているのでしょう。

ＧＭ：二日くらいかな。《ワーディング》も張はりっぱなしだ。

志津香：彼女でなければ保もっていませんわね……。

ハウント：だがイザベラとて無む限げんに体力があるわけではない。まずは退たい避ひルートを確かく保ほする。……凛々花くんに助力をお願いしよう。ＮＰＣカードを使う。

ＧＭ：「わかりました」と凛々花が目を閉とじて集中する。「花よ、わたしたちに道を……」と彼女が祈いのると、ひらひらと白い花びらがハウントを誘ゆう導どうする。

ハウント：これで達成値＋10。私は《地じ獄ごく耳みみ》を使用して……ダイス目が９、技ぎ能のうが１レベル。よし、ぴったり20だ。

志津香：やった！

ＧＭ：では退たい路ろが見えた。サポートしている鷺乃宮メイド軍ぐん団だんのひとりが言う。「このルートは十五分のみ有ゆう効こうです。お気を付けて」

ハウント：ありがとう、十分だ。──行くぞ。




　薄うす暗ぐらい森の中を、ハウントが走る。不ふ可か視しの亡ぼう霊れいを伴って。




ＧＭ：セーフハウス付近は、完全に戦場になっているね。立ちはだかっているのは鋼はがねの巨きよ人じん。幾いく人にんもの敵エージェントが倒たおれており、だがそれ以上の敵に囲まれている。拳けん銃じゆう程てい度どでは傷きずもつかないイザベラだが、相手はついに対戦車兵器を持ち出してきた、というところだ。

ハウント：ＲＰＧあたりか。……では敵の後ろから侵しん入にゆうし、兵器を構かまえている連中を亡霊で縛しばろう。そして拳銃でとどめを刺さす。

ＧＭ：鈍にぶいうめき声と共に敵は倒れる。すると鋼の巨人が「ハウント様！」と声を。

ハウント：無事のようだな、イザベラ。私がレディたちの救出を任まかされた。

ＧＭ：ハウントの出しゆつ現げんに一いつ瞬しゆんひるむ敵。その隙すきを逃のがさず、イザベラがその剣けんで彼らを一いつ掃そうする。そして彼女は元の姿になり、ハウントの前に跪ひざまずくとこう言う。「ご無事で何よりです。お手を煩わずらわせ、申もうし訳わけありません……」

ハウント：そんなことはない。お前がテレーズ評ひよう議ぎ員いんを護っていてくれたからこそ、我々は打開できるのだ。……それに。

ＧＭ：「？」

ハウント：お前が無事で何よりだ。

ＧＭ：「──はい！」

ハウント：テレーズたちは無事か？

ＧＭ：「逃のがした敵は彼女の護ご衛えいであるＡアニマルオーヴァード……、ミミズクのサジェス氏が対たい応おうしていました。傷はありません」

ハウント：よくやった。──脱出するぞ！

ＧＭ：「はい！」……というわけで、ハウントは見事イザベラ、そしてテレーズを助け出した。これは彼女たちのＮＰＣカードね。
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ハウント：さすがはイザベラ。ダメージ無む効こうか。

[image: ]

瑠璃：テレーズさんはエフェクトの使用回数を回かい復ふくかあ！

ＧＭ：回復できるエフェクトはひとりひとつだけだからそこを注意ねー。では次のポイントに行こうか。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではこの日最後のポイントだ。……日本支部。

瑠璃：さて、出番だな。

志津香：マスターレイスとの対決ですわね。武む者しや震ぶるいがしますわ……。

ＧＭ：さっきも言ったけど、日本支部は混こん乱らんの極みだ。ＦＨの襲しゆう撃げきはマスターレイスのみ。だが地下で暴走している遺産がその迎げい撃げきを妨さまたげる。

ハウント：精せい鋭えい揃ぞろいの日本支部とはいえ、対応しきれないか。

ＧＭ：精鋭も全員が日本支部にいるわけじゃないからね。通つう常じようだと各地から戻ってくるべきエージェントたちは、連れん絡らく障しよう害がいや《ディメンジョンゲート》封ふうじによって行動ができない。……それでも未だ陥かん落らくしてない日本支部が逆ぎやくにすごいんだけど。

ラハブ：確たしかに。

瑠璃：あたしたちがマスターレイスを撃げき退たいすれば、日本支部は機き能のうを取とり戻もどす。……やることは単たん純じゆんだ。行こう、志津香さん！

志津香：お任まかせください！　鷺乃宮の方々もお願いいたしますわ！

ＧＭ：「うむ、頼たよりにするがいい！　金ならあるぞ！」「会長出しゆつ陣じん～」「……ム」

ハウント：本当に、我々とは温度が違ちがうな彼らは（笑）。

ラハブ：ま、そこがいいところですよ（笑）。

ＧＭ：というわけで、瑠璃たちはマスターレイスたちが暴あばれているところに降おり立たつ。すると、まず「あぁ!?」と精せい一いつ杯ぱいに顔を歪ゆがめて振ふり返かえる少年がひとり。

ラハブ：ヨハンくん……。

ＧＭ：その通り、ヨハン・Ｃ・コードウェル。マスターレイスのひとりだ。

瑠璃：狂きよう犬けんか……。

ＧＭ：瑠璃のつぶやきに、隣となりの眼鏡めがねをかけた少年が反はん応のうする。「──強羅瑠璃、ナイトフォールの隊長」

瑠璃：あたしを知っているか、マスターレイス。

志津香：知っていてもおかしくありませんわ。彼は黒須左京くろす・さきよう、元ＵＧＮのエージェントです。

ＧＭ：「過か去この話だ。……ここに来たということは日本支部を解放しに来たか」

瑠璃：それ以外の何がある。

志津香：我々の仲間を返していただきますわ！

ＧＭ：「それは……ダメ。お父様の、言いつけだから……」とおずおず言うレリア。「こちらが聞かないことくらいわかるだろうに。お前も可か能のう性せいの無いヤツだ」とシモン。「……どうでもいいわ。ただ静かにして欲しいの」と七里千明。

瑠璃：交こう渉しようなど最初からできると思っていない。……遺い産さん対たい策さく管理局特とく務む部隊、ナイトフォール。行くぞ！

ＧＭ：「ちっ、大たい層そうな名乗りをしやがってよぉ」とヨハンくん。「……オレらもやるか!?」

ラハブ：……だが誰も反応しない（笑）。

ＧＭ：「ま、マスターレイスだコラァ！」（笑）

志津香：ま、まとまってない（笑）。

瑠璃：油ゆ断だんはしないが、ちょっと同どう情じようはするかな（笑）。

ＧＭ：ありがとう（笑）。……では戦せん闘とうだ！　敵はトループ扱いのキャラクター、「マスターレイス」が一体！

ラハブ：おお、データとかどうなっているんだろう。

ＧＭ：シンドロームをウロボロスにして、あちこちのエフェクトをコピーしてるんだ。そのエフェクトひとつひとつがマスターレイスの力ってことで。

ハウント：なるほど。よく考えるな（笑）。
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ＧＭ：ではセットアップから！　こちらの行こう動どう値は20。距きよ離りは５メートル！

瑠璃：《フルパワーアタック》！　ナイトフォールの力を見せてやる！

志津香：こちらは特に無し。あ、先に宣言をしますと今はクリスタルシールドを装そう備びしていますわ。

ＧＭ：ではマスターレイスの行動だ。「行くぞオラ！　行くぞオラ！　行くぜ、行くぜ行くぜオラァ！」とヨハンくんが突とつ撃げきしてくる。それを天然の囮としつつ、左京が雷いかずちを放つ！

ラハブ：それでいいのですかマスターレイス！（笑）

ＧＭ：いいんだよ！（笑）ではマイナーで《原初の青：炎ほのおの加か護ご》。メジャーで《原初の赤：雷の槍やり》＋《混こん色しよくの氾はん濫らん》その他！　範はん囲い攻こう撃げきだ！　……達成値は39！

瑠璃：……あっ、回かい避ひに１足りない！　38で失敗!!

ラハブ：くう、惜おしい！

志津香：ガードですわ！　瑠璃さん、ここはお任せを！

瑠璃：頼む！

ＧＭ：腕うでに炎を纏まとったヨハンくんをかわしたものの、その隙を左京に狙ねらわれたという感じかな。「左京ぉー！　手ぇ出すんじゃねえよ！」とヨハンくんが言う感じ。

ハウント：チームワークがあるんだか、無いんだかわからんな（笑）。

志津香：《マグネットフォース》でカバーリングですわ！　《魔ま人じんの盾たて》と、さらにＮＰＣカード斗月の《藤とう堂どう流りゆう古こ武ぶ術じゆつ》も使用！　双そう星せい展てん開かい！　デイズナイツ両方の盾ですわ！

ＧＭ：ダメージは……68点！

志津香：（計算して）……ふっ、カバーリング分も含ふくめてダメージ30点！　ＨＰは半はん減げんもしていません！

瑠璃：助かる、ふたりとも！

ＧＭ：「……ム。守りは任まかせろ」と斗月。

志津香：このイニシアチブプロセスで《ウェポンマウント》を使用。クリスタルシールドを装備からはずし、ウェポンケースからウォーハンマーを取り出しますわ！　……では攻撃行きます！

ＧＭ：よし、こい！

志津香：マイナーアクションで移い動どう！　エンゲージしつつ、《バリアクラッカー》付きで全力攻撃！　五星連結！　行きますわっ！

瑠璃：行け、志津香さん！

志津香：達成値41！

ＧＭ：千明が前に出て、すっと手をかざす。《原初の緑：幸運の守しゆ護ご》を使用してＲＣで回避！　……うおおお、達成値40で回避失敗！

志津香：あ、あ、あ、あぶないですわ！

ラハブ：さっきからすれすれですねぇ。

ＧＭ：軌き道どうをコントロールされるが、志津香が手元で切きり替かえたとかかな。

志津香：ナイトフォールの根こん性じよう、甘あまく見みないでいただきたいですわ！　ダメージは42点！

ＧＭ：ちっ、いいダメージだ。だがまだまだ倒たおれない。

志津香：さすがはマスターレイスですわね……。

ＧＭ：ここで《加速する刻とき》！　マイナーで《影かげの武ぶ具ぐ：インフィニティウェポン》。《果てなき円えん環かん》で取得した《原初の赤：魔ま弾だんの射しや手しゆ》＋《原初の黒：マスヴィジョン》で打ち出す！　シモンが槍やりを打ち出し、レリアがそれに光を纏まとわせる！

ラハブ：対象は？

ＧＭ：やっぱり瑠璃だね。「隊長を狙ねらう！」とシモンが言う。

志津香：させませんわ！　《マグネットフォース》！




　だがガード系けいの切きり札ふだを使った志津香はこの攻撃には耐たえられず。

《リザレクト》をするはめになる。




瑠璃：こいつら、やっぱり強い……。

ハウント：かつての最強の称しよう号ごう、マスターレイスは伊達だてじゃないか。

志津香：そして瑠璃さん、わたくしはもう切り札を使ってしまいました。侵蝕率が[image: ]％を超こえなければ、まともな攻撃ができません……。

瑠璃：わかった。任せておいて。……あたしの手番！　マイナーアクションで《ハンティングスタイル》＋《破は壊かいの爪つめ》＋《完全獣じゆう化か》＋《剛ごう身しん獣化》！　銀ぎん狼ろうになる！

ＧＭ：来るか……！

瑠璃：そしてメジャーアクションで全力のコンボ！　……達成値40！

ＧＭ：千明が手をかざし、瑠璃を弾はじこうとする！　……ううっ、ダメか。達成値30で失敗。

ハウント：よし。

瑠璃：ＮＰＣカード・鷺乃宮キョウを使う！　キョウ、合わせろ！

ＧＭ：「任せておけい！」と、腕を刃やいばに変えたキョウくんが突撃する。その太陽の紋もん章しようが輝かがやき──！

瑠璃：《神殺し》発動！　９Ｄ＋51点！　……よっし、ぴったり[image: ]点ダメージ！

ＧＭ：ぐううう、こちらのＨＰは[image: ]点。それで０になる。

志津香：やった！

瑠璃：変身を解といて、キョウと拳こぶしを合わせる。……さすがだな。

ＧＭ：「なんの、おぬしもだ！」とキョウくん。マスターレイス組はすぐ体たい勢せいを立て直し、ヨハンが「てめぇら……！」とすごむが、左京に背せ中なかを蹴けられる。

志津香：ん？

ＧＭ：左京はキミたちを睨にらみつつ、ヨハンに言う。「愚おろか者ものが。ここで命を落とすなと言いい含ふくめられていることを忘わすれたか」するとヨハンが、「はっ、父上！」と。

瑠璃：コードウェル博士の指し示じか。

ＧＭ：どうやらそのようだね。ヨハンは盛せい大だいに舌した打うちをしつつ、「決着は次だコラァ!!」と言って撤てつ退たいする。他の連中も次々と逃にげ、しんがりは左京が受け持つ。

志津香：……追いますか、瑠璃さん？

瑠璃：いや、あたしたちの目的は日本支部の解放だ。彼らの撃破じゃない。逃げるならば逃げさせよう。

ＧＭ：コードウェル博士に「無理はするな」と言われていたのだろうね。マスターレイスは大人しくさがるよ。そしてしばらくすると日本支部から人が外に出てくる。そこには霧谷雄吾と、見み慣なれた日本支部のエージェントたちの姿が。

志津香：遺産の暴走、止まったようですわね。

ＧＭ：「ええ」と霧谷がうなずく。「あなたたちのおかげです」

瑠璃：ですがこれで戦いが終わったわけではありません。これからが厳きびしい戦いになります。日本支部にはその協力を。

ＧＭ：「無む論ろん」と霧谷は笑う。「言ったでしょう、日本支部は精鋭揃いです」

瑠璃：頼たのもしい。

ＧＭ：というわけであなたたちの戦力値が20増ふえます。そしてＮＰＣカード・霧谷雄吾が。
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瑠璃：おおおおお！

志津香：ＨＰ回復！　これはうれしい！

ラハブ：さすがのソラリスオーヴァード。志津香には覿てき面めんですねぇ。

志津香：ありがたいですわー！

ＧＭ：そしてさらに、エージェントたちをかきわけてひとりの人ひと影かげが現れる。「おっと、まさかこのアタシを連れていかないとは言わないだろうね？」

瑠璃：え……？

ＧＭ：にやりと笑う人影はカルディナだ。「この事じ態たいだ。だれかバックヤードで指示を飛ばす役が必要なんじゃないのかい？」

瑠璃：た、隊長！　しかし、体は……!?

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶだよ、なぜかねぇ」と胸むねを叩たたく。……どうやらまだ心しん臓ぞうはないようだ。

ハウント：なぜそれで動けているのか、いやそもそも生きていられることが不思議だが。

ＧＭ：瑠璃はわかるけれど、カルディナはどうやら何か心当たりがありそうだ。今はみんながいるから口にできない、という風ふ情ぜいだね。

瑠璃：…………わかりました。隊長、ですが無理はなさらず。

ＧＭ：「ああ、わかっているよ」……というわけでカルディナのカードね。
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ラハブ：《古強者の風ふう格かく》。なるほど達成値常じよう時じ＋２。しかもシーンに出ていなくとも効果があるとは。これは助かりますね。

ハウント：さすがは初代ナイトフォール隊長か。

志津香：ですが体が心配ですわね。

瑠璃：この一件けんが終わったら、すぐに聞こう。すぐに……。

ＧＭ：ではこれで一日目が終しゆう了りよう。シーンを終わろう。





《妖精の手》　領域を動かし、その人物に都合のいい状況を作るオルクスのエフェクト。

《ワーディング》　一般人が入ってこられない空間を作るエフェクト。

《地獄耳》　領域内の物事を知覚するオルクスのイージーエフェクト。

《フルパワーアタック》　力を溜めて攻撃するキュマイラのエフェクト。

《原初の●》　他のシンドロームからエフェクトをコピーするウロボロスのエフェクト。

《炎の加護》　熱を高め、火力を上げるサラマンダーのエフェクト。

《雷の槍》　雷を打ち出すブラックドッグのエフェクト。

《混色の氾濫》　コピーしたエフェクトを大規模に扱うウロボロスのエフェクト。

《マグネットフォース》　電磁力で攻撃からかばうブラックドッグのエフェクト。

《魔人の盾》　斥力を最大限に発揮し、防御するバロールのエフェクト。

《バリアクラッカー》　電磁力で攻撃を貫通させるブラックドッグのエフェクト。

《幸運の守護》　領域を動かし、あたかも幸運で避けたかのように思わせるオルクスのエフェクト。

《インフィニティウェポン》　物体を変形させて武器とするモルフェウスのエフェクト。

《魔弾の射手》　武器を投射するバロールのエフェクト。

《マスヴィジョン》　光を纏わせ、攻撃力を上げるエンジェルハィロゥのエフェクト。









◆Middle06◆世界を護まもれ！　その２

Scene Player ── ハウント




　一日を費やし、日本を解放した瑠璃たち。

　だがまだ状況はよいとは言えない。

　各地のＵＧＮ支部は未だ苦戦を続け、遺産の暴走による被ひ害がいは広まっている。

　──焦あせるな。瑠璃はそう自分に言い聞かせながら、次の一手を考える。




ＧＭ：ではミニゲーム２シーン目。……二日目だ。

ハウント：今日を入れて、残り三日か。正念場だな。

瑠璃：世界の状況は？

ＧＭ：ＵＧＮや遺産暴走に関する情報は変わらない。ただその他にも、気象、地ち殻かくの異い常じようが報告されている。……この星全体に変化が起きている証しよう拠こだ。

ラハブ：ガイアの覚かく醒せい、順調なようですねぇ。

志津香：正直、星レベルの異変となるとＵＧＮですらどうしようもないですわ。致ち命めい的てきなことが起きる前に止めなければ。

瑠璃：（ＧＭに）あたしへの影えい響きようは？

ＧＭ：あるよ。じゃあ少しその演出をしようか。瑠璃への影響は、夢ゆめとして現れている。

瑠璃：夢……。




　夢の中で、瑠璃は万ばん色しよくの闇やみに包まれていた。

　これを見るのは数度目だ。この闇がガイアの一いつ端たんであることはもう理り解かいしている。

　闇は意い志しを持ち、瑠璃にまとわりつく。




ＧＭ：闇から伝わってくるのは、疑ぎ問もんだ。

瑠璃：疑問？

ＧＭ：言葉にすればこうだね。「──汝なんじは、何者か」「我われは、何者か」

ハウント：自じ己この存そん在ざいができつつあるのか……。

瑠璃：……（何かを言おうとして、やめる）。

ラハブ：ルリ？

瑠璃：いや、今はいい。何も言うべきじゃない気がする。

ＧＭ：了りよう解かい。では瑠璃は目が覚める。世界に現げん実じつ味みが薄うすくなった気がするね。

瑠璃：ガイアに侵しん蝕しよくされている証しよう拠こか……。判定にペナルティとかは？

ＧＭ：無いよ。でもこのままいけば、いつかあの闇に食い尽くされる。そんな確かく信しんはある。

瑠璃：了解。……それを止めるためにも、今はＵＧＮを立て直さないと。

志津香：尽じん力りよくしますわ！

ＧＭ：というところで二日目の情報収集……に移うつる前に。

ラハブ：む？

ＧＭ：特定のＮＰＣを助けたから、イベントがあるのだな。

ハウント：おお、そんなものまで！

ＧＭ：というわけで、アロタニアの湖近くに作られた臨りん時じ本部。そこに駆かけ込こんでくるのはルイだ。「瑠璃！」と声を上げて。

瑠璃：ルイ！　お父さんとお母さんを護まもってくれたと聞いた。ありがとう。

ＧＭ：「それは……。あたしが護るべきだと思ったんだ。礼を言われることじゃない」と言ってから首を振ふり、「今はそのことじゃないんだ」と。

瑠璃：なんだ？

ＧＭ：「作戦地図を見た。……何かがおかしいぞ」

ラハブ：おかしい？　……とワタシも出てきましょう。

ＧＭ：「ああ」とルイはうなずく。「今暴走している遺産は、瑠璃に関連した遺産だ。瑠璃に感かん情じようを覚えさせた四つ。そしてあたしが肉体を奪うばってからリンクさせた七つ」

志津香：わたくしも話を聞きつけて来ますわ。……ガイアと瑠璃さんを繫つなげるための現げん象しようですものね。

ハウント：それがどうかしたのかね？　と私も登場だ。

ＧＭ：ルイは全員を見回して言う。「感情に関する四つは日本支部にあった。眼がん球きゆうのルサールカはここに。左手のバベルは中東、下半身の黄金のリンゴと右手の外げ道どう祈き禱とう書しよは北極。胴どう体たいのフリムファクシは上空を駆かけ回まわり、心臓の聖せい杯はいは最初の起動時に吞のみ込こまれた」

瑠璃：（指折り数えて）……ひとつ足りない？

ＧＭ：「そうだ」とルイはうなずく。「頭部にリンクした遺産についての報告がない」

ラハブ：頭部はルイが返してくれたのですねぇ。だからどの遺産かもわからないわけですか。

瑠璃：ルイ、その遺産は？

ＧＭ：「わからない」と首を振ふる。「父様……ソロモンに言われ、レオンハルトに連れられて活かつ性せい化かしただけだから……」

志津香：そうですの……。

ＧＭ：「どこか孤こ島とうらしい場所だったことは覚えているが……」ということで、今回からこの〝最後の遺産〟について情報収集ができるようになるよ。

ハウント：なるほど、そういう仕し掛かけか。

ＧＭ：そういうこと。では改めて情報収集に移うつろうか。

ラハブ：今回からはカルディナも加わり、情報収集も楽になりますね。

瑠璃：指示を出していてくれるだけで心強い。

ＧＭ：テレーズもいるし、日本支部のエージェントも何人か常じよう駐ちゆうしているよ。

瑠璃：百人力だ。……では状況を！

ＧＭ：上がってきている情報によると、中国支部、地中海支部がそろそろ限界とのことだ。

瑠璃：優ゆう先せん的てきにそちらには人を回そう。ではそのあたりの判定から！




　情報収集のロールを行う四人。

　カルディナのＮＰＣ効果、日本支部の戦力値20によって合計＋４のボーナスを得て、するすると成功していく。




ＧＭ：だいたい情報収集終わったかな？

志津香：えーと、まず中国支部はＦＨの大型兵器に攻せめられているとのことですわ。必要なのは攻こう撃げきに耐たえられる人材。……わたくし向きですわね。

ラハブ：地中海支部は霧に包まれ、動きが取れないみたいですねぇ。地中海支部を見つけるために〈知覚〉、そして霧を打うち破やぶるために〈ＲＣ〉が必要とのことです。ただし難なん易い度どは高く、〈知覚〉は20、〈ＲＣ〉は40とのこと。

ハウント：私は本部を調べてきた。レオンハルトの〝天国の門〟によって切きり離はなされたとのことだが、その接せつ点てんとなるポイントが六カ所発見できた。これらを破壊する必要がある。広こう範はん囲い攻撃能力を使うか、会長のＮＰＣ効果を使うべきだろうな。

ＧＭ：うーむ、実はここはハウントが調べるのと他の人が調べるのだと難易度が違ちがったのだがなあ。一発で抜ぬかれてしまった。

ハウント：運がよかったな。

瑠璃：調べられたのは以上か……。

ハウント：いや、ここは押おしておくべきだな。《インスピレーション》だ。例の島について調査しておこう。

瑠璃：おお、それがあった！

ＧＭ：ＯＫ。ではルイの断だん片ぺん的てきな情報から、ハウントは正せい確かくな緯い度ど、経けい度どを割わり出だす。そこにあるのは──。




　ＧＭは世界地図に名前を書かき込こむ。

「オーヴァードアカデミア」




一同：ええええええええええええええっ!!

志津香：あ、アカデミア!?　そんなところに遺産がありますの!?

瑠璃：いや、確かにアカデミアにはなんらかの遺産があると書いてあった気が……！

ラハブ：あのオーヴァードアカデミアが……。ルリ、行ってみませんか？

瑠璃：いやだ！（笑）

ラハブ：そんなこと言わないで、行ってみましょうよ！

瑠璃：いやだったらいやだ！　青春で爆ばく死しするかもしれないんだぞ！（笑）

ハウント：どんな体だ……（笑）。

ＧＭ：ともあれ、誰がどこに行くかを決めてもらおうか。




　相談の結果、中国支部には志津香が斗月、イザベラを伴ともない出しゆつ撃げき。ラハブとハウントは凛々花を連れ、地中海支部に。そして瑠璃はなんと、何も調べていない北欧支部へ会長、キョウくん、ルイと向かうこととなった。

　本部に関してはシーン全体攻撃を使えるラハブに、次の日に対応してもらおうという心づもりである。




ＧＭ：では順番に処しよ理りをしようか。まずは地中海から。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、鷺乃宮のヘリに乗りつつ霧きり深ふかい地中海をさまようラハブとハウント。

ハウント：そのものが遺産である地中海支部を迷まよわせる霧だ。まともなモノではあるまい。……では凛々花くん、頼たのめるか。

ＧＭ：「──はい。やってみます」と凛々花が祈るような仕草を見せると、白い花が舞まい落おちる。これで反応があれば、凛々花が感知してくれる。

ハウント：うむ、頼りにしよう。というわけで凛々花のＮＰＣ効果を使いつつ、私も《地獄耳》だ。……よし、ダイス目９。もろもろの修しゆう正せいと技能を合わせて24で成功だ。

ラハブ：さすがですねぇ。

ＧＭ：ではハウントと凛々花のオルクスコンビが探たん知ちをしかけ、地中海支部こと、パックス・ロマーナ号を捜さがし当あてる。ヘリは無事に着ちやつ艦かんするよ。

ハウント：全員無事か？

ＧＭ：ハウントが降おりてくると、前に顔を合わせたラヴィドがやってくるよ。「貴き官かんらの援えん助じよに感かん謝しやします。……戦力の消しよう耗もうは軽けい微び。霧の中から散発的に攻撃を受けたにすぎない」

ハウント：なるほど。では問題ない。霧にも負けぬ、巨大なたいまつを連れてきた。

ラハブ：たいまつ扱いとは不本意ですねぇ。……しかし、この美しい海を無ぶ粋すいな霧で覆おおう輩やからが許ゆるせぬのも事実。

ハウント：ああ、このじめじめとした不ふ快かいな霧を吹ふき飛とばしてくれ。

ラハブ：ええ、やりましょうとも！　……では《オリジン：レジェンド》を使って魔ま人じんの姿になり、全身に炎を蓄たくわえます。そして火球を無数に浮うかべて──。




　曲きよく芸げい師しのように、扱あつかっていた火球をラハブは一気に周囲へと解とき放はなつ！




ラハブ：吹ふき飛とびなさい！（ダイスを振る）　……よし、クリティカル！　達成値43！

ＧＭ：お見事。ではラハブの生み出した炎が大気をかき乱みだし、霧を振ふり払はらう。同時に地中海支部のエージェントが、「敵、ＦＨエージェント発見！」と。

ハウント：やはり近くに居いたか。

ラハブ：ならばそちらにも火球を投げ、そして言いましょう。……さあ海に生き、そを縄なわ張ばりとするものたちよ！　我らの領りよう域いきを荒あらすものに海神の鉾ほこを向けよ！

ＧＭ：「おおーっ！」と地中海支部の一いつ斉せい攻撃により、敵は撃破される。

ハウント：やれやれ、海かい賊ぞくではないのだがな。

ラハブ：一度言ってみたかったのですよ（笑）。

ＧＭ：というわけで地中海支部は解放。戦力値に20追加ー。

瑠璃：これで40！

ＧＭ：では次の場所に行こう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次は中国支部だね。

志津香：ではわたくしが！　斗月、イザベラ、わたくしのトリプルブロッカーですわ！

瑠璃：……なんか、会話弾はずまなそうな……。

志津香：あっ！（笑）

ラハブ：斗月が「……ム」、イザベラは必要なこと以外しゃべらない、という光景が！

志津香：わ、わたくしがおろおろしてる姿が見えますわ！（笑）

ＧＭ：ではそんなむずがゆい時間を経へて、三人はＵＧＮ中国支部へ（笑）。志津香が降り立つと、前に助けた中国支部のチルドレン、メイが駆かけ寄よってくるよ。

志津香：お久ひさしぶりですわね。……だいぶ早めの再さい会かいとなりましたわ。

ＧＭ：「あの時はありがとうございました」と深々と礼をする。「そしてまたアナタと戦えて、私はうれしいです」

志津香：わたくしもですわ！　……では状況を。

ＧＭ：「見えますか？」と彼女が指さすのは、数キロ向こうからでも見て取れる巨大な砲ほう塔とうふたつだ。「敵のブラックドッグ能のう力りよく者しやによって稼か働どうする大型兵器です」

志津香：あ、あんなものまで持ち出してきましたのね……。

ＧＭ：「あれの砲ほう撃げきによって、こちらは手が出せません。懐ふところまで入はいり込こめれば、勝機はあるのですが……」

志津香：つまりその時間を稼かせげ、ということですわね？　承しよう知ちしましたわ。

ＧＭ：「お願いします……！」

志津香：お任せあれ。……では行きましょう！　斗月さん、イザベラさん！

ＧＭ：「はい！」とイザベラは巨大な鋼はがねの騎き士しとなり、斗月は籠こ手てを着ける。……では対応してもらおうか。砲塔ＡとＢは別キャラクターとして扱い、１ラウンド耐たえてもらおう。

志津香：まずは一発目のダメージを様子見ですわね。

ＧＭ：では砲塔Ａ攻撃。……達成値34！

志津香：斗月さんのＮＰＣ効果を使いつつ、わたくしもガードですわ！　《魔人の盾》まで含めてすべて使用！

ＧＭ：砲塔Ｂが《力の法ほう則そく》を使用。

志津香：ぐっ！

瑠璃：志津香さん！

ＧＭ：ダメージダイスが８Ｄに増ぞう加か。……お、いい出目だ！　98点！

ラハブ：ルリ並なみのダメージですね……！

志津香：ガード！　……なんとか59点止めて──おおお、残りＨＰ４点ですわ！

一同：うおおおおおおおおおおおおおっ！

ハウント：よし、ここでタイタスを温おん存ぞんできたのは大きいぞ。

志津香：次の一いち撃げきは絶ぜつ対たい耐えられないので、イザベラさんのＮＰＣ効果を使いますわ！

ＧＭ：了解、では攻撃は省しよう略りやくだ。電でん磁じ加速して飛んできたもう一基からの攻撃は、イザベラがその盾たてと剣けんですべてを打ち落とす！

志津香：さすがはイザベラさんですわ！

ＧＭ：だが長くテレーズを護っていたせいもあり、その一回の挙動でイザベラの戦闘形態は崩くずれてしまう。

ラハブ：限界を超こえていましたか。

志津香：ありがとうございます、イザベラさん。助かりましたわ。

ＧＭ：「これからという時に……。我わが身みの不ふ甲が斐いなさを呪のろいます」

志津香：いいえ。あなたの役目は我々の帰るところを護ること。それは十分に果たしていただきましたわ。攻せめ手はわたくしたちに任せてくださいまし。

ＧＭ：「志津香さん……」というところで、中国支部のアタッカーたちが巨大砲塔を二基とも撃破したとの報告が入る。遠目に崩れていく巨大砲塔。

志津香：さすがですわね。

ＧＭ：というわけで中国支部を解放。戦力値20アップ。

瑠璃：よーし！

ＧＭ：では次のポイントに行こう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではこの日の最後。北欧支部だ。

瑠璃：（唐突に）瑠璃でーす！　ルイでーす！　ルイルリでーす！

ＧＭ：え、な、なに？

瑠璃：ほら、初めてルイと一いつ緒しよに動くから、ちょっとコンビ名を決めようかと思って。

ラハブ：なんでいきなり（笑）。

瑠璃：北欧は寒いね、ルイ……。（ルイになって）「ホントだね、瑠璃……」




　ほぼ同じトーン、同じ口調。だがはっきりと差がある。

　声せい優ゆうさんの演えん技ぎ力りよくのすごさである。




志津香：（素すに戻って）うわー、今のズルイわー。

ＧＭ：うん、俺おれもそう思う（笑）。

瑠璃：もちろん冗じよう談だんなんですけどね！　瑠璃はそんなこと言わない！　今のは全部妄もう想そう！　ええと……会長の妄想！（笑）

ハウント：ひどいな！（笑）

ＧＭ：まあ、文もん句くは会長のプレイヤーである中村やにおに言ってもらおう（笑）。……では改めて北欧支部。

志津香：そうですわ。なんの情報もなく来たのでしたわね。

瑠璃：さて、どういう状態だろう。

ＧＭ：──北欧支部は現げん在ざい、氷に覆おおわれている。

瑠璃：氷!?

ＧＭ：要よう塞さい化かしている支部の敷しき地ち全ぜん域いきを覆うように、超ちよう巨きよ大だいな氷のドームができている。中から打うち破やぶろうとしているが、小しよう規き模ぼの穴あなはすぐに閉じてしまうために脱出ができない。

瑠璃：となると──？

ＧＭ：そう、ここは大ダメージを出して、この氷のドームを破壊してもらおう。

瑠璃：よっし！　予感的中！

ハウント：この当たりは大きいぞ。

瑠璃：銀熊支し部ぶ長ちようは防ぼう御ぎよに優すぐれている人だから、多分攻撃じゃないかと思って。賭かけだったけど当たってよかった。

ＧＭ：さっきも言った通り、氷のドームはあっという間に再さい生せいするので累るい計けいダメージではなく、一撃の高さが必要だ。具体的には[image: ]点出してもらおう。

瑠璃：（計算して）うん、大丈夫。キョウもいるから十分届とどく範囲だ。

志津香：人選も完かん璧ぺきでしたわね。

ハウント：会長とルイは無む駄だになってしまったが、それでも問題はなかろう。

瑠璃：では銀狼になって──よし、達成値56。さらにここでキョウのＮＰＣ効果も使う。

ＧＭ：「うむ、余よに任せろ！」

瑠璃：合計で10Ｄ＋54！　結けつ構こうギリギリになったな。……でも[image: ]点！

ＧＭ：おお、クリアした！　では氷のドームにヒビが広がり、遂ついに破壊される。

瑠璃：よし！

ＧＭ：がらがらと氷の塊かたまりが落ちてくるが、それは銀熊支部長がすべてはねのける。そして彼は瑠璃たちのところにズシンズシンと歩いてきて、にかっと笑う。「やーれやれ、これで動けるようになったぜ」

瑠璃：銀熊支部長、また力を借ります。

ＧＭ：「ああ！　荒あらくれ者ものばかりだが、うまく使ってやってくれ！　アンタなら言うまでもないだろうがな」がっはっはっはっは、と笑う銀熊。

瑠璃：緊きん張ちようしっぱなしですよ。……でもやるしかない。

ＧＭ：「そうだな」と銀熊も笑いを消す。「この危き機きをしのげるかどうかで、すべてが変わるぜ。比ひ喩ゆじゃなく」

瑠璃：ええ……。

ＧＭ：というところで北欧支部のイベントは終わりだ。戦力値20をゲット。

一同：よーし！

瑠璃：本部以外の戦力は解放した。次のシーンは遺産を止めるぞ。

ＧＭ：ではここで一度シーンを終了しよう。





《オリジン：レジェンド》　人間の姿をやめ、元の姿に戻るエフェクト。









◆Middle07◆世界を護れ！　その３

Scene Player ── 志津香




　そして再び夜が明ける。

　ガイアが本ほん格かく的てきに覚かく醒せいするまであと二日。レオンハルトとの期日まであと一日。

　今日中にすべての遺い産さんを止める必要があるのだ──。




ＧＭ：ではミニゲーム三日目のシーンだね。

瑠璃：今日ですべて終わらせる……！

ハウント：ああ。そしてレオンハルトと決着をつけよう。

ラハブ：さて、残りポイントはどうなっていましたかな？

志津香：ＵＧＮ本部、それから暴ぼう走そうしている遺産が黄金のリンゴ、バベルの塔とう、フリムファクシ。それから隠かくされていたオーヴァードアカデミアの五つですわね。

瑠璃：キョウのＮＰＣ効果、《金ならあるぞ！》を使っても余よ裕ゆうは無しか……。

ハウント：場合によっては本部を見み捨すてる手すらあるな。ともあれ情じよう報ほう収しゆう集しゆうを始めようか。




　三回目の情報収集開始。

　本部は調査済ずみなので、遺産三種とアカデミアを調べるナイトフォール。

　だが──。




ラハブ：あああああああああああああああああっ!!

志津香：ど、どうしたのです!?

ラハブ：お、オーヴァードアカデミアの情報収集、ふぁ、ファンブル……！

一同：なにいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?




　ラハブがまさかのファンブル。

　なお、情報収集の難なん易い度どは７。各種修正によりファンブル以外成功であった。




瑠璃：お、おお、これは……！

志津香：（あれこれ調べて）だ、ダメですわ。このファンブルを覆くつがえす手しゆ段だんはありません。

ラハブ：まさか、ここで……！

ＧＭ：おいしいなあ、ラハブ。

ラハブ：うれしくないですよ！（笑）

ハウント：だが出てしまったものはどうしようもあるまい。他の項こう目もくを優ゆう先せんして考え、人選を考こう慮りよしよう。

瑠璃：それしかないか……。

志津香：まずフリムファクシですが、高速で飛行中とのことですわ。さらに本体から小さな炎の馬を次々と生み出しており、被ひ害がいは拡かく大だい中だとか。雑魚ざこをまとめてたたける能力が必要ですわね。

ハウント：黄金のリンゴはどうやら例の海底要よう塞さい跡あと地ちあたりに生えているらしいな。リンゴからは例の不死のジャーム──通つう称しようレブナントが生み出され続けていると言う。外道祈禱書も関わっているらしいな。必要なのは範囲攻撃能力、とのことだ。

瑠璃：バベルの塔はロイスを砕くだく能力を周囲にまき散らしている、と聞いた。現状誰も近づけず、その範囲は徐じよ々じよに広がっているらしいが──誰かが単身で食い止めているとも聞く。

志津香：単身、バベルの塔を……？

瑠璃：思うんだが、東雲しののめじゃないのか？

ハウント：あり得るな。

ＧＭ：それは行ってのお楽しみだね。なおここではバベルに近づくための精せい神しん力りよく──つまり〈意志〉判定が必要となる。難易度は30ね。

ラハブ：………………あの。

瑠璃：どうした？

ラハブ：すべての場所で、ワタシが役に立つんですが（笑）。

志津香：た、確かに。【精せい神しん】が高くて、範囲攻撃ができて、シーン全体への能力もある。

ハウント：残してある本部も、複ふく数すうの目もく標ひようを破壊することだったな。

ラハブ：とはいえ、ワタシがすべてに顔を出すことは不ふ可か能のうです。さてどうしましょう……。

一同：うーん。




　ああでもない、こうでもないとチーム分けに悩なやむナイトフォール。

　最終的に決まったのは──。




瑠璃：あたしは会長と共に本部に向かう。

ハウント：私はルイ、凛々花とバベルの塔へ向かおう。凛々花くんのＮＰＣ効果と《妖精の手》で勝ち目はある。

ラハブ：ワタシはキョウ様、そしてトゲツと黄金のリンゴ、フリムファクシと連戦ですねぇ。戦闘になるのであれば、先手が取れて全員を攻撃できるワタシしかいない。

ＧＭ：そして……。

志津香：わたくしがオーヴァードアカデミア……。

瑠璃：何もわからないから、準じゆん備びしようがない……。

ハウント：本来ならば凛々花くんと共に行ってもらうのがよかったのだがな。

志津香：いえ、それで少しよう佐さが失敗しては本ほん末まつ転てん倒とうですわ。ここはわたくしががんばります。

ＧＭ：よし、ではこれで三日目をスタートしよう！




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では最初はバベルの塔から。塔の力の及およぶ領域はすでに数キロを超えており、その境さかい目めはＵＧＮ中東支部が護っている。ＦＨも攻撃を仕掛けてくるが、彼らとて塔の暴走に巻まきこまれれば無事ではすまないので、散発的だ。

ラハブ：巻きこまれるとどうなるのですか？

ＧＭ：「あらゆるものを敵としてしか認にん識しきできなくなる」という効果だ。しかもヒドイことに、一度その状態になってしまえば治す手段はない。

志津香：え、えぐいですわね……。

ＧＭ：正確にはバベルを破壊すればいいんだけどね。それを達成できるものはいない。

ハウント：では境きよう界かいを護るエージェントに聞こう。……この中に入っていった者がいるとのことだが。

ＧＭ：「はっ！」と敬けい礼れいしてそのエージェントは答える。「黒いコートの男が入っていったとの目もく撃げき情報があります！　その情報以い降こう、バベルの効果範囲が広がらなくなったことから、誰かが干かん渉しようしていることは間ま違ちがいないかと」

ハウント：黒コート……。

瑠璃：やっぱり。

ハウント：我らが隊長の想そう像ぞうのとおり、というところかな？　ではこちらも入るとしようか。

ＧＭ：凛々花とルイがこくりとうなずく。

ハウント：では凛々花くん、導みちびいてくれ。……この数日、キミには助けられっぱなしだな。

ＧＭ：「い、いえ！」と凛々花は慌あわてて首を振る。「わたしも、この世界が崩くずれてなんかほしくないもの」

ハウント：鷺乃宮キョウと恋こい仲なかになったことだし、か？

ＧＭ：「そ、それだけじゃないです！」と凛々花は顔を真っ赤にして手と首を振る。

志津香：珍めずらしいですわねー、少佐があんな冗談を飛ばすの。

ハウント：祝いたい気持ちだったのさ。……さあ、行こう。

ＧＭ：「──はい！」と凛々花は例によって祈るようなポーズになり、白い花が飛ぶ。バベルの割われ鐘がねのような音が白い花によって軽けい減げんされる。

ハウント：では行くぞ、ルイ。

ＧＭ：「ああ！」とバベルの領りよう域いき内ないに踏ふみ出だすハウントたち。さて、〈意志〉の判定をしてもらおう。

ハウント：これで基本値が22からスタートだ。さて……。

ＧＭ：おっと、ここでバベルが《ジャミング》を使用する。ダイスペナルティを10個こプレゼントだ！　侵しん入にゆう者しやを察知したバベルが、さらに鐘を強く鳴らす。

ハウント：そう来ると思っていた！　ルイのＮＰＣ効果を使って打ち消す！

ＧＭ：「やらせん！」とルイが吠ほえると、足下の影かげが立ち上がって花と絡からみ、バベルの音を遮しや断だんする！　……くう、効きかなかったかあ。

ハウント：二巻のボス戦時に、ダイスペナルティで苦労したのはよく覚えていたからな。

ＧＭ：さすがとしか言いようがない。……ではバベルに抵てい抗こうしつつ進んでいくと、巨大な塔を切きり伏ふせようとしている男がひとり。塔自体へと攻撃をしつつ、塔から生み出される自動兵器の相手もしている。

ハウント：──東雲か。

ＧＭ：その通り。彼はすぐにハウントに気がつく。「来たか、ナイトフォール」

ハウント：バベルに向かってひとりで抗あらがうとはな。無む謀ぼうなことをする。

ＧＭ：「私の神殺しには、バベルの力は通じん。適てき切せつだと思ったからだ。それに……身内が巻きこまれたのでな」

志津香：身内？

ラハブ：イン……のことですか？

ＧＭ：そうだよ。

ハウント：その言葉には少し驚おどろこう。……まさか〝遺産破は壊かい者しや〟から身内などという言葉が出てくるとはな。

ＧＭ：少し、東雲は逡しゆん巡じゆんしてから、「私が一番驚いている」と言う。

ハウント：フッ、人間らしくなったな。……お前も、私も。

ＧＭ：「人外を気取るにはお互たがいまだ早かったらしい」

ハウント：同感だ。……さて、もう少し持ちこたえてもらえるか？　これをなんとかしなければならないのでな。

ＧＭ：「任せておけ」と東雲は両りよう腕うでを異い形ぎよう化かさせ、自動兵器たちをつぶしていく。

ハウント：その隙すきに私とルイで塔に入り、あの鐘を爆ばく破はしよう。

ＧＭ：了解。では見事に爆破には成功し、バベルは再び沈ちん黙もくする。

ハウント：任務成功ミッションコンプリート。……さて東雲、キミはどうする？

ＧＭ：「強羅瑠璃がＵＧＮに呼よびかけたことは知っている」と腕を元に戻もどし、「借りもある。敵への因いん縁ねんもある。私も共に行こう」

ハウント：ああ、そうしてくれ。心強い。

ＧＭ：……というわけでＮＰＣカード東雲を入手！

[image: ]

一同：来た────────っ！

瑠璃：対たい遺い産さん効果かー！

志津香：ちょっと入手するのが遅おそかったですわね。

ラハブ：ですねぇ。まあしょうがないでしょう。

ＧＭ：タイミングはあるからねー。では次のポイントに行こうか。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次はＵＧＮ本部に行こうか。

瑠璃：よし！　あたしの番だ！

ＧＭ：ではアメリカ南部に降り立つ瑠璃。本来荒こう野やが広がっている場所には、巨きよ大だいな穴あなが空いている。……穴というにはあまりにも大きいかな。直径は数キロに亘わたり、底は見えない。

志津香：なんという……。

ハウント：レオンハルトが〝天国の門〟で消した痕あとか。底は無いのかもしれないな。

瑠璃：でも本当に消されたわけではない。ならば戻もどせる！

ＧＭ：巨大な穴の縁ふち、その六カ所に石柱のようなものが立っている。本来ならば見えないものだが、情報収集の際さいにハウントが発見したものだ。

ハウント：なるほど、私の亡霊と似にたようなものということだな。

ＧＭ：そう。特とく殊しゆな波長でのみ発見できる。これを破壊しなければならない。

瑠璃：その石柱は触ふれることは可か能のう？

ＧＭ：可能だよ。発見できていればね。

瑠璃：ならば会長のＮＰＣ効果を使う！　攻撃対象を五体に！

ＧＭ：「はーい、会長見参」……ちなみに石柱のＨＰは50点。装そう甲こう値ちは20。

瑠璃：そのくらいなら《完全獣化》は無しでいいな。《フルパワーアタック》と《破は壊かいの爪つめ》、《獣けものの力》＋《吠ほえ猛たける爪》で。腕だけ変へん異いさせて、殴なぐり抜ぬける！

ラハブ：破は壊かい力りよく的には十分でしょう。

瑠璃：（ダイスを振ふって）よし、56点装甲無む視し。

ＧＭ：瑠璃が虚こ空くうに腕を振り、会長がそこに投げキッスをすると衝しよう撃げきが走り、五つの石柱が破壊される。残るはひとつ！

瑠璃：もう一度同じコンボ！　……60点装甲無視！

ＧＭ：その一撃で石柱が破壊されると、空間が鳴動を始める。そして閃せん光こうがあたりを包んだと同時に、穴は消え、荒野は元通りに。

ラハブ：そうなるとわかっていても、壮そう大だいさに驚おどろきますねぇ。

瑠璃：ＵＧＮ本部は!?

ＧＭ：しばらくすると、地下への扉とびらがいくつか開き、本部エージェントが現れるよ。全員無事とのことだ。

瑠璃：よし──。

ＧＭ：と、その時。瑠璃の背はい後ごに気配が。

瑠璃：なにっ!?

ＧＭ：そこにいるのはレオンハルトだ。その後ろには〝天国の門〟。彼も本部を封じ続けるために、ここにいたっぽいね。

瑠璃：レオンハルト……！

ＧＭ：「誰が来るかと思えば。貴方あなたでしたか」

瑠璃：約束は覚えているだろうな、レオンハルト。あたしたちは必ず遺産の暴走を止めるぞ。

ＧＭ：「約束？　……ああ」と彼は言う。「はははっ、そうでしたね。遺産の暴走を止めることを私は頼たのんだのでしたね」

志津香：ん、なんだか変な反応ですわね。

瑠璃：忘わすれたなどとは言わせないぞ……！

ＧＭ：「失礼、忘れてなどいませんよ。ですが──」レオンハルトは薄うすく笑う。「遺産の暴走など、私にはどうでもいいのです」

瑠璃：なにっ!?

ＧＭ：「私にとって重要なのは、明日、貴方が私の前に立つこと。そのための時間稼かせぎとして、遺産の暴走を利用したにすぎません。ＵＧＮも世界も見み捨すてて、ソロモンを追うために私だけを狙ねらわれたくなかっただけですから」

瑠璃：どういうことだ！

ＧＭ：「詳くわしくは明日お話ししますよ。……だから遺産の暴走を止められなくても気にしないで構かまいません。キャラハン城じようへ来てください」

瑠璃：…………。

ＧＭ：「ああ、来ないという選せん択たく肢しはありません。ソロモンの跡を追うにはこの〝天国の門〟が必要ですから。いくら貴方たちが優ゆう秀しゆうでも、あのルサールカの力を使ったとしても、星の中までは入っていけないでしょう？」

志津香：星の、中……。

ラハブ：ガイアを迎むかえるにふさわしい場所、ということでしょうねぇ。

ＧＭ：「それとも、今ここで私と戦いますか？　分ぶん断だんされたこの状況で」

瑠璃：く────。

ＧＭ：「その選択肢もない。それも知っていますよ。……では、また明日に」




　不ふ吉きつな笑えみを残し、レオンハルトは再び門の向こうへと消えてゆく。

　まるでチェシャ猫ねこのように。




瑠璃：何を企たくらんでいる、レオンハルト……。

ハウント：明日、すべての決着をつけるしかあるまい。

瑠璃：（黙だまってうなずく）

ＧＭ：さて、ＵＧＮ本部だが。戦力値は＋30！　そしてさらに本部にいた加賀美義彦かがみ・よしひこ議員がＮＰＣカードとして加わる！

[image: ]

志津香：お父様！　お父様！　……わたくしリアクティブコートが欲しいです！（笑）

ハウント：いきなりねだるのか！（笑）

志津香：いや、ちょっとデータに目がくらんでしまって（笑）。

ラハブ：実じつ際さい、「なんでも購こう入にゆうできる」という効果は強いですからねぇ。

瑠璃：きちんと活かせるものを選ぼう（笑）。

ＧＭ：では次のポイントに行こう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次はラハブだ。最初は黄金のリンゴだっけ。

ラハブ：ええ。……まーた寒いところですよ。

ハウント：もはやお約束だな（笑）。

ラハブ：諦あきらめましたよ（笑）。

ＧＭ：ではラハブはキョウ、斗月と共に北極海に。砕さい氷ひよう船せんで進んでいくと、霧の向こうに巨大な樹きが見えてくる。まさしく天を貫つらぬく、とばかりの巨大さだ。バベルの塔にも匹ひつ敵てきする。

ラハブ：海底要塞はアレでも制せい御ぎよしていたというわけですか。やれやれ。

ＧＭ：その下から現れるのは大量のレブナント。過去に海で死んだものまでも蘇よみがえらせている。

ラハブ：やれやれ、せっかくの世界樹じゆも台無しですねぇ。

ＧＭ：そんな無む尽じん蔵ぞうに現れる不死の軍団を前に……応おう戦せんしているＵＧＮの小規模部隊が。

瑠璃：え？

志津香：誰か対応できていたのですの？

ＧＭ：小規模部隊を率ひきいているらしき隊長は、次々と重力球を打ちだしてレブナントを釘くぎ付づけにしている。

ハウント：重力球？

ラハブ：………………まさか。

ＧＭ：ラハブはその姿を知っているよ。……アッシュ・レドリックだ。

一同：えええええええええええええええええええええっ!?

ラハブ：ア、ア、ア、アッシュ！　お前！

ＧＭ：なおアッシュ・レドリックは片かた腕うでを吊り、片かた眼めには眼がん帯たいをしている。彼自身も襲撃を受けたんだろうね。それを振ふり払はらい、ここまで来たというわけだ。

ラハブ：ではアッシュ・レドリックにレブナントが迫せまる、というところに火球を打ちだして参上しましょう。……危あぶないところでしたね、アッシュくん（笑）。

瑠璃：くんづけ!?（笑）

ラハブ：ここは上から！　上から目線で攻せめるところですよ上から！（笑）

ハウント：ま、まあ好きにしたまえ（笑）。

ＧＭ：「ふん」とアッシュは鼻を鳴らす。「しゃくではあるが、通つう信しん網もうを握にぎっているお前たちが指揮を執とるのは理に適かなっている。ならば各地のＵＧＮが力を回復するまで、被害を抑える役目が必要だ」

ラハブ：それでここまで来たと？　ははっ、アナタもガーディアンということですねぇ。

ＧＭ：「この事態に立ち上がらぬものに、守しゆ護ご者しやなどと名乗る資し格かくはない」

志津香：言い切りましたわね！

ハウント：内輪で派は閥ばつ争いはしていようとも、ＵＧＮであることには変わりないというわけか。

瑠璃：こんな事態ではあるけれど、少しホッとする。

ラハブ：ならば、アナタの心意気に応えてあげましょう！

ＧＭ：よし、では黄金のリンゴを破壊してもらおうか。レブナントに囲まれている黄金のリンゴを破壊するには、範囲攻撃が必要になる。「対象：範囲」の攻撃でダメージ60点を出してもらおう。

ラハブ：くっくっく、すでに侵蝕率が[image: ]％を超えているこのワタシにそのような数字を！　イフリート形態にならずとも余裕ですよ！　《災さい厄やくの炎》＋《プラズマカノン》！　この世界樹を滅ほろぼすのはスルトの炎にあらず！　魔人の炎なり！　……ダメージ66点！

ＧＭ：余裕だな！　いやそれだけ侵蝕率が高いのか！

ラハブ：氷の上を走る炎！　幾いく条じようもの螺ら旋せんが樹に巻まき付つき、そして大炎を巻き起こす！　北極に咲さく炎の華はな！　ずーん！　どーん！　うわー、アッシュがー！（笑）

ＧＭ：おい、巻きこんで焼こうとするな！（笑）

ラハブ：ちっ（笑）。

志津香：せっかく同じ意志で動けたところですのに！（笑）

ＧＭ：そんなことをするなら、このＮＰＣカードあげないぞ（笑）。

志津香：《退しりぞけ、雑魚ざこども！》、トループ撃破！　フリムファクシ戦にぴったりですわ！

ハウント：コレがあればラハブの《万ばん軍ぐん撃げき破は》を使わなくて済すむな。

ラハブ：ああっ！　アッシュ！　ごめんなさいアッシュ！　戻ってきてええええええぇぇぇ、アッシュぅぅぅぅぅぅぅぅっ！（笑）

ＧＭ：だから焼かれてないっての！（笑）

瑠璃：でも本当にこの能力はありがたい。

ＧＭ：単純に、バベルの塔[image: ]黄金のリンゴ[image: ]フリムファクシの順番に役立つようになっているだけなんだけどね。

ラハブ：ではちょっとベイクドされたアッシュと共に、キョウ様の《金ならあるぞ！》でそのままフリムファクシを追つい跡せきに行きましょう。

ＧＭ：了解だ。鷺乃宮の財ざい力りよくを駆く使しし、船の上からそのまま音速ジェット機に乗のり継つぎ。そして飛び立つ！　……というところで次のポイントへ行こう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではフリムファクシ。上空を高速で飛び続け、みずからの分身を生み続けている。

ラハブ：ただ暴あばれているだけですか？　それとも何かを目指していたり、探さがしていたり？

ＧＭ：完全に無む軌き道どうに暴れているね。ガイアの手もまとわりついているし。

ラハブ：なるほど、逆に厄やつ介かいですねぇ。

ハウント：分身の数は？

ＧＭ：現在は約80体。そのすべてが炎を振ふりまき、走り回っている。

志津香：は、はちじゅう！

瑠璃：完全に集しゆう団だんだな……。

ＧＭ：ま、トループ八体なんだけどね。では戦闘開始。こちらの行動値は24だ。

ラハブ：ふあー、あくびがでますねぇ。《原初の黄：加速装そう置ち》で27ですよ。同時に《原初の白：サポートデバイス》も使っておきます。

志津香：これがラハブさんの強みですわねぇ。

ラハブ：そう、そしていくら敵がいようとも関係ありませんよ。──アッシュ！　とここでＮＰＣ効果を使います！

[image: ]

ＧＭ：了解。では「わかっている」とジェット機の片かた翼よくに立っているアッシュ・レドリックが手をかざす。そこに漆しつ黒こくの魔ま眼がんが生まれ、分ぶん裂れつ。「──行け」の一言でフリムファクシの分身をすべて撃げき墜ついする！

ラハブ：いい露つゆ払はらいです！　もう片方の翼に立っていたワタシが、炎になって飛び出す！　《オリジン：レジェンド》＋《原初の青：光こう芒ぼうの疾しつ走そう》！　炎の魔人が炎の神馬を焼き尽くす！　《災厄の炎》＋《プラズマカノン》！　達成値はもろもろの修正を入れて83！

ＧＭ：ちっ、《イベイジョン》で達成値60だったのに……！

瑠璃：あ、あぶな！

ハウント：なるほど、超ちよう高こう速そく戦せん闘とう的てきな感覚だな。

ＧＭ：狙ってみた（笑）。……さあ、ダメージを。

ラハブ：では魔人状態のワタシから、いくつもの火球が撃うち出されてフリムファクシを撃墜しましょう。……ダメージ[image: ]点！

ＧＭ：十分だ。フリムファクシは甲かん高だかい断だん末まつ魔まを上げ、地上へと落ちていく。……そして落ちきる前に消しよう滅めつする。

ラハブ：ふふふ、空戦シミュレーターゲームをやりこんでいた甲か斐いがありました（笑）。

志津香：そんな勝しよう因いんですの!?（笑）

ＧＭ：ではこれでラハブの二連続行動は終わりだね。では次が最後だ。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、オーヴァードアカデミアだ。

志津香：……ごくり。

ＧＭ：ＵＧＮでも機き密みつ情報のひとつとなっていたアカデミア。孤こ島とうにある人じん造ぞうの楽園は今、危機に瀕ひんしている。

志津香：どういう状況ですの？

ＧＭ：うむ、島自体が浮ふ遊ゆうを始めている。

瑠璃：浮遊!?

ＧＭ：どんな遺産かはわからない。だがこのままではアカデミアは海面を離れ、高々度まで行くだろうと予よ測そくされている。

ハウント：そんなことになれば、生徒をはじめ、島の住人は無事ではすまないな……。

ＧＭ：うん。避ひ難なんさせようにもＵＧＮが凍とう結けつし、何もできないという状況だったんだ。

志津香：ならば今からでも──！

ＧＭ：いいや、離り陸りくの予想時間を考こう慮りよすると今からでは全島民を避難させることはできない。そして何よりも、生徒や教員たちは避難したがっていない。

志津香：えっ、なぜですの？

ＧＭ：「この学園にいたいから……だと、思います」と答えるのは〝第三生徒会〟なる謎なぞの組そ織しきの代表、星川修太郎ほしかわ・しゆうたろうくんだ。彼が生徒代表ということらしい。

ラハブ：おおっ、リプレイ・アカデミアシリーズの主人公！

ＧＭ：デイズ、ナイツと同時期に展開していたリプレイなので拾ってみたよ。

ラハブ：このクロスオーバーはうれしいですねぇ。

ＧＭ：修太郎は続ける。「この学園、少し前に大だい事じ件けんがあったんですよ。学園そのものが無くなるかもしれない、みたいな。その時、みんなで力を合わせて解決したから、特に逃にげ出だしたくないんだと思います」

志津香：なるほど、そうでしたのね……。

ＧＭ：すると修太郎の後ろから、「うー、ほっしー、やっぱり原げん因いんわかんないー」「あたいの方も収しゆう穫かく無い……」「修太郎、どうする。皆みな耐えきれず、バラバラのことを始めたぞ」と三人の女の子がやってくる。

瑠璃：おお、リプレイの面々だ。

ＧＭ：順番に光こう月げつれい、エナ・ソフォス、御影透子みかげ・とおこの三人だ。




『ダブルクロス・リプレイ・アカデミア』シリーズはこの四人のＰＣで送る、ラブでコメディなリプレイ。未読の方は是ぜ非ひご覧あれ。




瑠璃：しかしこの状況、難むずかしいな……。

ハウント：ふむ、人を逃がすか、事態を解決するか。

ラハブ：結局原因になる遺産の場所も名前もわからないのですか？

ＧＭ：不明だね。

志津香：ならば、これしかありませんわね……。力ちから技わざですわ！

瑠璃：来た！　志津香さんの得とく意い技わざだ！

志津香：とにかく島の上昇を食い止めますわ。重力制御でも、何かで縛しばるでも、なんでもかまいません。島が動き始めるのを遅おくらせてくださいまし。

ＧＭ：「そ、それだけですか？」

志津香：あと二日保もたせることができれば、暴走している原因をわたくしたちがなんとかします！　そうすれば何が暴走しているかわかりませんが、少なくとも島の上昇に関しては解決しますわ！
















ラハブ：なんという強ごう引いんな理り論ろん！

ＧＭ：「そ、それは……！」と驚おどろく第三生徒会面々。というわけで〈交こう渉しよう〉で判定してもらおうか。今の言葉をどれだけ信しんじ込こませることができるかの判定だ。

志津香：交・渉！

ＧＭ：ちなみにこのシーンは「生徒たちが力を結集すれば、どんな方法ででも解決できる。だが彼らはバラバラに動いているので、まとめることが必要」というものなのだ。

瑠璃：なるほどな……。

志津香：し、しかしよりによって〈交渉〉ですのね……。

ＧＭ：目もく標ひよう値ちは30だ。

志津香：ぐ、ぐふっ!?　【社会】１ですのよ！　わたくし！　技能もありませんわ！

ラハブ：（計算して）諸もろ々もろの修正で、基本値が14までは上がっていますが……。

ハウント：出目で16が必要なのか。これは厳しい。

ＧＭ：誰か補ほ助じよが付くことを基本として設せつ定ていしているからなあ。

志津香：ええええい、とにかくやってみますわ！




　半ば投げやりに投じられたダイスの出目は──。




志津香：ク、クリティカルしましたわ！　そしてさらに６！　達成値30ぴったりクリアー!!

一同：うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!

ＧＭ：ま、マジか！　すごいな！

志津香：おお、ダイスの神様ありがとうございます……っ！

瑠璃：さすが志津香さん！　こういうところで成功をつかめる女！

ハウント：いや恐おそれ入いった。

ＧＭ：では志津香の言葉と、その瞳ひとみの力に圧あつ倒とうされる第三生徒会。だがいち早く修太郎がうなずく。「──この案に乗ろう、れいちゃん、透子ちゃん、エナちゃん」

ラハブ：他三人がえっ、となるわけですな。

ＧＭ：そうそう。だが修太郎ははっきりと「ＵＧＮを信じよう。僕ぼくらがこの学園を護ったように、みんなが世界を護るって」と言う。すると三人もはっとなり、うなずく。

志津香：……この子、急にキリッとしますわね……。

ＧＭ：おっと、そんな視し線せんを向けていると透子が「見つめてもダメだぞ。修太郎は私のものだからな」と彼の腕を取る。「もっとも、ソレでは勝負にならないと思うが」と言いつつ視線は志津香の胸の方に。

志津香：む、むきー！　胸は関係ありませんわ！（笑）

ＧＭ：ちなみにれいちゃんは「友達……！」みたいな顔して志津香の手を取る。

志津香：ああああ、変な仲間意い識しきが芽生えてるううううううう！（笑）　い、一緒にしないでくださいまし！

ハウント：大だい混こん乱らんだな（笑）。

ラハブ：アカデミアらしいとも思いますよ（笑）。

瑠璃：行かなくてよかった……（笑）。

ＧＭ：まあそんなドタバタがありつつも、第三生徒会は全生徒に指示を出して島を食い止める方法を組み上げる。

志津香：後はわたくしたちにお任せください！

ＧＭ：修太郎は見送るときに言う。「僕たちはここから応おう援えんすることしかできません。でも、通じると思います。何かを護まもりたいという気持ちは、きっと一緒だから」

志津香：護りましょう。わたくしたちの、あなたたちの日にち常じようを。

ＧＭ：ではオーヴァードアカデミア解決！　ということでＮＰＣカード・第三生徒会を差し上げよう！

[image: ]

ラハブ：バックトラック時に侵蝕率10％マイナス！

ＧＭ：メモリーひとつ分増加のイメージだね。人造の楽園だからこそ、夢が見られる。

ハウント：私が行っても面白かったな。新しい時代の到とう来らいを見たかもしれん。

志津香：ならば、すべてが終わってから行けばよいのですわ。

ハウント：そうだな。……ああ、確かに。

ＧＭ：では改めてこれでミニゲーム、オールクリアだ！

一同：よ────────────っし！

瑠璃：乗り込むぞ、レオンハルトの待つ城しろへ！

志津香：ならばここで、お父様のＮＰＣ効果を使ってアイテムを調ととのえておきませんこと？

ラハブ：そうですねぇ。確かに準備はしておいた方がよい気がします。

ハウント：さて、ではどうするか……。




　相談する四人。結けつ論ろんとしては、「簡かん易い手しゆ術じゆつキットを三つ買い、志津香のＨＰを回復させる。余あまったひとつでリアクティブコートを買う」というものとなった。




ＧＭ：ち、力技だなあ（笑）。

瑠璃：でも志津香さんのＨＰはまちがいなく役に立つから。

志津香：ありがたいですわ。クライマックス前に霧谷さんのＮＰＣ効果で、もう一度回復することもできますし。

ＧＭ：うん、了解だ。ではＨＰを回復させてもらおう。

志津香：（ダイスを振って）よし、きっちり全ぜん快かい。リアクティブコートも装そう備びしますわ。

瑠璃：準備完かん了りようだね。

ＧＭ：では改めて次のシーンに行こう。





《ジャミング》　領域を動かし、相手の行動を阻害するオルクスのエフェクト。

《獣の力》　キュマイラのすさまじい膂力を表すエフェクト。

《吠え猛る爪》　武器を振動させ、装甲を貫くハヌマーンのエフェクト。

《災厄の炎》　巨大な炎を生み出すサラマンダーのエフェクト。

《プラズマカノン》　プラズマ火球によって攻撃するサラマンダーのエフェクト。

《万軍撃破》　あらゆるものを使い、超広範囲に攻撃するノイマンのアージエフェクト。

《加速装置》　電気による反射を使い、行動速度を上げるブラックドッグのエフェクト。

《サポートデバイス》　自分の行動を支援する装置を作るサラマンダーのエフェクト。

《光芒の疾走》　光を纏って移動するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《イベイジョン》　敵の回避を固定値で表すためのエフェクト。









◆Middle08◆この身を復ふく讐しゆうの炎ほのおに焦こがし

Scene Player ── ハウント




　翌よく日じつは静かな朝だった。

　遺い産さん暴ぼう走そうはすべて止め、ＵＧＮもまた復ふつ帰きしつつある。

　だがしかし、異い常じよう気象、地ち殻かく異い変へんの報ほう告こくは止まらず。地ち軸じくがぶれつつある、との観かん測そく結果までが上がってきた。

　星の覚かく醒せいは止まらない──。




ＧＭ：では次のシーンだ。遺産暴走をすべて止めて、その次の日。

瑠璃：……ガイアの接せつ触しよくはどうなっている？

ＧＭ：日に日に強くなるよ。自分のことを、そして何より瑠璃のことを知りたがっている。気を抜ぬけば、この大きな意い識しきに飲まれてしまうくらいには。

瑠璃：く──！

ハウント：人間は他者を認にん識しきすることで、自分を確かく認にんするという。自じ我がの芽生えには的てき確かくだというわけか……。

ラハブ：ソロモンはそれを待つだけ、と。やれやれ、我わが最初の主ながら舌したを巻まきますねぇ。

志津香：ですが止めねばなりません！　まずはレオンハルトの城しろに行きましょう！　半欠けのソロモンの指ゆび輪わを取とり返さねば！

瑠璃：うん、ガイアの覚醒を止める方法を探さぐり出だす！

ハウント：ヤツとも、これで決着だな──。

ラハブ：感かん慨がい深ぶかい、といったところですか？

ハウント：そうだな。以前はヤツへの復讐心だけだった。だが今は──ヤツの動機を知った今は、憎ぞう悪おだけではないな。

志津香：少しよう佐さ……、もし可か能のうであればレオンハルトと会話をすることも……。

ハウント：いいや、それはできない。──レオンハルト・キャラハンは死なねばならない。それが唯ゆい一いつの結末だ。

志津香：う…………。

ハウント：気き遣づかい感かん謝しやする。だがもうこれは我われ々われふたりだけの問題ではないのだ。ヤツのために、人が死にすぎている。

ＧＭ：では、そんな会話をしつつキミたちがやってきたのは、再ふたたびイギリスのキャラハン城じよう。来た面子めんつはキミたちの他、デイズチーム、東雲、ルイ、イザベラ。

ハウント：イザベラはさすがに付いてくるか。

ＧＭ：真しん剣けんそのものの眼まな差ざしでイザベラはうなずく。「口も、手も出しません。ただ、おふたりの結末を見み届とどけさせてください」

ハウント：それがキミの選せん択たくならば、好きにするといい。

ＧＭ：「はい」

瑠璃：では総そう勢ぜい十一名でキャラハン城へ入る。

ＧＭ：相も変わらず、城の中に人の気配は無いよ。コツコツと歩いていくとバンケットホールの中央にレオンハルトの姿すがた。

瑠璃：レオンハルト！

ハウント：来たぞ、ここに。

ＧＭ：レオンハルトは両手を広げる。「ようこそ」と彼かれが言うと同時に──。




　レオンハルトの背はい後ごに現あらわれる〝天国の門〟。

　すでに開かれたそこから、暗くら闇やみが噴ふき出だす。




ＧＭ：気がつけばキミたちは、いつかのように〝天国の門〟の中に囚とらわれている。そこにいるのはレオンハルトとナイトフォールのみ。

瑠璃：なにっ！

ラハブ：我々と味方を分ぶん断だんしてきましたか。向こうもやる気ですねぇ。

ＧＭ：「本当ならば、強ごう羅ら瑠璃ひとりを残して後の方には退たい場じようしていただきたかったのですが」とレオンハルト。「強固な絆きずなでむすばれているものは、この〝天国の門〟では分かちがたいらしい」

ハウント：邪じや魔ま者ものは排はい除じよしきれなかったということらしいな。……ではそろそろ教えてもらおうか。お前は瑠璃に何をしようとしている。

ＧＭ：「単たん純じゆんな、そうとても単純な話ですよ兄上」とレオンハルトは薄うすく笑う。「私わたしは強羅瑠璃を通して、ガイアにすべての遺産を滅ほろぼしてもらおうと思っているのです。それには──今日、この瞬しゆん間かんでなければならなかった」

瑠璃：どういうことだ！

ＧＭ：すう、とレオンハルトは瑠璃に視し線せんを向ける。「強羅瑠璃、貴方あなたは徐じよ々じよにガイアに侵しん蝕しよくされている。ソロモンの見立てでは明日、貴方はガイアにすべてを食われ、ガイアは自我に覚かく醒せいする」

瑠璃：…………ああ、それは知っている。

ＧＭ：「ではこうも考えられませんか？　今の貴方を介すれば、ガイアそのものを操れる」

志津香：っ!?

ＧＭ：「ガイアの侵蝕が浅ければ意味がない。ガイアに食われ切ってしまった後では遅おそい。この六日目でなければならないのです」

瑠璃：馬ば鹿かな、そんなことが可能なのか……？

ＧＭ：「これは一種の賭かけです。ですが勝算は十分にある。私の遺産〝天国の門〟は亡ぼう霊れいを使い、人を操あやつる力を持ちますし──」

ラハブ：ハウントと同じ力ですか。

ＧＭ：「私自身の憎ぞう悪おをガイアに読み取らせることで、遺産をすべて破は壊かいしてもいい」

志津香：どちらにしても、あなた自身も無事ではすみませんわよ！

ＧＭ：「そんなこと、どうでもよいのです」ただ冷たくレオンハルトは言い放つ。「復ふく讐しゆうを成なすことに比くらべれば、そのようなこと」




　その目は歪ゆがみ、澱よどみきっていた。

　みずからを焼く復讐の狂きよう気きに。




志津香：この方、とうにジャームに……！

ＧＭ：「さあ、ナイトフォール。最後のゲームと行こうではありませんか！　ここに来て貴方たちを言葉で動かせるなどとは思っていません。決着は、力でつけましょう！」

ラハブ：ついにキングみずからのお出ましですか。

瑠璃：お前の企たくらみも、そしてソロモンの企みも、すべて止めてみせる。

ハウント：……レオンハルト。




　仮か面めんの奥おくから、ハウントは弟の姿すがたを見み据すえる。

　視線を外さぬまま、彼は拳けん銃じゆうを抜ぬいた。




ハウント：私は私の誓ちかいを果たそう。──我が復讐により、お前に死を。

ＧＭ：「私も同様ですよ、兄上。──我が復讐により、世界に死を！」




　ふたりの亡霊の戦いが、始まる。




ＧＭ：というわけで戦せん闘とうだ！　敵てきはレオンハルトひとり！　戦闘配置はこんな感じ。

[image: ]

ラハブ：まず行こう動どう値ちを聞きましょうか。

ＧＭ：レオンハルトは12だよ。

志津香：わたくしはリアクティブコートを着たから５になりましたわ。

ＧＭ：ではセットアップから開始しよう。レオンハルトは《ブレイクウィンド》というエフェクトを使用する。

志津香：むっ、こちらを移い動どうさせるエフェクトですわね。

ＧＭ：そう。その効こう果かで全員を20メートル引ひき離はなす。……レオンハルトが腕うでを一ひと振ふりすると、〝天国の門〟が背後に現あらわれて空間そのものが広がる。

瑠璃：くっ、考えてみれば今いる異い世せ界かいそのものがヤツの遺産なんだな……。

ラハブ：自じ由ゆう自じ在ざいでしょうねぇ。ワタシは《原初の黄：加速装そう置ち》＋《原初の白：サポートデバイス》＋《戦せん陣じんの火》！　すべて使って行動値61！

瑠璃：こちらは《フルパワーアタック》！

ＧＭ：いつもの陣じん容ようだな。ではまずはラハブの手番だ。

ラハブ：ふむ、ここは新しく手に入れた切きり札ふだを使うとしますか。

志津香：おっ！

ラハブ：マイナーで《オリジン：レジェンド》！　イフリート形けい態たいに戻もどりつつ、《インフェルノ》＋《プラズマカノン》その他！　決して燃もえ尽つきぬ地じ獄ごくの業ごう火かをお見せしましょう！

ハウント：シャイターンが使っていた、ダメージを与あたえると行動済ずみになるエフェクトか。

ラハブ：その通り！　達たつ成せい値は70！

ＧＭ：〈回かい避ひ〉はしないよ。

ラハブ：えっ？　……ダメージは70点です。

ＧＭ：うむ、そのダメージはすべて打ち消されるね。

一同：ええっ!?

ＧＭ：Ｅロイス・拒きよ絶ぜつの結界だ。一個こで30点まで耐たえるこのＥロイスを三つ持っている。一度でも90点以上を与あたえないとレオンハルトはあらゆるダメージを受けない。

志津香：み、みっつ!?

ＧＭ：ラハブの打ちだしたすさまじい炎ほのおの奔ほん流りゆう。それがレオンハルトに当たる直前、背後の〝天国の門〟に吸すいこまれて消えてしまう。

ラハブ：ま、まさか《インフェルノ》を無む駄だ打うちしてしまうとは……！

ハウント：90点を超こえるのか。それは至し難なんの業わざだぞ。

瑠璃：しかし拒絶の結界ということは、衝しよう動どうは嫌けん悪おか。

志津香：てっきり少佐と同じ憎悪だと思っておりましたが。

ＧＭ：その辺は秘ひ密みつがあるのだよ。……そしてレオンハルトの手番！　《振しん動どう球きゆう》＋《要かなめの陣じん形けい》＋《縛ばく鎖さの空間》＋《茨いばらの縛いましめ》＋《疾しつ風ぷう迅じん雷らい》その他！　周囲の空間から亡ぼう霊れいたちがまとわりつき、山やま盛もりのバッドステータスをプレゼントだ！

瑠璃：（調べて）重じゆう圧あつと放心と硬こう直ちよく!?　これはやばい！

志津香：ならば《時の棺ひつぎ》ですわ！　亡霊たちをすべて星で叩たたき伏ふせてさしあげます！

ＧＭ：「ふっ」とレオンハルトは余よ裕ゆうの笑えみ。「ひとつ目は防ふせがれましたか。ならば次で仕し留とめるまで」

ラハブ：確たしかに、この攻こう撃げきとあの防ぼう御ぎよ能のう力りよくはまずいですね……。

ハウント：次は私だが、こうなると待機か。

志津香：正直瑠璃さん以外は90点出せませんものね……。わたくしの手番はマイナーで５メートル前方へ移動。メジャーアクションは何もせず。そして次のイニシアチブプロセスで《マグネットムーブ》！　レオンハルトを引ひき寄よせますわ！

瑠璃：そしてそのタイミングがわかっていたようにあたしが動く！　《ハンティングスタイル》＋《完全獣じゆう化か》＋《破は壊かいの爪つめ》！

ＧＭ：さあ来い！

瑠璃：そして《神しん獣じゆう撃げき》＋《コンセントレイト：キュマイラ》その他！　達成値46！

志津香：後を押おしますわ！　《暴ぼう食しよくの魔ま王おう》！

瑠璃：ダメージは──[image: ]点！　貫つらぬけええええええええええええええええっ!!

ＧＭ：ぐっ、[image: ]!?　……《ショックアブソーバー》を使って30点軽けい減げんし、あと[image: ]点！　90点を超こえたので、Ｅロイスが解かい除じよされた……！

一同：よーし！

ハウント：90点のバリアと見せかけて、実は[image: ]点まで耐たえる設せつ計けいになっていたのか。

志津香：なんと恐おそろしい（笑）。

ＧＭ：あわよくば２ターン目まで保もたせようと思っていたのに（笑）。〝天国の門〟が開ききる前に、輝かがやく狼おおかみとなった瑠璃がレオンハルトを、そして門自体に一いち撃げきを加える。さすがのレオンハルトも顔が歪ゆがむ。「これほど早く門を突とつ破ぱするとは……！」

瑠璃：越えてきた死線の数が違ちがう。ナイトフォールをなめるな。

ＧＭ：「参考にしますよ……！」とレオンハルト。

ハウント：そして待機していた私の手番だな。門の守しゆ護ごがなければ、遠えん慮りよはない。だがこれだけは言っておこう。……よくそこまで〝天国の門〟を扱あつかえるようになったものだ。

ＧＭ：「この遺産こそ、私の憎にくしみの源みなもとです。なれば、組くみ伏ふせもしようもの」

ハウント：だがな、レオンハルト。その門をもっともうまく使えるのは、お前ではない。

ＧＭ：「──なに？」

ハウント：そういいつつ攻撃。《マルチウェポン》を入れたいつものコンボだ。……達成値は25。ふるわなかったな。まだ侵しん蝕しよく率りつ[image: ]％いっていない身ではこのようなものか。

ラハブ：まだ[image: ]％いっていないのですか!?　ワタシはそろそろ[image: ]％に届とどきますよ!?

ハウント：実はまだだ。登場の侵蝕率がとにかく低くてな。

瑠璃：少佐、まだ《リザレクト》できたのか……。あたしももう[image: ]超こえてる。

ＧＭ：んー、だがしかし回かい避ひはできず。防ぼう御ぎよはＥロイスだよりだったからなあ。

ハウント：ダメージは33点。出目の小ささが響ひびくな……。

ＧＭ：ハウントの二丁拳けん銃じゆうがレオンハルトを撃うつ。だがまだ彼は倒たおれない。「ナイトフォール、恐おそるべき相手。ならば、無理をしてでもここでチェックメイトをかけましょう」

瑠璃：来るか！

ＧＭ：《加速する刻とき》！　このラウンドの最後に追加行動する！

ラハブ：ここであのバッドステータス山盛りはまずいですね……。

志津香：でも一回ならばカバーリングを駆く使しして──。

ＧＭ：マイナーアクションで《縮地》＋《ライトスピード》。

ハウント：なにっ！　二回攻撃！

ＧＭ：10メートルさがりつつ、レオンハルトは腕を振ふる。門がふたつ現れ、そこから亡霊たちが今までの倍集まってくる。

瑠璃：こ、これは……！

志津香：本ほん格かく的てきに追おい詰つめにきましたわ。この攻撃に耐えるのには二個のタイタスが必要。さらにバッドステータスを回かい復ふくするのに手間がかかります。特に瑠璃さんには移動不ふ可か能のうになる硬こう直ちよくが致ち命めい的てき──。

瑠璃：この後にソロモンも待っているというのに！

ラハブ：ここがクライマックスならばまだ無理もしようというのに……！

ハウント：（いくつか確認して）……ならば、ここは任まかせてもらおう。

志津香：少佐！

ハウント：皆みなは寝ねていて構かまわない。後は私が請うけ負おう。




　静かに、だが有う無むを言わせぬ力強さでハウントは言う。

　その決意に、三人はうなずくしかなかった。




ＧＭ：……では攻撃をしよう。《要の陣形》を使って一撃目は瑠璃、志津香、ラハブ。二撃目は立ち上がっているものから対象を選ぶ。

ハウント：来い。

ＧＭ：ハウントの覚かく悟ごに、レオンハルトも表ひよう情じようを変える。薄うすい笑いも狂きよう気きの歪ゆがみもそこにはない。ただひたと、兄の姿を見る。「……どうやら、この一撃で我らの因いん縁ねんも終わりのようですね」

ハウント：そうなるな。だが、思い出など語る必要はない。

ＧＭ：「そのつもりもありません」レオンハルトは手を上にあげ──「行きます」と振ふり下おろした。




　ふたつの門から亡霊たちが解とき放はなたれる。

　一撃目で瑠璃と志津香は倒たおれ、ラハブはハウントに《領りよう域いきの盾たて》でかばわれて無事。ハウントは《リザレクト》で復帰する。

　そして第二撃──。




ＧＭ：復讐の念がこもった出目だ！　出目61で技ぎ能のう12レベル。達成値73！　ドッジ不ふ可かなのでダメージは──58点！

ラハブ：もちろんそれでワタシは倒れます。

志津香：少佐、大だい丈じよう夫ぶですの……？

瑠璃：少佐……。

ハウント：ああ、大丈夫だ。準じゆん備びは整ととのった。──侵蝕率が[image: ]％を超こえたのでな。




　亡霊に精せい神しんを食われつつ、ハウントの視線はレオンハルトを射い貫ぬく。

　そして、両の手に握にぎった銃は考えるまでもなく銃じゆう口こうを視線の先に向ける──。




ハウント：《ラストアクション》。

ＧＭ：しかし重圧がかかっているから、《ラストアクション》は発動しないぞ！

ハウント：わかっている。だから──レオンハルトへのタイタスをここで昇しよう華かする。




　亡霊から伝わるレオンハルトの憎ぞう悪お。彼に裏うら切ぎられた己おのれの憎悪。彼に殺された一族の無念。

　そのすべてを受け止めて、そのすべてから手を離はなして。

　ハウントは──トリガーを引いた。




ハウント：復讐者のＤロイスを使う。そして《マルチウェポン》のコンボだ。

志津香：これで倒たおせれば……！

ハウント：《妖よう精せいの手》、そして《勝利の女神》ももちろん乗せる。達成値61。

ＧＭ：回避はできず……！

ハウント：ダメージは、87点だ。

ＧＭ：元々受けているダメージが[image: ]点。……ＨＰ[image: ]点なので、それで落ちる。




　銃じゆう弾だんは狙ねらい違たがわず、レオンハルトの心しん臓ぞうを撃うち貫つらぬいた。

　復讐は、成なったのだ。



















ＧＭ：戦闘は終しゆう了りようだ。

ハウント：勝ったか……。

ＧＭ：まさか２ラウンド目まで行かないとは。

瑠璃：でも、この一撃で落とせなければまずかった──。

ハウント：その時は私がひとりで戦ったさ。それだけだ。

志津香：少佐……。

ＧＭ：レオンハルトが倒れると、全員元のキャラハン城へと戻もどってくる。突とつ然ぜんキミたちがいなくなったと思っていたデイズチームやルイ、イザベラたちは、慌あわてて駆かけ寄よってくるね。

ハウント：イザベラ。

ＧＭ：イザベラは満まん身しん創そう痍いのハウントを、そして瀕ひん死しのレオンハルトを見て状じよう況きようを察したようだ。「……ハウント様、終わったのですね」

ハウント：いや、イザベラ。まだここからだ。

ＧＭ：「えっ？」

ハウント：レオンハルトのもとに行く。

ＧＭ：「……あに、うえ……」と息も絶たえ絶だえにレオンハルトは実の兄を見る。

ハウント：レオンハルト、見ろ。

ＧＭ：「……？」

ハウント：お前が憎にくみ、お前が利用した〝天国の門〟を、見るんだ。

ＧＭ：おお？　レオンハルトはよろよろと門を見るけれど？

ハウント：ここは好きに演えん出しゆつさせてもらおう。そのボロボロになった〝天国の門〟はわずかに開いていて、そしてそこにはひとりの少女の亡霊がいる。悲しそうに、寂さびしそうにレオンハルトを見ている少女だ。

志津香：そ、その子は……。

ハウント：ヴィクトリア。キャラハン家の末すえ娘むすめにして、レオンハルトが狂気に走る原げん因いんとなった娘だ。

ＧＭ：レオンハルトは「ヴィクトリア、なぜ……！」と目を見開いている。

ハウント：お前は気がついていなかった。ヴィクトリアはずっとあの門の側そばに、お前の側にいたのだ。肉体は戻って来なくとも、亡霊として。──お前のことを気にかけて、だ。

ＧＭ：「では、私は……」

ハウント：ヴィクトリアはずっと憂うれえていたのだ。自分のためにお前が歪ゆがんでいくのを。自分のためにお前が多くの命を奪うばうのを。ずっとだ。

ＧＭ：「お、おお……」

ハウント：馬ば鹿か者ものめ。あの子をあんなに悲しませおって。馬鹿者め……。




　静かに、ただ静かにハウントはレオンハルトを叱しつ責せきする。

　その姿は仮面の復讐者のものではない。弟を叱しかる、兄の姿だ。




ハウント：レオンハルト、お前は優やさしい子だった。だがお前はその優しさゆえに、多くのものを殺めた。多くのものの運命を歪めた。

ＧＭ：「私は……」レオンハルトはしばし目を伏せ、そして言う。「本当に愚おろかだったのは、私の方、だったのか……」

ハウント：…………。

ＧＭ：「兄上、告白します。私が、私がもっとも憎にくみ、嫌けん悪おしていたのは他ならぬ私自身。遺産を憎み、それでも遺産を使わざるを得ない私を、妹を殺したこの門を使わざるを得ない自分自身でした」

ハウント：お前の憎悪と狂気を、私は責せめるつもりはない。だが──責せき任にんは取らねばならぬ。しかるべき、結末を。

ＧＭ：レオンハルトはかすかに笑ってうなずき、そして瑠璃に向き直る。「強羅瑠璃、ソロモンの指ゆび輪わの半分はここにあります」と懐ふところから指輪を。

瑠璃：無言で受け取ろう。

ＧＭ：「武ぶ運うんを、祈いのっていますよ」

瑠璃：ああ。お前のことも、忘わすれない。

ＧＭ：「ははっ、願ってもない」

ハウント：では改めて銃口を向ける。……さらばだレオンハルト。我が弟よ。ヴィクトリアと共に行くがいい。

ＧＭ：「──さらばです、兄上」




　数秒だけ、血を分けた兄きよう弟だいは見つめ合い。

　乾かわいた銃じゆう声せいが、それを断たち切きった。




ＧＭ：レオンハルトは倒れる。

ハウント：…………。

志津香：何も、言えませんわね。

ラハブ：ええ。これはハウントの物語です。我々には何も言えません。

ＧＭ：イザベラは「ハウント様……」と心配そうに声はかけるけれど。

ハウント：……これで、長年続いたキャラハン家も終わりだな。

ＧＭ：「はい──」

ハウント：だが、感かん慨がいにふけっているわけにもいかない。私の復讐は終わったが、我々にはまだやらなければならないことがある。……そうだな、隊長。

瑠璃：ええ、少佐。──ソロモンの指輪を、ひとつに戻もどします。

ＧＭ：では瑠璃がふたつの指輪をカチリとはめると、そこから光が走り──。





《振動球》　衝撃波を撃ちだすハヌマーンのエフェクト。

《要の陣形》　領域を操作し、攻撃などを分裂させるオルクスのエフェクト。

《縛鎖の空間》　領域を操作し、相手を縛るオルクスのエフェクト。

《茨の縛め》　領域内の地面や植物を操作し、相手の脚に絡みつかせるオルクスのエフェクト。

《疾風迅雷》　超高速で攻撃することによって、回避させないハヌマーンのエフェクト。

《時の棺》　ブラックホールを作り出し、攻撃を防ぐバロールのエフェクト。

《マグネットムーブ》　電磁力で相手を引きつけるブラックドッグのエフェクト。

《暴食の魔王》　攻撃を加速させ、力を増幅するバロールのエフェクト。

《ショックアブソーバー》　衝撃の反作用を利用し、ダメージを和らげるエフェクト。

《マルチウェポン》　ふたつの武器を同時に扱うノイマンのエフェクト。

《加速する刻》　強引に行動するエフェクト。

《縮地》　領域を操作し、一歩で望んだ場所に行くオルクスのエフェクト。

《ライトスピード》　超高速で行動するハヌマーンのエフェクト。

《ラストアクション》　倒れると同時に行動するノイマンのエフェクト。

《勝利の女神》　的確な助言により、行動の成功率を上げるノイマンのエフェクト。









◆Middle09◆賢けん王おうの孤こ独どく

Scene Player ── ラハブ




　光と共にソロモンの記録がその場にいる全員に流ながれ込こむ。

　数千年にわたる賢王の記録は、奔ほん流りゆうとなって皆みなの意識を押おし流し──。

　気がつけば、一行は本で埋うめられた館やかたにいた。

　その中央に、背を向けて書きものをしている老人がひとり。




ＧＭ：では次のシーンだ。……ソロモンの指輪を合わせると、キミたちにソロモンの記録が流ながれ込こんでいる。そして気がつけば、キミたちは本だらけの館にいる。

志津香：転てん移いしたのですの!?

ＧＭ：いや、そういう感覚ではないね。今見ているものには、どこか現げん実じつ感かんが無い。

ハウント：幻げん影えいというところか？

ＧＭ：仮か想そう空間って言い方が正しいかな。ともあれ、ここは現実ではないことはわかるよ。でも、全員が同じ情じよう報ほうを共有している。

ラハブ：ふむ、どうやらソロモンの知ち識しき庫のようですねぇ。もしやこれがかの小説家が描えがいたバベルの図書館なのかもしれません。

ＧＭ：そして、その館の中央に書きものにいそしむ老人がひとりいる。

瑠璃：……ソロモンか？

志津香：えっ、本人がいますの？

ハウント：状じよう況きよう的てきには本人がいるとは考えられないがな。

ラハブ：ならば聞いてみましょう。……そこに居おられるのは、我が主ですかな？

ＧＭ：老人はヒョイと振ふり返かえる。「ほう、ラハブか。こんなところで会うとは珍めずらしい」

志津香：なにやら、雰ふん囲い気き違ちがいますわね……。

ラハブ：……失礼ですが、ソロモン本人ですか？　なにやら違うような。

ＧＭ：「はっはっは、そう思うのも仕方がない」と老人は笑う。「この私はソロモンであってソロモンではない。この記録を管理するために作られた仮か想そう人じん格かくだ」

ハウント：ふむ、この図書館の司し書しよということか。

瑠璃：ということは、もしかしてこのソロモンは今のように歪む前のソロモン……？

ラハブ：（ＧＭに）で、合っていますか？

ＧＭ：ああ、ラハブにはわかるね。確かにこのソロモンは、数日前砂さ漠ばくで出会った彼とは違う。どちらかというとラハブが知っているソロモンに近いね。

ラハブ：おお……。では膝ひざを折りましょう。長らくご無ぶ沙さ汰たをしていました、我が主。

ＧＭ：「うむ、久ひさし振ぶりだな。私も会えてうれしいぞ」とソロモンは柔にゆう和わに笑う。

ラハブ：そして紹しよう介かいいたします。こちらが新たなる時代にできた、ワタシの友です（瑠璃たち三人を示しめす）。

ＧＭ：「ほう！」とソロモンは膝を叩たたく。「ほうほう、ほうほうほうほう！　なんと！　ラハブよ、お前はついに人間の友を得たか！　なんと素す晴ばらしい。はっはっはっは！」

ラハブ：ええ、喜ばしいことに。

志津香：…………本当に、雰囲気は違いますのね。

瑠璃：うん、親子のような繫つながりを感じる。

ハウント：これが本来のソロモン、賢王と呼よばれた彼の姿すがたか。

瑠璃：ラハブにもやっぱり絆はあったんだ。なんだかうれしいな……。

ＧＭ：「さて」とソロモンは椅い子すを取り出して、そこに座すわる。「ここまで来たのだ。何か聞きたいことがあるのだろう？」

瑠璃：……ガイアが覚かく醒せいを始めている。その止め方を。

ＧＭ：「ガイアの覚醒？」とソロモンは眉まゆをひそめる。「ふむ、そこのお嬢じようさん。申もうし訳わけないが最初から説明してはもらえないか？」

瑠璃：えっ？　で、でもあなたの計画なのだけれど……。

ＧＭ：「ふむ、そうなのか。だが私──現実のソロモンは久ひさしくこの図書館には来ていないのでな。その後に計画したものなのだろう」

瑠璃：そんな……。

ＧＭ：「だが過か去このデータから類るい推すいすることはできる。さ、説明してくれるかね？」

瑠璃：は、はい。




　戸と惑まどいつつも瑠璃は語る。

　ソロモンによるガイアの覚醒、その全ぜん貌ぼうを。




ＧＭ：「ふうむ」とソロモンは腕を組む。「なかなか面白そうなことを考えるな……」

志津香：ちょ、ちょっと！（笑）

ＧＭ：「だがまあ、世界を顧かえりみないのはいただけん」

ハウント：分別があるのだな（笑）。

瑠璃：そういうわけです。なにか止める方法はありますか？

ＧＭ：「…………残念ながら、無い。だが可か能のう性せいならば提てい示じできる」

志津香：な、なんですの!?

ＧＭ：「単純な発想だ」とソロモンは言う。「ガイアに頼たのんで、寝てもらえばいい」

瑠璃：それは──！

ＧＭ：「ソロモンはガイアと語らうために覚醒させるのだろう？　だとすれば、キミたちの話を聞いてくれてもおかしくはない」

ハウント：た、確かに正せい論ろんではある。しかし……。

瑠璃：可能、なんですか。そんなことが。

ＧＭ：「わからぬよ。だがやれるとすれば、キミしかいないだろう。ガイアと繫つながったお嬢さん」ソロモンは瑠璃の目を見てそう答える。

瑠璃：あたしが……。

ＧＭ：「キミたちの話によれば、ガイアはお嬢さんを通じて自じ己こを認識しつつあるという。それはつまり、お嬢さんの人格をモデルに自己を形成しているということだ。ガイアが交こう渉しよう可能なものになるかどうかは、お嬢さん次第だろうね」

瑠璃：…………。

ＧＭ：ゲーム的な話で補ほ足そくすると、ガイアとの交渉は瑠璃のロイスの状況によって変化する。

ハウント：それは頭にたたき込こんでおかねばならんな。

ＧＭ：ソロモンは言う。「もしガイアと語らうならば、この星の奥おく深ふかく──古代の人間が〝星の祭さい壇だん〟と呼よんだ場所に行くといい。もっとも、ソロモンもそこにいるだろうがね」

ハウント：ご老人。詳くわしい場所を教えていただけるだろうか。

ＧＭ：「ああ。これだよ」とソロモンは本をハウントに渡わたす。ハウントが本に触ふれるとすう、と消えてハウントの頭の中にその座ざ標ひようが刻きざまれる。

ハウント：……ふむ、これで〝天国の門〟を使えば行けるな。

瑠璃：使えるんですか、少佐。

ハウント：元々は私が使うはずのものだ。……で問題無いだろうか、ＧＭ。

ＧＭ：うん、問題無いよ。もともとその想定だったし。なお、こちらのソロモンは続ける。「もっとも、キミたちがガイアと交渉するのを現実のソロモンは必ず阻そ止しするだろう。倒たおさぬ限かぎり、この方法は使えないぞ」

瑠璃：（うなずいて）覚悟の上です。

ＧＭ：「ふむ、ならばいい」とソロモンはうなずく。「がんばりたまえ」

ラハブ：………………ソロモン、ワタシからもひとつ尋たずねてよいでしょうか。

ＧＭ：「答えられることならば」

ラハブ：ワタシの見たアナタは、今のアナタとは違う。なぜ、あのように歪んでしまわれたのですか。アナタほどの人をもってしても、膨ぼう大だいな時の流れには抗あらがえませんでしたか。

ＧＭ：「痛いたいところを聞くな、ラハブ」

ラハブ：…………。

ＧＭ：「そんな顔をするな。……私はあくまでも仮想人格にすぎん。過去でしかないこの身では、現げん在ざいの私が何を考えているかなど思い及およぶべくも無いが」と言いつつソロモンはこの図書館の中でもっとも古い本を差し出す。「そうまで言うならば見るがいい」

ラハブ：これは？

ＧＭ：「ソロモンと呼ばれたひとりの男が、どのような時を歩んできたのか。それが記された本だ。これを見れば、何かがわかるかもしれん」

ラハブ：受け取りましょう。

瑠璃：あたしも。

志津香：拝はい見けんいたしますわ。

ハウント：同じくだ。

ＧＭ：四人はその本に触れ、そして見る。ソロモンの、その生しよう涯がいを。




　ソロモンは、神の欠片かけら──今でいうレネゲイドに魅みせられたひとりの人間だった。

　彼は圧あつ倒とう的てきな天才であり、レネゲイドを利用して多くのものに恩おん恵けいを与あたえた。

　人々は彼を偉い大だいな王、聖せい人じん、賢王と呼よび、その力を崇あがめた。




ＧＭ：ソロモンの知識は今のレネゲイド技ぎ術じゆつと比くらべても遜そん色しよくない、どころかＵＧＮやＦＨが到とう達たつしていないものすらいくつも解とき明あかしているレベルだ。

志津香：こ、これを数千年前に……。

ハウント：恐るべき才さい能のうだな。

ＧＭ：これが振ふり返かえってみれば、ソロモンにとってもっとも幸福な時代だった。だが──。




　民たみに崇められ、慕したわれる王だけでいられればそれでよかっただろう。

　だが、ソロモンの才能はさらに先へと進む。

　世界の意い志しを垣かい間ま見みて、魔ま人じんを製せい作さくし、真理を究めようとした。




ＧＭ：しかし、その行こう為いは人に理り解かいされることは無かった。

ラハブ：…………。

志津香：それは、そうですわね。民はみずからを護まもってくれるもの、みずからに恵めぐみを与あたえるものを崇めるのですから……。

ハウント：真理の探たん究きゆうにも、世界の意志にも興きよう味みは無い。彼らにとって大切なのは今日の平和と、明日の安心だ。

瑠璃：人が離はなれたのか、ソロモンが先に行ってしまったのか。

ＧＭ：それはわからない。だが徐々にソロモンの周りから人が離れていく。……彼はこの時、すでに人にあるまじき寿じゆ命みようを手に入れてもいたしね。ソロモン自身はそのことを気にしていなかったのだけれど。




　ソロモンはさらに先へと進む。

　レネゲイドの研究に没ぼつ頭とうし、さまざまな遺産を生みだした。セントラルドグマ、プランナーと言った超ちよう存そん在ざいと呼よべるものたちとも交流し、気まぐれに人間社会に影えい響きようを与えた。

　そして二十年前、レネゲイド解かい放ほうをきっかけにソロモンはガイア覚醒へとその計画を進める。己おのれの好こう奇き心しんを満たすために──。




ＧＭ：という流れだ。二十年前より先は、この指輪にアクセスしていないね。

志津香：これがソロモンの歩んできた人生……。

ラハブ：…………ようやく、わかりましたよ。ソロモンがガイア覚醒などを目指した理由が。

瑠璃：ラハブ？

ラハブ：ルリ。我が主は──孤こ独どくだったのです。

瑠璃：孤独……。

ハウント：そうか、なるほど。だからガイアなのか。

志津香：えっ、ど、どういうことですの？

ハウント：ソロモンは常つねにひとりだった。その圧倒的な才能ゆえに。民に崇められ、慕われたとしても、隣となりにはだれもいない。

志津香：あ……、心を通わせる相手ではない……。

ハウント：ソロモンは偉い大だいすぎた。だから誰だれも彼にはついて来られなかった。妻つまや子ですら、本ほん質しつ的てきには彼のことを理解しえなかったのだろう。ラハブやインといった、世界を滅ほろぼせる力を魔人に変えても、彼らはソロモンについてくるばかりで、理解はしない。

瑠璃：孤独か……。

ラハブ：思えばソロモンが最初にワタシに言った、「友を得よ」という言葉は孤独の裏うら返がえしだったのでしょうね。

ハウント：だからソロモンはガイアを求めたのだ。自己に並ならぶ存そん在ざいとして。破は滅めつの炎ほのおや太たい極きよくの闇やみを超えてしまった彼と共にいられるものは、もはやこの星そのものしかない。

志津香：ですが、あの方はそんなことを微み塵じんも感じさせませんでしたわ。

ハウント：ふむ、それは…………。

瑠璃：気がついていないんじゃないか？

ラハブ：といいますと？

瑠璃：ソロモンは自分が孤独であることに気がついていないんじゃないかな。だから好奇心で動いていると信じている。

志津香：納なつ得とくできますわね……。

ラハブ：確かに理解できます。……真実は、本人に突つきつけてからでないとわかりませんが。

ＧＭ：では仮想人格ソロモンは全員を見る。「さて、何か摑つかんだようだね」

ラハブ：ええ。後の疑ぎ問もんは、アナタに直ちよく接せつ尋ねてみることとします。

ＧＭ：「そうするといい。真実は己の手で摑むことに意味がある」

ラハブ：その言葉、忘わすれませんよ。

ＧＭ：……だいたい聞きたいことは聞いたかな？

瑠璃：そうだね。

志津香：こちらも問題ありませんわ。

ハウント：同じくだ。

ＧＭ：ではイベントを終わる前に……〈知覚〉の判定をしてもらおうか。難なん易い度どは９。

一同：お？

ハウント：〈知覚〉ならば私だな。……問題無く成功だ。

ＧＭ：では本を見つける。──表題は『聖せい杯はい共鳴型ホムンクルス、先行試作型の運用』。

ハウント：……？　触れてみるが……。

ＧＭ：本から流れ込んでくる知識は専せん門もん的てきなもので、すべてを理解はできない。だがこれだけはわかる。カルディナ・サレスはソロモンによって作られたホムンクルスだ。

一同：っ!?

瑠璃：な、なにっ!?

志津香：カルディナ隊長が、ホムンクルス!?

ハウント：どういうことだ……!?

ＧＭ：さっきも言った通り、細かいことはわからない。でも考えてみてくれ。ソロモンの最高傑けつ作さくである聖杯に、ただの人間が限げん定てい的てきにでも干かん渉しようして起動させることができると思う？

瑠璃：それは……。

ラハブ：ぐうの音もでませんねぇ。

志津香：そういえば、心臓を抜ぬかれても活動してるとかありましたわね……。

ＧＭ：ま、今わかるのはそれくらいだ。

一同：…………。

ＧＭ：では、最後にソロモンが言う。「そうだラハブ、ひとつ頼たのまれてはくれないか」

ラハブ：ほう？　アナタから頼みごとですか。これは久ひさ方かたぶりですな。──何なりと、我が主。この万ばん能のうの魔人めに、願い事をお言いつけください。

ＧＭ：「はは、懐なつかしい」と言ってから、ソロモンは告げる。「では、我が魔人ラハブよ。すべてが終わったらこの指輪を破壊してくれないか」

ラハブ：──っ！　それは！

ＧＭ：「現在の私はもうこの指輪には興味がないようだ。かといって、この知識を放置するわけにもいくまい。今の世界に、どうやらコレは危き険けんすぎる」

ラハブ：（眉まゆをひそめて）ですが、これがあればアナタにまた会いにくることができる。

ＧＭ：「何を言う。ここに居いるのは、ただ過去をなぞって反はん応のうを返すだけの幻まぼろしにすぎんぞ」

ラハブ：それでも、ワタシには捨すてがたいのですよ。……我が主。




　まるで子こ供どものように。ラハブは否いなを繰くり返かえす。



















ＧＭ：「変わったな、ラハブ」とソロモンは困こまったように笑う。

ラハブ：現げん代だい社会と、彼らのおかげで。だいぶ人に近くなったと言われます。

ＧＭ：「はっは！　我が技わざでも叶かなわなかったことを成なしたか！　人とは侮あなどれぬものだ」

ラハブ：ですので迷まよわせてください。決して悪用はさせませんので。

ＧＭ：「ならば好きにするがいい。お前に任まかせる」

ラハブ：──改めて礼を申し上げましょう。アナタに魂たましいをいただいたおかげで、ワタシは得え難がたい友を得、ナイトフォールという故こ郷きようを得ました。

ＧＭ：「そのようなことを言う魔人が出てきて、私はとてもうれしいよ」とソロモンは優やさしく言う。「──ではさらばだ。ラハブ・アブド＝アルマリク。幾いく久ひさしく健すこやかに」

ラハブ：さらばです。我が主ソロモン。偉い大だいなる王にして、創そう造ぞう主しゆよ。




　挨あい拶さつを交わすと共に、図書館は急速に遠ざかる。




ＧＭ：そうして、キミたちは元に戻もどってくる。

志津香：…………壮そう大だいなビデオレターでしたわね。

ハウント：まったくだ。

瑠璃：ラハブ。

ラハブ：はい。

瑠璃：何も言わずにソロモンの指輪を渡す。

ラハブ：……ええ、受け取ります。

ハウント：さて、薄い可能性だが突とつ破ぱ口こうは見つかったな。

志津香：ガイアに頼たのめ……って、本当にできるのですか？

瑠璃：でも他の方法がわからない以上、やるしかない。

ラハブ：その通りですねぇ。……ですがまあ、少々ボロボロです。このままソロモンのところへ行くのは厳きびしいかと。

ハウント：そうだな。突とつ撃げき準備のためにアロタニアに戻るのがよかろう。

志津香：カルディナ隊長に聞きたいこともできてしまいましたしね……。

瑠璃：（うなずいて）了りよう解かいだ。一度アロタニアに戻ろう。

ＧＭ：では、ここでシーンを切るね。







◆Middle10◆そして、夜が来たる

Scene Player ── 瑠璃




　アロタニアには、主要なメンバー全員が待っていた。

　各かく支し部ぶの支部長たち、テレーズ、アッシュ、加賀美義彦ら中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんたち。

　キョウや東雲、ルイたちもまた、瑠璃の言葉を待っている。




　瑠璃は改めて仲間たちに向き直り、口を開いた。




ＧＭ：では次のシーン。……ミドルフェイズ最後のシーンだ。

瑠璃：（うなずく）

ＧＭ：レオンハルトを倒たおしたので、《ディメンジョンゲート》が使用可能になり、それを使ってキミたちはアロタニアへと戻ってきた。

志津香：これで移動に関してはマシになりましたわね……。

瑠璃：状況は？

ＧＭ：遺産についてはほぼ解かい決けつしている。ＵＧＮの方も致命的なダメージは受けず、どの支部も復帰に入っているね。なによりも中枢評議員が何人かここに入ったことと、本部が復帰したことが大きい。

ハウント：さすがの影えい響きよう力りよくだな。

ＧＭ：ただ、地球の異常は止まっていない。ＵＧＮの情じよう報ほう統とう制せいもできていないので、もうニュースなどが出始めているくらいだ。

瑠璃：具体的な被ひ害がいは出ている？

ＧＭ：まだだね。本当にギリギリだけれど。

ラハブ：覚かく醒せいしていない、という証しよう拠こなのですかねぇ。

ＧＭ：そしてアロタニアの湖こ畔はんに設せつ置ちされた本部で、まずテレーズが聞く。「ガイアを止める手しゆ段だんは見つかった？」と。

瑠璃：はい。……まだ可能性にすぎませんが。

ＧＭ：「どんな方法だ？」とアッシュ・レドリック。

瑠璃：ではイギリスでの情報を皆に説明しよう。

ラハブ：おっとルリ、ソロモンの指輪にまだアクセスできることは内ない密みつにしておいてもらえますか。利用されるのは不本意ですので。

瑠璃：わかった。じゃあそこだけ隠かくして、後は説明する。

ＧＭ：「…………」と瑠璃の話を聞いて、皆沈ちん黙もくしたまま思いをめぐらす。おしなべて重い表情だね。

瑠璃：──みんな、聞いて欲ほしい。




　全員の顔を見回して、瑠璃は静かに切り出した。




瑠璃：この数日間、あたしたちは世界を護まもった。おそらく護りきったと言えると思う。みんなと共に戦って、あたしは改めて思いだした。世界を──日にち常じようを護るということはこんなに大変で、尊とうといものだっていうことを。




　世界はすでに変へん貌ぼうしている。

　だが、それでも、かけがえのない日常を護りたい。

　それがＵＧＮという組そ織しきの根底だ。だから──。




瑠璃：これからあたしたちはソロモンのもとへ行き、彼の陰いん謀ぼうを止め、ガイアの覚醒を止める。……あたしが原因のひとつに巻まきこまれているからじゃない。みんなで繫つないだ、この細い糸を切らさないために。──世界を護るために、行くんだ。




　かみしめるような一言が、全員に染しみ渡わたる。

　そして、瑠璃は続きを口にした。




瑠璃：だからどうか、あたしたちにこの一件けんを預あずけて欲しい。相手はソロモンだ。大人数で行ってもおそらく意味は無い。……みんなにはこの世界を護っていて欲しい。あたしたちが、これからも護り続けていくこの世界を。




　瑠璃の言葉が切れた、その瞬間に──。

「護るぞ、俺おれたちの手で！　世界を！」

　大だい歓かん声せいと共に、誰だれかが叫さけんだ。

「そうだ、ナイトフォールと共に！」「ナイトフォールと共に！」




ＧＭ：大歓声とも、気合いの雄お叫たけびともつかぬその声はしばらく続く。

瑠璃：──ＦＨはまだこちらの隙すきをうかがっている！　各支部の支部長は、本部エージェントと連れん携けいして攻撃を受けている支部に増ぞう援えんを！　あと半日しのげば敵てきは自然に撤てつ退たいする！　もう少しだ！

志津香：ソロモンの呼よびかけならば、七日間でさがるはずですものね。

ハウント：では我々も回復などを済すませておこう。時間に余よ裕ゆうがあるわけではない。

ラハブ：ＮＰＣ効果のテレーズと霧きり谷たにが残っていましたね。ＨＰを全ぜん回かい復ふくさせつつ、シナリオ回数制せい限げんのあるエフェクトを復帰させましょうか。

志津香：ではわたくしは《時の棺ひつぎ》を。

ハウント：こちらは《妖精の手》だ。

ラハブ：ワタシは《サポートデバイス》を。

瑠璃：実はあたしは特にシナリオ回数制限エフェクト持ってない。だからこのまま。

ＧＭ：了解。……ではナイトフォールの面々は、本部のテントで回復などをしていると思ってくれ。そこにキョウくんたちがやってくる。

瑠璃：鷺さぎ乃の宮みやキョウ？　どうした？

ＧＭ：「うむ、皆と相談したのだがな。余よたちは日本へ戻ろうと思う」とキョウくん。すると凛り々り花かが「どうもね、白しら鷺さぎ市に攻撃をかけようとしている人がいるみたいなの……」と。

志津香：それは見み過すごせませんわね。

ＧＭ：「今回、鷺乃宮はさんざんＦＨとやらの邪じや魔まをしたからな。報ほう復ふくに来たのかもしれん」と斗月。「あいくんだけに守りを任せるのもかわいそうだしねー」と会長。

ハウント：ああ、あのよく額ひたいの光る彼かの女じよか（笑）。

ＧＭ：「というわけだ、強羅瑠璃」とキョウくんは笑う。「おぬしたちが裏うらで世界を救うのならば、余らは表で世界を支ささえよう。……おぬしが帰ってくる、この世界を」

瑠璃：ああ、お前にならば任まかせられる。頼んだ、鷺乃宮キョウ。

ＧＭ：「うむ！　金ならあるからのう！」




　陽光を思わせる笑顔と、そして得意ゼリフを残してキョウたちは去っていった。

　自分たちとはまるで違う、日ひ向なたに生きるものたち。だがどこかでつながっている。その確かく信しんが、今の瑠璃には嬉うれしかった。




ＧＭ：次にやってくるのはルイだ。彼女は言う。「……瑠璃、あたしは一いつ緒しよに行くぞ」

瑠璃：ルイ、大だい丈じよう夫ぶなのか？

ＧＭ：「あたしは、お前の優しさによってソロモンから逃のがれた。でも決着は見ておきたい。この一件に関わったものとして」

瑠璃：そうか……。心強いよ。

ＧＭ：「ありがとう。必ず役に立つ」

志津香：そういえば少佐、イザベラさんはどうしますの？

ハウント：置いていく。テレーズを護ったことで彼女は限げん界かいだ。それに、帰ってきてから頼たのみたいこともあるのでな。

ラハブ：ふむ。そうすると我々と共に行くのは──。

ＧＭ：「アタシも行くよ」とテントに入ってくるのはカルディナだ。

瑠璃：隊長！

ＧＭ：「隊長はよしておくれ。今のナイトフォールの隊長は瑠璃、アンタだ」

瑠璃：あたしの中で、隊長はずっと隊長です。

ＧＭ：「ははっ」と笑ってカルディナは言う。「再さい会かいしてから、思えばこんな風に話すこともできなかったね。……三年ぶりかい？」

瑠璃：二年半、ですね。長い、二年半でした……。

ＧＭ：「さっきの言葉、心にしみたよ。言った通りのいい女になったねぇ」

瑠璃：まだまだです。隊長みたいになるのは。

ＧＭ：「アンタの中のアタシは、どれだけすごいんだろうね！」とからから笑う。

瑠璃：…………隊長、聞きたいことがあります。

ＧＭ：雰囲気を察し、カルディナもまた笑みを消す。「いいよ、なんでも聞きな」

瑠璃：ソロモンの知識庫で知りました。隊長もホムンクルスだっていう話、本当ですか？

ＧＭ：「…………」しばらく黙だまってから、カルディナは首を縦たてに振る。「──本当だ」

瑠璃：っ!!

ＧＭ：「その疑ぎ惑わくが湧わいたのは二年前だ。中東の砂さ漠ばくから飛ばされ、瑠璃の心臓を埋うめ込こまれ、事じ件けんの裏を探さぐっていた時にね。アタシ自身の出自に何かある。そう思うようになった」

瑠璃：そうだったんですか……。

ＧＭ：うなずき、カルディナはハウントを見る。「ハウント、少し前アタシがアンタに会った時、『情報がどこから漏もれるかわからない』って言っただろう？　あれの本当の意味はね、アタシ自身が操あやつり人にん形ぎようになる可能性があるってことだったのさ」

ハウント：理解しました。

ＧＭ：「そして、真実を知ったのはつい数日前。ソロモンに心臓をえぐられた時さ。あの時ヤツは言ったよ。『さて試作型、心臓の保ほ管かんは終わりだ』ってね。それですべてを察したよ。……ああ、アタシもまた造つくられたものだったのかってね」

瑠璃：隊長……。

ＧＭ：「いいんだよ、瑠璃。ショックではあったが、うろたえるような歳としでもない。……アタシはもともと身よりが無くてねぇ。だからこそ前のナイトフォールのあの子たちを拾ったんだが、それはきっとアタシの出自にも関係したんだろうね」

ラハブ：ではカルディナ、アナタの今の状じよう態たいもホムンクルスであることに関係があると？

ＧＭ：「ああ」とカルディナはわずかに苦笑いする。「アタシはね。あのスエミって子と同じだよ」

瑠璃：え？

ＧＭ：「瑠璃、アンタの心臓にリンクしている遺産は聖せい杯はいじゃない。……このアタシだ」

志津香：あ、それで──！

ＧＭ：「そう。ガイアが瑠璃を知るために遺産を一時的に復ふつ活かつさせているだろう？　その現げん象しようでアタシはまだこうして活動していられるってわけだ。……だから」

瑠璃：う……。

ＧＭ：「結果がどうであれ、アタシが話せるのはこれが最後ってことになるねぇ……」

ハウント：スエミと同じ、か。

ＧＭ：「元はといえば三年前に無くした命だ。心の臓ぞうまで失っても、なおこの世界のために、アンタたちのために動けるのは幸運だと思う。……だから最後までつきあわせてもらうよ。アタシはね」

瑠璃：…………うなずくだけが精せい一いつ杯ぱいだ。何も言えない。何も。

志津香：瑠璃さん……。




　押おし黙だまる面々。だが──。




志津香：あっ!?

ハウント：む？　志津香くん、どうした？

志津香：ちょ、ちょっと思いついたことがあるんです！　ＧＭ、これを見てください！

ＧＭ：え、なに？




　そう叫んで志津香のプレイヤー、加か納のうくんが取り出したのはデイズ最さい終しゆう巻かん『若わか君ぎみ[image: †]永えい遠えん』の原げん稿こう、その１ページだ。




志津香：これ、使えませんか！

ＧＭ：────あっ！

瑠璃：え、なに？　何か手があるの？

志津香：詳しいことは省きますが、デイズ最終巻で東雲が凛々花に代だい替たいの心臓を渡わたしているんですよ。インを使って、黄金のリンゴから作ったものなんですが。これをカルディナ隊長にも使えないかと思って。

ラハブ：（原稿を見つつ）なるほど、これはどうでしょうか……。

ＧＭ：う────ん、これは…………。

ハウント：ＧＭ次第か。

ＧＭ：（しばし考えて）いや、使えない理由は無いな。

瑠璃：おおおおおおおおお！

ＧＭ：そのものずばり心臓だし、またこの情報を志津香が知る隙すき間まもある。よし、できることにしよう！

瑠璃：やった！　志津香さん！

志津香：思い出して、思い出してよかったですわ……！

ＧＭ：ただし条件がある。この手段はインがいないとできない。だが今、インはソロモンに捕つかまっている。

ラハブ：そういやそうでしたね、あの娘……。

ＧＭ：だからインを無む傷きずで助け出したらカルディナを助けられるということにする。クライマックスではソロモンを倒たおせば戦闘終了なので。

ハウント：インはアタッカーだろうな。その彼女を放置するのは相当大変だが……。

瑠璃：可能性があるならばやる。

志津香：ですわね！　そう簡かん単たんに隠いん居きよなどさせませんわ、カルディナさん！

ＧＭ：「やれやれ」とカルディナは笑う。「厳きびしい後こう輩はいたちだよ」

ラハブ：それが今のナイトフォールですよ。

ＧＭ：「ああ、いい部隊だ」…………いや、この解かい決けつ法ほうはまったく考えてなかったな。

ハウント：加納くんがいい仕事をしたな（笑）。

瑠璃：もう感謝してもしきれない。

志津香：わたくしも、死んで欲ほしくありませんもの。

ＧＭ：ではカルディナは付け加えるように言う。「ああ瑠璃、聖杯はどうした？」

瑠璃：え？　……おそらく日本支部に保管してあるかと。もうすべての力を使って抜ぬけ殻がらのようですが。

ＧＭ：「それでも構わない。ちょっと借りるよ」

瑠璃：は、はい……。

ＧＭ：というわけで、カルディナはクライマックスだとＮＰＣ効果が変わるのだ（新しいＮＰＣカードを渡す）。

[image: ]

一同：おお!?

瑠璃：全員のダメージ０！　強い！

ハウント：さらにシーン一回のダイスボーナス付きか。さすがだな。

ラハブ：他に連れて行けるＮＰＣはルイのみですかな？

ＧＭ：東雲も行くよ。インを取とり戻もどしに。

志津香：火力支し援えんは助かりますわね。

瑠璃：ああ、心強い。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、そうこうしている内に数時間が過すぎる。各地への指し示じも、本当に短い休息も終えて、そろそろ出しゆつ撃げきの時間だ。

ラハブ：おっと、ならばその前にルリとふたりで話をしておいてよいですか？

ＧＭ：お、いいよ。

瑠璃：じゃあ、あたしはスエミの墓はかに来ている。……あの子は今、蘇よみがえってきているけれど。ここは今の自分が始まった場所だから。

ラハブ：なるほど。ではその後ろにふっと現あらわれましょう。……懐なつかしいですね。すでにあれから半年以上経たちましたか。

瑠璃：そうだね、ここで涙なみだを流してから。もうそれだけの時間が経った。

ラハブ：今は泣いていませんね。

瑠璃：泣かないよ。……強くなったから、なのかな。

ラハブ：さて？　ワタシはあくまでも魔人ですから。ここで別に気の利きいたことを言うつもりはありませんよ。

瑠璃：ふふっ、期待していないよ。

ラハブ：ですがまあ、思うのです。ワタシはこれまで魔人としてあまたの願いを聞いてきました。しかし未だ、友の願いを叶かなえてはいません。……ワタシに何か願いはありませんか？

瑠璃：えっ、どうしたの突然。

ラハブ：恩おん返がえしをしようと思い立ったのですよ。ワタシはあなたからさまざまなものを受け取ってきましたから。

瑠璃：そうなの？

ラハブ：ええ。……銀行口こう座ざとか（笑）。

ＧＭ：おおおおおおおい！　いい話だったのに！（笑）

ラハブ：しまった！　やりなおし、やりなおし！（笑）

瑠璃：うん、まあなんでもいいよ（笑）。……しかし魔人の恩返しって、何か変な感じだね。

ラハブ：これがなんと無料なのです。

瑠璃：タダより怖こわいモノはないよ（笑）。

ラハブ：ふぅむ、なかなか乗ってきてくれませんね。

瑠璃：いきなり言われたから戸と惑まどってるの。……そうだね。




　瑠璃は空を見上げる。

　太陽はすでに地平線の向こうへ隠かくれ、その残ざん滓しがわずかに世界を藍あい色いろに留とどめていた。




瑠璃：ラハブは──ずっと生き続けるんだよね。

ラハブ：ふむ？　寿じゆ命みようの話ですか？　まあ、おそらく人よりはずっと長いのでしょうね。

瑠璃：長く生きていれば、歪ゆがんでしまうのかな。ソロモンみたいに。

ラハブ：…………かもしれませんな。

瑠璃：なら、あたしの願いはひとつかな。




　瑠璃は改めて目の前の魔人を見つめる。

　とぼけて、騒さわぎばかり起こし、そのくせ欲しいときには手をさしのべてくる、最悪で最高の相あい棒ぼう。




瑠璃：ラハブはこのままでいて欲しい。

ラハブ：ふむ。

瑠璃：いつまでも楽しく騒さわいで、したり顔で話して、人に驚おどろくようでいて欲しい。

ラハブ：つまりアナタは、あのソロモンですら耐たえきれなかった〝時の流れ〟に耐えろと？

瑠璃：ラハブならできると思うんだよね。──なんでも楽しさに変えられるラハブなら。

ラハブ：やれやれ、長きにわたるワタシの生の中でも段だん違ちがいの無む理り難なん題だいだ。……しかし、約束しましょう。




　ラハブは恭うやうやしく礼をする。




ラハブ：ワタシがいつか灰はいとなり、この世から消え去るその時まで。ワタシはワタシのままでアナタたちのことを覚えていると。

瑠璃：うん、約束。

ラハブ：さて、そろそろ行きますか。

瑠璃：そうだね。……そろそろか。

ラハブ：ちょうど夜が来ました。我々の時間です。

瑠璃：じゃあ、行こうか。




　少女の顔から、戦士の顔へと変じ、瑠璃は言う。

「世界を、救いに」










　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆孤こ高こうの王

Scene Player ── 瑠る璃り




　レオンハルトの遺のこした〝天国の門〟をくぐった先は紅くれないに彩いろどられた空間だった。

　洞どう窟くつの中とおぼしきその場は赤熱化した岩で覆おおわれ、空気そのものが揺ゆらいでいる。

　だというのに、過剰な暑さを感じない。

　それもそのはずだ。

　今この場には、ソロモンがいるのだから。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズ。……ナイツシリーズ最後のクライマックスだ。

瑠璃：…………。

ハウント：よくもここまで来た、という感じだな。

ラハブ：感かん慨がいにふけるのはまだ早いですよ。

ハウント：ああ、それもわかっている。

ＧＭ：──〝天国の門〟を開き、ナイトフォールが出てきたのは広大な空間だ。大きめのスタジアムくらいはある、岩に囲まれた場所だね。

志し津づ香か：洞窟の中、みたいな感じですの？

ＧＭ：そう。ただし、岩はあちこち赤熱化している。

ハウント：地球内部、マントルに近いと言っていたからな。むしろこんな空間があること自体が驚おどろきだ。

ラハブ：熱はどうなっているのです？

ＧＭ：少し暑い、っていう程てい度どかな。シャイターンがコントロールしているので。

ラハブ：なるほど、納なつ得とくです。

ＧＭ：で、その空間の最さい奥おう。煮にえたぎるマグマが落ちる滝たきに面した場所に作られた、岩の祭さい壇だん。その前にソロモン、シャイターン、そしてインがいる。ソロモンは椅い子すに座すわり、楽しそうに時を待っているね。シャイターンは静かに控ひかえ、インは縛しばられて転がされている。

志津香：イン、あの子は……（笑）。

ラハブ：素す直なおに言うことを聞く娘むすめではありませんからねぇ（笑）。

瑠璃：では彼かれらに近づいて言おう。──ソロモン、お前を止めに来た。

ＧＭ：「ふむ？」とソロモンは振ふり返かえる。「ほう、よくここまで来たな。……だが止めに来たなどとは無ぶ粋すいなことを言う。あとほんの一時間ですべてが完成するというのに」

瑠璃：させるものか。

ＧＭ：「お前とて、その時を迎むかえればこの星とひとつになるのだぞ？　そうはなりたくないか？　その姿すがたを私わたしに見せてくれる気は無いか？」

瑠璃：あたしはそんなものを望んではいない。

ＧＭ：「ははっ、それはその通りだな」とソロモンは少し笑って、だがすぐに笑みを消す。「しかし結果は変わらんぞ？　どうやら私を倒たおすつもりのようだが、私が死んでもガイアの覚かく醒せいは止まらない」

瑠璃：止める方法は、ある。

ＧＭ：「……なに？」

瑠璃：ガイアには眠ねむってもらう。──あたしが、あたしの言葉で。

ＧＭ：ソロモンは眉まゆをひそめ、しばし考える。「……なるほど、それは少々都合が悪いな」

志津香：さすがはソロモン本人が割わり出だした解かい決けつ法ほうですわ。反はん応のうがありましたわね。

ハウント：ああ。だがここからが問題だ。

ＧＭ：ソロモンはひとり考えを進める。「ガイアみずからが眠りにつくとしよう。そうなればその眠りを覚ますショックを与あたえる必要がある。……ふむ、単たん純じゆんに聖せい杯はいと同じだけの出力が必要になるな。そうでなければ、星の数割を破は壊かいすれば目覚めるか？」

志津香：ちょ、ちょっと！

ラハブ：物ぶつ騒そうなことをおっしゃるものだ。ですが、簡かん単たんに起きるモノではないということは証しよう明めいされましたな。

瑠璃：ああ、そうでなくては困こまる。

ＧＭ：ソロモンは言う。「どちらにしても、今の私にはすぐには動けん。手札をほぼ使い果たしてしまったからな。その条じよう件けんを満たすにはあと数百年かかるだろう。……なるほど、どうやら私はお前たちを倒さねばならないようだ」

志津香：やる気になったようですわね。

ＧＭ：「ああ。気乗りはしないのだがね」とソロモンは首を振ふる。「これでも私はキミたちを評ひよう価かしているのだ。正面からの激げき突とつなど、まぎれが起きて不思議はない。しないにこしたことはなかったのだが」

瑠璃：…………お前と戦うのは、企たくらみを止めるためだけじゃない。

ＧＭ：「ほう？」

瑠璃：もう一度問おう。お前はなぜ、ガイアの覚醒を求めた。

ＧＭ：「それは砂さ漠ばくで答えたはずだが？　私は、まだ見ぬものを求めている」

瑠璃：それは違ちがう。

ＧＭ：「なに？」

瑠璃：ソロモン。お前は──孤こ独どくなんだ。

ＧＭ：……老賢けん王おうの眉が、ぴくりと動く。

瑠璃：お前には圧あつ倒とう的てきな才があった。お前には圧倒的な能のう力りよくがあった。だが……それこそがお前を孤独にした。

ハウント：飛とび抜ぬけた才さい能のうは隔かく絶ぜつを生む。ソロモン王、民たみは貴方あなたの恩おん恵けいを享きよう受じゆしていたが、貴方を理り解かいしてはいなかったはずだ。同様に、貴方もまた民を理解できていなかったのではないか？

志津香：歩あゆみ寄よることなく、あなたは人から離はなれた。

ラハブ：そして数々の遺い産さんを造つくり、世界の意い志しを求めて我われ々われ魔ま人じんを作った。……それはすべて〝自分と同列に並ならぶもの〟を求めていたからではないですか？

ＧＭ：「…………」ソロモンは無言のまま、キミたちを見る。

瑠璃：ソロモンに指を突つきつける。




「ソロモン、お前がガイアを求めるのは好こう奇き心しんなんかじゃない」

　真っ向から、瑠璃はソロモンの言葉を否ひ定ていする。

「孤独を消す、絆きずなを求めてお前はガイアを求めた。──孤こ高こうの王、それがお前の正体だ」

　凛りんとした声が、星の祭さい壇だんに響ひびき渡わたる。




ＧＭ：「…………」ソロモンは眉まゆ根ねを寄よせ、瑠璃たちを見つめながら黙だまっている。

瑠璃：……こちらも黙って反応を待つ。

ＧＭ：ではしばしの後──。




「ふ、ふはははははははは！　はーはっはっはっはっはっはっは！」

　突とつ如じよ、ソロモンは大笑する。




志津香：な、なんですの!?

ＧＭ：「これは参った！　まったく反はん論ろんできぬとは！　──なによりも私自身が理解してしまった。今の話がすべて真実であるということを」

ラハブ：認みとめるというのですね、我わが主。

ＧＭ：「ああ、認めるともラハブ。──我われ、孤独なり。それ故ゆえにガイアを求めん」とソロモンはうなずく。「ふむ、口に出してみるとことさらしっくり来るものよな」

志津香：あっさり認めて、さらに楽しんでいますわこの方……。

ハウント：器うつわの大きさに関しては舌したを巻まく。

ＧＭ：そしてソロモンは瑠璃に目を戻もどす。「では我が娘よ。お前はその絆の力を見せるために、私と戦うというのか？」

瑠璃：それもある。だがそれだけじゃない。

ラハブ：ソロモンよ。ワタシたちは、アナタと別の形に並ならび立たちに来たのです。

ＧＭ：「ほう？」

瑠璃：絆の形はひとつじゃない。仲間、友人、恋こい人びと。そして──敵てき。




〝スナッチャー〟──ルイと瑠璃が戦うことで互たがいを知ることができたように。




瑠璃：あたしは、敵としてお前に並び立つ。

ＧＭ：「……なんとうれしいことを言うものだ」

ラハブ：かつて、アナタと絆を結べぬままに終わったこの矮わい小しようなる身ではありますが。今度こそその役やく割わりを果たさせていただきましょう。……このルリと。

ＧＭ：「いいだろう、我が娘、我が魔人よ」そうソロモンはうなずき、椅い子すから立ち上がる。「我が初めての宿しゆく敵てき、ナイトフォールよ。ここを最後の決着の場にしようではないか。……シャイターン！　イン！」

ラハブ：来ますか！

ＧＭ：ソロモンがそう叫さけぶと、シャイターンは「はい、我が主」とソロモンの側そばに。そしてインは彼かの女じよを縛しばる拘こう束そくと、そして封ふう印いんがすべて解とける。「ナイトフォールを打うち破やぶれ、陽と陰の魔人たちよ」

瑠璃：ソロモン、お前を止める！

志津香：世界を護まもる、ＵＧＮの名にかけて。

ハウント：遺産から世界を救う、ナイトフォールの名にかけて。

ラハブ：お相手します、ソロモン王。




　数千年の孤独の果て、歪ゆがんだ賢王とナイトフォールの戦いがここに始まる。




ＧＭ：……ということで戦せん闘とうだ！　敵はソロモン、シャイターン、そしてイン！　ソロモンを倒たおせば戦闘は終しゆう了りようするよ。

志津香：シャイターンはすさまじいガードキャラクターでしたわね……。

ＧＭ：うむ。例によってヴェイパーウォール扱あつかいの籠こ手てを装そう備びする。

ハウント：そしてインは撃げき墜ついしてはいけないのだったな。

瑠璃：できればお願いします。

ラハブ：我々の余よ力りよくを考えても、おそらくソロモン狙ねらい一本で行った方がよいでしょう。問題ありませんよ。

ＧＭ：ではまずは衝しよう動どう判はん定ていからだ。なおここにソロモンはＥロイス・自じ虐ぎやくの刃やいばを使う。衝動判定に失敗すると、バッドステータスの憎ぞう悪おを受けるＥロイスだ。

瑠璃：ううっ！　これはヤバイ……。

志津香：しかし、衝動は自じ傷しよう？　あんまりそうは見えませんが……。

ＧＭ：ソロモンにはオリジナルのＤロイス「遺い産さん制せい作さく者しや」を持たせてある。これは「自分の作った遺産を使う」という扱いで、衝動に関係なくＥロイスを使えるというものだ。

ラハブ：ぐう、さすがのラスボスですねぇ。

ＧＭ：ちょっと気き張ばってみたのだ。ではソロモンが遺産・ニーベルングの指ゆび輪わを取り出して言う。「さて、まずはこの辺から行くか。狂きよう気きに飲まれることなく、意志を保たもてるかな？」

ハウント：ニーベルングの指輪か！　数々の英えい雄ゆうを誘ゆう惑わくした狂気の一品だ。

ラハブ：恐おそろしい効こう果かですが、要は衝動判定に成功すればいいわけです。

瑠璃：いざとなったら少しよう佐さ、お願いします。

ハウント：《妖よう精せいの手》だな。了りよう解かいだ。




　めいめいに衝動判定を行うナイトフォール。




ＧＭ：むう、全員成功か。さすがに侵しん蝕しよく率りつボーナスが半はん端ぱ無いな。

ラハブ：はっはっは、伊達だてに今[image: ]％を超こえたわけではありませんよ。

ハウント：もうＰＣの侵蝕率とは思えんな（笑）。

志津香：しかし、侵蝕率の上じよう限げんを考えねばうっかりジャーム化もあり得ますわね。

瑠璃：うん、Ｅロイスの数次第だけれど……。

ハウント：予想してみるか。まずレオンハルトは三つ持っていたな。

ラハブ：拒きよ絶ぜつの結界を三つでしたね。そしてシャイターン先せん輩ぱいは前回から考えると七つ全部Ｅロイスのはずです。これで10Ｄ。

志津香：インはジャームではないはずですから、後はソロモンですわね。

瑠璃：Ｄロイスは一個こあるって言ったから、残り全部Ｅロイスとして考えて16Ｄ。……予想だから少し下げて15Ｄってところか。

志津香：（計算して）メモリーの数にもよりますが、[image: ]％からはレッドゾーンですわね。

ラハブ：後は残せるロイス次第、ですか。

ハウント：目安として考え、後は各自で管理するべきだろうな。

瑠璃：ここまで来て堕おちるとか無しだよ、みんな……。

志津香：あなたもですわよ、瑠璃さん。

ＧＭ：相談はいいかな？　ではラウンド進行に入ろう。




▼第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：行こう動どう値ちはシャイターン30、イン16、ソロモン10ね。

瑠璃：そこまでみんな早くないな。

ＧＭ：ではセットアップから。まずはシャイターンの全身に火が灯る。《戦せん陣じんの火》を使用して行動値60にアップ。

志津香：ろ、ろくじゅう!?

ラハブ：さすがはシャイターン先輩！（笑）

ハウント：その呼よび方かたはよせ（笑）。

ＧＭ：インが《螺ら旋せんの悪あく魔ま》を使って攻こう撃げき力りよくをがっつり上げつつ暴ぼう走そう。そしてソロモンは「次はこういうもので行くか」と遺産〝鉄の大おお鷲わし〟を取り出し、空に放つ。……Ｅロイス殺人圏けんだ。

志津香：次から次へと繰くり出だしてきますのね！　効果は？

ＧＭ：クリンナップごとに２Ｄ10のダメージ。フィンランドの伝説に謳うたわれる、決して諦あきらめることの無い大鷲だ。

ラハブ：長期戦になると効きいてきそうですねぇ、このＥロイスは。それはそれとして。ではこちらの番ですね。……ふふふふふふふふ。

ＧＭ：なんだ、イヤな笑いを（笑）。

ラハブ：最大出力です！　《原初の白：サポートデバイス》＋《加か速そく装そう置ち》＋《戦陣の火》！　この効果によって、ワタシの行動値はなんと70！

志津香：は、早い！

ラハブ：ワタシの侵蝕率が[image: ]％を超こえていたことを悔くやむといいでしょう、シャイターン！　そうでなければアナタには届とどかなかった。

ＧＭ：くっ、こっちの予想では[image: ]くらいだったのに……（笑）。

ラハブ：正直、今日の侵蝕率の出目はおかしいのです。10ばかり出る（笑）。

瑠璃：次はあたしか。いつもの通りの《フルパワーアタック》！

ＧＭ：これでセットアップは終わりか。では最初のイニシアチブプロセスに、ソロモンが割わり込こみ行動をする。

瑠璃：来い！

ＧＭ：ノイマンのアージエフェクト、《嗜し虐ぎやくの弁べん術じゆつ》を使用する。ソロモンは言う。「我が宿敵ナイトフォールよ。遺産ではなく、我が力そのものを受けるがいい。──『控ひかえよ』」その一言がキミたちの動きを縛る。

志津香：せ、精せい神しん攻こう撃げき!?

ＧＭ：うん。ソロモンの大きさに圧倒される感じ。効果はこのラウンド中、攻撃力24点減げん少しよう、行動値５点減少。

ハウント：体がソロモンに刃は向むかうことをいやがっているようだな……。

瑠璃：だが、戦える！

ラハブ：ええ。行動値５点減少は危あぶなかったですが、それでもワタシの方が早い。……マイナーアクションで《オリジン：レジェンド》！　イフリートの姿すがたに戻もどり、その手をシャイターンに向けます！　《プラズマカノン》＋《インフェルノ》その他で攻撃！

ＧＭ：「なるほど、ワタシの技わざを盗ぬすみましたか」とシャイターン。

ラハブ：ええ、学習することがワタシの取とり柄えですのでね。

ＧＭ：「だが、意のままというわけには行かぬな」とソロモンが《ジャミング》。「ラハブよ。控えよ、と言ったはずだ」という言葉がラハブへの重じゆう圧あつを増ます。ダイスを10個減へらしてもらおうか。

ラハブ：うぐ！　……しまった、ダイス目14で止まった！

ハウント：《妖精の手》だ。立て、ラハブ。

ラハブ：感かん謝しやしますよ。……よし、最終的な達たつ成せい値ちは60！

ＧＭ：固こ定てい値ちの大きさがラハブの強さだな。……シャイターンはガードを選せん択たく。《蒼あおき悪魔》その他。

志津香：《暴ぼう食しよくの魔ま王おう》ですわ！　三星展てん開かい！　炎ほのおを集中させ、火力を増まします！

ラハブ：ダメージ99点！　１点でもダメージを受ければ行動済ずみです！

瑠璃：いいダメージ！

ＧＭ：くっ、ガードは60点！　ダメか、行動済みになった！　……それでも《蒼き悪魔》の効果で15点のダメージを返そう。

ラハブ：ぬるい炎ほのおです！　……では赤い炎が鎖くさりのようにシャイターンを縛しばりあげます！　わずかにならば隙すきができましょう！

ＧＭ：「やりますね、ラハブ……！」とシャイターンの手番は行動済みなのでキャンセルだ。

瑠璃：よし！

ＧＭ：インはマイナーアクションで《原初の青：完かん全ぜん獣じゆう化か》。闇やみでできた魚の姿に戻もどる。そして《伸しん縮しゆく腕わん》＋《ジャイアントグロウス》その他で攻撃！　地面に沈しずんだかと思うと、巨きよ大だい化かして足下から現あらわれる！

ハウント：エグザイルとウロボロスか。

志津香：《孤独の魔ま眼がん》ですわ！　五星結界！　足下に大きな障しよう壁へきを張はり、わたくしだけを攻撃対象にします！

ＧＭ：インは完全に理り性せいを失い、言葉無く攻撃する。……命中の達成値は53。

志津香：ガードですわ！　《魔人の盾たて》も使います！

ＧＭ：ダメージは[image: ]点！　装そう甲こうは無む視しだ。

志津香：お父様、いただいたリアクティブコートを使います！　……残りＨＰ44点！

ＧＭ：耐たえるか……。だがまだだ！　次のイニシアチブにインが割わり込こんで《原初の虚うつろ：極大消しよう滅めつ波は》！　その攻撃のまま、ブレスを吐はく！

志津香：も、もう一度《孤独の魔眼》ですわ！

ＧＭ：ソロモンから《力の法ほう則そく》が飛んで──ダメージ64点だ。

志津香：くうっ、あと少しですが耐えきれません！　……ソロモンへのロイスをタイタスにして蘇よみがえりますわ。

ＧＭ：「まだ立つか。大たい層そうな精せい神しん力りよくだ」とソロモン。

志津香：わたくしはナイトフォールの盾たて。立ち続け、守り続ける役目のわたくしが、こんな早々に倒たおれるわけには参りません！

ＧＭ：「意気込みは見事と褒ほめておくよ」とソロモンの手番だが…………ここは待機だな。

志津香：手の内を見せませんの？　イヤな感じですわね……。

ＧＭ：いろいろ事じ情じようがあるんだよ。

ハウント：そして次は私の手番か。……ふむ、ここはエンゲージ離り脱だつをしないでおくか。いざというとき、私はカバーリング要員になろう。

瑠璃：少佐……。

ハウント：皆みなに比くらべて、私は圧倒的に侵蝕率が低いのでね。……では《マルチウェポン》その他でソロモンを攻撃だ。達成値は46。

ＧＭ：ソロモンの回かい避ひは失敗だ。だがシャイターンが《炎陣》でカバーリングをする。そして《氷盾》その他でガードだ。

ラハブ：無む論ろん、そう来ますか。




　結局ハウントの攻撃はシャイターンのガード値を抜ぬけず、ダメージは０点。




ハウント：くっ、攻撃力マイナスの効果が痛いたかったな。

志津香：そして次はわたくしの手番。ですがその前に《マグネットムーブ》でソロモンをこちらに引ひき寄よせますわ！　そしてそのまま《バリアクラッカー》付きで攻撃です！　……達成値51！

ＧＭ：ソロモンの回避は失敗だ。

ハウント：勝機だな。《力の法則》で補ほ助じよをしよう。志津香くんの体を瞬しゆん間かんだけ乗っ取り、攻撃を加速させる。

志津香：助かりますわ！　ダメージは58点！

ＧＭ：む、50点を超こえるか。

瑠璃：ん？

ＧＭ：ならばソロモンは《刹せつ那なの勝機》を使ってダメージを０にする。

一同：早っ！

ＧＭ：ソロモンのＨＰは高くないんだよ。まったくブーストしてないから。「私は特に戦闘が得意なわけではないのだよ。──『止まれ』」ソロモンの言葉に、志津香の動きが止まる。

志津香：くっ……！　しかしこれはいい情じよう報ほうを得ましたわ。

瑠璃：とにかくソロモンに攻撃を当てれば、倒たおせる可か能のう性せいはあるということか。

ＧＭ：もちろんそうさせないためにシャイターンがいるんだ。イニシアチブプロセスにシャイターンが《異い形ぎようの転進》を使って移い動どう。ソロモンにエンゲージする。「主を護るのはワタシの役目です」

瑠璃：ならばお前ごと打うち倒すまで！　──使うぞ、《完全獣化》＋《剛身獣化》＋《究極獣化》！　銀の狼おおかみが光を纏まとう！

ラハブ：[image: ]％エフェクトを使いますか！

瑠璃：シャイターンをどれだけ素す早ばやく倒せるか。それが勝負どころだ！　これで侵蝕率はあたしも[image: ]％オーバー！　メジャーアクションは《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》！　……達成値53！

ハウント：《勝利の女神》。その達成値に＋18だ。亡ぼう霊れいが敵を縛しばろう。

ＧＭ：シャイターンは《氷盾》その他でガード！「その程度で主に近づけるなどと」

瑠璃：突破する！　……[image: ]点装甲無視ダメージ！

ＧＭ：ガードで46点削けずった。84点ダメージか。まだまだ！

瑠璃：一いち撃げきでダメならば、二撃、三撃と重ねるまで！

ＧＭ：「ならば、その前にお前たちの体を壊こわすまでだ」と待機していたソロモンが《ナーブジャック》をシャイターンに使う。「我が陽の魔人よ。敵を討うて」「主の望みのままに」

ハウント：再ふたたび行動させるのか……！

ＧＭ：メジャーアクションを行わせるエフェクトだからね。ふむ、ここは《プラズマカノン》＋《憎悪の炎》で瑠璃を攻撃しよう。……達成値は71だ。

瑠璃：回避は──失敗か。

ハウント：ならば《領りよう域いきの盾》で私がカバーリングしよう。憎悪は後から致ち命めい的てきになるかもしれん。

瑠璃：少佐、ありがとうございます。

ＧＭ：ダメージは52点だ。

ハウント：ＨＰは０になるな。ソロモンのロイスをタイタスにして昇しよう華かしよう。……私もまだ、この世界に未練のあるひとりなのでな。

ＧＭ：では憎悪を受けたということで。そしてラウンドの最後に殺人圏が発動だ。……む、ダイス目悪い。全員に７点ダメージか。

一同：ふう、危あぶない。




▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では次のラウンド、セットアップからだね。シャイターンは何も使わない。そしてソロモンは──Ｅロイス・孤高の超ちよう人じんを使う。

志津香：そ、それは？

ＧＭ：このラウンド、侵蝕率効果表の効果を受けられないというＥロイス。

一同：げえええええええええええっ!?

ＧＭ：「出でよ、テスカトリポカの鏡」とソロモンは遺産を呼よび出だす。「森しん羅ら万ばん象しようすべてを見通す鏡よ。彼らの真実を照らし出し、ただの人間であることを、縛られし魔人であることを思い出させよ」弱い自分を強きよう制せい的てきに認にん識しきさせる、という効果だ。

ラハブ：まずい！　ワ、ワタシは何もできなくなる……!!

瑠璃：はっ、ＧＭ！　この効果はタイタスで消去できる？　この「不利な効果を打ち消す」の範はん疇ちゆうで。

ＧＭ：もちろんできるよ。

ラハブ：おお！　ならばここはタイタスでしのぎましょう！　ワタシはシャイターンへのタイタスを昇華！　その呪じゆ縛ばくを打ち消します！　そして改めて《加速装置》！

瑠璃：《フルパワーアタック》！

ＧＭ：ではイニシアチブか。……押しどころだな。ソロモンが《ブリッツクリーク》でシャイターンを動かそう。「我が魔人よ、もう一度だ」「はっ」

志津香：かんっぜんにサポーターなのですわね、ソロモン王……！

ＧＭ：そうだよ。伝説のソロモン王も、特に戦いが得意なイメージ無いからね（笑）。

ハウント：確たしかにな（笑）。

ＧＭ：ではシャイターンが《インフェルノ》＋《プラズマカノン》その他でラハブを狙ねらう。

ラハブ：まずい！

ＧＭ：達成値は34か。低いな。

ラハブ：おっ、それなら……。

ＧＭ：じゃあアージエフェクト《現げん実じつ改変》で達成値＋20。合わせて54。

ラハブ：夢ゆめ見みてんじゃねぇぞ！　現実見ろよ！（笑）

瑠璃：何言ってるの！（笑）

ラハブ：回避できそうだったのに、それを打うち破やぶるからですよ！（笑）

ハウント：いや、それならば私が止めよう。まずはヴィクトリアのタイタスを昇華。Ｅロイスの効果を打ち破る。……今しばらく、見守っていてくれ。

ＧＭ：む、来るか。

ハウント：キャラハン家の力を思い知るといい。まずは《支し配はい者しやの呪じゆ詛そ》で達成値を20下げる。亡霊がシャイターンにまとわりつく。そして《支し配はいの領域》で攻撃そのものを止める！

瑠璃：少佐！

ハウント：ダイス目は24！　ならば《勝利の女神》で＋18！　達成値42で成功！

一同：うおおおおおおおおおお！

ハウント：私の背はい後ごに〝天国の門〟が開く。ラハブを狙ねらった炎を門の向こうに消し去る。

瑠璃：少佐、その遺産を……。

ハウント：最後の奉ほう公こうだ。つきあわせる。ヴィクトリアにも、……レオンハルトにもな。

ラハブ：では改めてワタシの手番ですね。《災さい厄やくの炎》その他で攻撃！

ハウント：《妖精の手》を乗せよう。

ラハブ：ならば……達成値50です！

ＧＭ：ほう、その数字ならば対たい応おうしよう。……ソロモンが《スモールワールド》で達成値マイナス30。シャイターンが《現実改変》で達成値マイナス20を仕し掛かける。

瑠璃：え……？　つまり、達成値０……？

ラハブ：じ、自動失敗ですと!?

ＧＭ：ソロモンの「『止まれ』」という言葉、そしてシャイターンの白い炎に食われ、ラハブの赤い炎はすべて消えて無くなる。

志津香：こ、これは……！　ルイさんを使いますか!?　シャイターンのエフェクトならば消せるはずですわ！

ラハブ：いや、しかしそれでも達成値は20。ともすると普ふ通つうに回避されます……。

瑠璃：ダメか……。ここは諦あきらめるしかない。

ラハブ：くうううううう、ま、まさかの失敗とは。

ＧＭ：「だがそれが事実だ、ラハブ。……これでお前は死に体だな」

ラハブ：言い返せません。侵蝕率的にもう攻撃はできない……。

ＧＭ：では追い打ちでシャイターンが《災厄の炎》＋《憎悪の炎》で攻撃だ！

志津香：させませんわ！　わたくしはここでシャイターンへのロイスをタイタスにし、昇華してＥロイスを解かい除じよ！　七星崩ほう壊かい！　《時の棺ひつぎ》！

ＧＭ：ぐおっ、攻撃失敗か！　いいや、だが次はインが《伸しん縮しゆく腕わん》＋《ジャイアントグロウス》その他で攻撃！

志津香：そう、そしてそれを待っていたのですわ！

ＧＭ：なにっ!?

志津香：《孤独の魔眼》＋《シャッフル》を宣せん言げん！

ＧＭ：げっ、対象をずらす[image: ]％エフェクトか！

志津香：その通り！　インの攻撃を──ソロモンにずらしますわ！

瑠璃：来た！　志津香さんの最終コンボ！

志津香：七星直結！　星で道を作り、攻撃を逸そらします！　あなたのその馬ば鹿か力ぢから、役に立っていただきますわよ！




　星のきらめきが道となる。

　破壊衝動のままに動くインは、定められたとおりに攻撃ルートを逸らされる。




ＧＭ：うおおお、命中の達成値は73！　これは仕方がない、シャイターンがソロモンを《炎陣》でカバーリングしつつガードしよう！

瑠璃：なるべく高いダメージ、出ろー！

ＧＭ：ダ、ダメージは[image: ]点！　ガードで削っても……ダメだ、シャイターンが倒れる！　《燃もえる魂たましい》を使うけれど──。

瑠璃：ルイ！　頼たのむ！　ルイのＮＰＣ効果を使う！

ＧＭ：だよねー！　ルイは「ああ！」と叫さけんで復ふつ活かつするシャイターンを影かげで縛しばり、バラバラにする。「一矢、報むくいたぞ──！」

瑠璃：ありがとう、ルイ！　これで……？

ＧＭ：シャイターンは倒れる。

一同：よおおおおおおおおおおおおおっし！

瑠璃：これで後はソロモンを──。

ＧＭ：「それはまだ甘あまいな」とソロモンは自分の手番で《世せ界かい樹じゆの葉》を使用。戦闘不ふ能のうのシャイターンを蘇よみがえらせる。

ラハブ：うぐっ！　そ、蘇そ生せいエフェクトですと!?

ハウント：まさかそんな手があったとはな……！　私は打てる手がない。待機だ。

志津香：ならばわたくしが突とつ破ぱいたします！　《バリアクラッカー》を使用して、ガード不能の攻撃ですわ！

ハウント：なるほど、当てれば倒せるわけか。《妖精の手》だ。

志津香：達成値53！　寝ねていらっしゃいませ！

ＧＭ：ちっ、それはどうしようもないな。「我が、主の……！」と蘇りつつも、シャイターンは志津香のハンマーに打うち砕くだかれる。

瑠璃：ありがとう志津香さん。改めて今がチャンスだ！　……《獣けものの力》＋《コンセントレイト》で攻撃！　今の火力ならば、当てれば倒せるはず！　達成値46！

ＧＭ：回避は……ダメだ失敗だ。

瑠璃：ダメージは52点！

ＧＭ：くっ、ではまず《復ふく讐しゆうの領域》でそのダメージを撥はね返かえす。「『代われ』」という一言で自分にも攻撃してしまう。

瑠璃：ならばタイタスを──。

ラハブ：それならば《奇き跡せきの雫しずく》を使いましょう。アナタはロイスを温おん存ぞんするべきです。

志津香：そうですわね。この後のガイアの関連もあります。

瑠璃：……うん、ありがとう。受け取るよ。

ラハブ：ワタシの残った炎をアナタに預あずけましょう。お願いしますよ、相あい棒ぼう。

瑠璃：ああ、任まかせろ相棒！

ＧＭ：そしてこちらは《イモータルライフ》で蘇る。「『生きよ』」と自分に命令することで立ち上がる形だ。残りＨＰは５点。

志津香：古代種でしたのね。

ラハブ：数千年を生きる賢王です。納なつ得とくですねぇ。

ハウント：さて、では待機していた私の手番だが……。

瑠璃：少佐、どうしたのです？

ハウント：少々無茶をしよう。……ここは素す手でで攻撃をする。

一同：ええええええええええええええええええええっ!?

ハウント：ソロモンは残りＨＰ５点だ。倒たおせれば切きり札ふだを使わせられる。やる価か値ちはあるだろう。私の武器では至近距離に攻撃できん。だから素手だ。

瑠璃：た、確かに……！

ＧＭ：これはちょっと想定外すぎる！

ハウント：ああ、自分でも想定していなかったさ。では私は銃じゆうを落とし、仮か面めんを外してそれを武ぶ器きにする！　……フッ、これで亡ぼう霊れいも廃はい業ぎようだな。




　皮肉げに、だが懐なつかしさを込こめて。

　復讐の化身であった仮面を、ハウントは握にぎりしめる。




ハウント：素手扱いでダメージが５点さがるが、命中さえ高ければ……！

ＧＭ：くっ、当たってたまるものか！　ソロモンは《ジャミング》でダイスマイナス10個こだ。「──『停まれ』！」

ハウント：（他ＰＣに）勝負どころだ。使うぞ。

瑠璃：異い論ろんなんて無い。

ラハブ：ええ、使うタイミングでしょう。

志津香：問題ありませんわ！

ハウント：ではカルディナのＮＰＣ効果を使う！　10個のダイス増ぞう加かで、そのペナルティを打ち消しだ！

ＧＭ：「いい判はん断だんだ。この身にも力が入るってものだよ！」とカルディナの〝声〟がソロモンの妨ぼう害がいを打ち消す！

ハウント：ならば──よし、ダイス目16！　さらに《妖精の手》！　クリティカルして36！

志津香：頑がん張ばって、少佐！

ＧＭ：回避は……できん！

ハウント：ダメージは16点だ！

ＧＭ：ぐぐぐぐぐ！　装そう甲こう値ちは10点あるが、６点ダメージでＨＰが０になる！

一同：やったあああああああああああああああああああ！

ラハブ：こ、これは大きい！

瑠璃：まさかの肉にく弾だん戦せん成功！

ハウント：賭かけには勝ったらしいな。

ＧＭ：しかしそれならばこちらもその一撃は利用させてもらおう。──《ラストアクション》から《世界樹の葉》でシャイターンを蘇らせる。「再び私を守しゆ護ごせよ。我が魔人よ」「──主、の、仰おおせのままに」

志津香：うっ！

ＧＭ：そしてソロモン本人は《蘇そ生せい復活》だ。「さすがはナイトフォール。数々の戦いをくぐり抜ぬけた戦士たちだ。勝利の天てん秤びんは未だたゆたっているな」

瑠璃：ああ。それでもあたしたちが勝つ。

ＧＭ：「そう言い切れますか？」とラウンドの最後、クリンナッププロセスで《フェニックスの翼つばさ》を使うシャイターン。ＨＰが50点回かい復ふくだ。

ハウント：回復があったか！

志津香：これは、次のラウンドにラハブさんに攻撃してもらわないとまずい……！

ラハブ：……。

瑠璃：ラハブ、行ける？

ラハブ：やるしかないでしょう。取っておいたメモリーの多さが光る時ですよ。

ＧＭ：では最後に殺人圏の処しよ理りをして次のラウンドだ。




　この殺人圏ではＧＭの出目が振るわず。ＰＣのＨＰを少し下げただけで終わった。

　そして戦いは終局へと進む──。




▼第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では次のラウンド。こちらはセットアップの宣言は無いよ。

ラハブ：ワタシは《加速装置》を。先手を取りに行きましょう。

志津香：お願いしますわ……！

瑠璃：《フルパワーアタック》。打うち砕くだける力を、溜ためる！

ＧＭ：ではイニシアチブ。……シャイターンは《加速する刻とき》で割り込み行動を行う。《災厄の炎》＋《憎悪の炎》のコンボだ！

志津香：来ると思っていましたわ！　侵蝕率[image: ]％を超えて使えるようになった最後の《孤独の魔眼》です！




　純じゆん白ぱくの魔人から放たれる、雪のような破は滅めつの炎。

　その脅きよう威いに立ち向かうのは、志津香の星。




ＧＭ：達成値46、ダメージ78点！　憎悪付きだ！

志津香：お父様へのロイスをここでタイタスに変えます。そして昇しよう華かして復ふつ帰きしますわ。……お父様、わたくしは改めて新しい道へと進みます。ここにいる仲間と共に。

瑠璃：ああ。進もう、志津香さん！

志津香：ええ！

ラハブ：ならばそのためにも、ワタシがシャイターンを止めましょう。《災厄の炎》＋《コンセントレイト：サラマンダー》のみ！　…………よし！　達成値は60です！

ＧＭ：シャイターンはいつもの通り、《炎陣》でソロモンをカバーリングしつつ、ガードだ。

ラハブ：アナタの忠ちゆう誠せい心しん、素直に頭が下がります。ですが──そろそろ退たい場じようの時です！

志津香：《暴ぼう食しよくの魔王》ですわ！

ハウント：《力の法則》だ。

ラハブ：ダメージ総そう計けい[image: ]点！

ＧＭ：くっ、ガードは62点だがシャイターンは倒れる。「いいえ、ラハブ。ワタシは主の願いある限かぎり……！」

ラハブ：ええ、知っていますよ。だからこそ主たるソロモンを我々は倒すのです。

ＧＭ：「それができるかな？」とソロモン。「そうら、我がもうひとつの魔人が狙っているぞ」とインを指す。闇やみの魚に戻り、目を濁にごらせたインは再び地面へと戻る。《伸縮腕》＋《ジャイアントグロウス》その他の、同じコンボだ。

志津香：もう《孤独の魔眼》がありませんわ！　《時の棺》も！

瑠璃：ならこれで耐える！　カルディナ隊長！

ＧＭ：「ああ、任まかせておきな」とカルディナが取り出したのは、力を使い果たした聖せい杯はいだ。

志津香：そう言えば、アレで何を──？

ＧＭ：「これで十分なのさ。もともと聖杯にとっては異い物ぶつだ。力など無くとも、起きてくることはできる。──あの子たちは」

瑠璃：まさか……。まさか！

ＧＭ：カルディナは聖杯を高々と掲かかげる。彼女から漏もれるのは聖杯と共鳴するあの音だ。「さあ、起きてきな！　アンタたち！」

瑠璃：──っ！




　瑠璃は、奇き跡せきを見た。

　聖杯からほとばしる光の中に立ち上がる人ひと影かげたち。それは瑠璃が決して忘わすれ得ぬ五人だ。

　鳴なる神かみが、ソムが、イワノフが、ミカエラが、ガブリエラが。

　瑠璃たちの目の前に立ちはだかり、攻撃の盾となる。

　その口元に、笑えみを浮うかべて。




瑠璃：せ、先輩──！

ラハブ：最後まで、ルリを、我々を……。

ＧＭ：「護るさ。アタシたちのナイトフォールのためならば」とカルディナは膝ひざをつく。「さあ、あと一ひと押おしだ！」

瑠璃：（目をぬぐって、うなずく）

ハウント：だが、次はソロモンの手番だ。

ＧＭ：うむ。もちろん《世界樹の葉》でシャイターンを復帰させる。……そしてシャイターンは未行動だったので、次は彼の手番となる。

ハウント：フッ、ここまで来ればやることは決まっている。来たまえ。

ＧＭ：《災厄の炎》＋《憎悪の炎》その他で攻撃！

ハウント：ラハブ、瑠璃を頼む。……《領域の盾》だ。

ラハブ：ええ、お任せを。カバーリングしましょう。

ハウント：さらに私はメジャーアクションを放ほう棄きして志津香くんをかばう。




　白い炎の前に立つのは、男ふたり。




志津香：少佐！　ラハブさん！

ＧＭ：ダメージは84点だ。憎悪付きだが──。

ラハブ：さすがに限げん界かいです。これで起き上がれません。

ハウント：同じく、だ。切れるタイタスがもはやない。

瑠璃：休んでいてくれ、ふたりとも。

志津香：ええ、後はわたくしたちがなんとかしますわ。……ではわたくしの手番で、《バリアクラッカー》＋《瞬しゆん速そくの刃やいば》＋《コンセントレイト：バロール》でシャイターンを攻撃！　達成値は61ですわ。当たればシャイターンは倒せるはず。

ＧＭ：それはどうかな。《エネルギーシールド》を使用！　ガードを一回だけ可か能のうにする！「何度も、同じ手が通用するとは思わないでいただきたいものです」

ラハブ：ぐっ、そんな切り札を今の今まで隠かくしていたのですか！

ＧＭ：最後のシチュエーションだからこそ、こういうものが役に立つんだよ！

志津香：ま、まずい！　当たればＯＫだと思って、火力最さい低てい限げんのコンボにしてしまいました！　《暴食の魔王》は使えないし……！

瑠璃：（いろいろ調べて）志津香さん！　これだ！

志津香：ああっ！　東雲しののめさんのＮＰＣ効果！　シャイターンにならこれが使える！

ラハブ：それがあったか！

志津香：頼たのみますわ、〝遺産破は壊かい者しや〟！

ＧＭ：「その名は返上した。だが──」東雲の日にち輪りんの紋もん章しようが輝かがやく。「今だけは戻るとするか──！」

志津香：行きますわ！　ガード値を１点でも超こえればわたくしの勝ち！　……行けっ！

瑠璃：どうだ……!?

志津香：ダメージ……64点！

ＧＭ：ぐう！　こちらのガード値は56点だ。シャイターンは今再び倒たおれる。

志津香：よし！

ＧＭ：だが《蒼き悪魔》の効果で15点のダメージを返す。

志津香：それは……（瑠璃を見る）。

瑠璃：ああ、大だい丈じよう夫ぶ。

志津香：やはり最後は瑠璃さん、あなたにお任せしますわね。……倒れますわ。

ＧＭ：倒れた三人を見て、ソロモンは言う。「素す晴ばらしい仲間だ」

瑠璃：そうだソロモン。これが絆だ。

ＧＭ：「この一撃のため、彼らはすべての能力を使ってお前をここまで運んできた」ソロモンは手を広げる。「ここが分ぶん水すい嶺れいとなろう。私に次の命はなく、お前に次の手はない」

瑠璃：ここでお前を倒せれば、あたしたちの勝ちだ。

ＧＭ：「そうだ。これが最後の一撃」ふと、ソロモンは笑う。「この充じゆう実じつした時も、これで終わってしまう」

瑠璃：ソロモン……。

ＧＭ：「我が娘にして我が宿敵、強羅瑠璃ごうら・るりよ。私は生しよう涯がいお前を忘れ得ぬ。──お前を倒し、私はガイアを覚醒させる」

瑠璃：そうはさせない。世界は、あたしが護る。

ＧＭ：「さあ、受けて立とう！」こちらは《束そく縛ばくの領域》を使うことを先に宣言しておこう。

ハウント：リアクションができるということか！

志津香：当たれば、必ず落とせる。

ラハブ：達成値勝負ですね……。

瑠璃：ならば、超えるだけ！　判定は21Ｄ！　クリティカル値は７！

ＧＭ：こっちは24Ｄ！　クリティカル値は７！

ハウント：ほぼ同どう値ち！　あとは技ぎ能のうの勝負か！

ＧＭ：せっかくなので同時に振ふろう。

瑠璃：（うなずき）では──。




「いけっ！」

　ふたりの気合と共にダイスが転がる。




ＧＭ：達成値、58！

瑠璃：あたしは────61！



















　光を纏まとい、瑠璃は駆かける。

「──『停まれ』」

　ソロモンの言葉と共に、勢いきおいが減げんじる。脚あしが、腕が、牙きばが、体が「あのものに逆さからうな」と悲鳴を上げる。

　……だが、瑠璃は停まらない。ナイトフォールの使命感を、今までの戦いを、仲間たちの思いを心に、地を蹴ける。

　そして──。




瑠璃：ダメージ50点！

ＧＭ：…………それで、ソロモンは倒れる。




　銀狼の一撃で、賢王は大地に膝を突き。

　立ち上がることは、なかった。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　決着は付いた。

　荒あらい息をつき、胸むねを押おさえたままもはや動けぬソロモンに、瑠璃は近ちか寄よる。




瑠璃：あたしの、あたしたちの勝ちだ、ソロモン。

ＧＭ：「ああ、……私の、負けだ」とソロモンは瑠璃を見あげる。「ふ、ふははははは」

瑠璃：何かおかしいか？

ＧＭ：「いや、なに、思い返してみれば楽しい一ひと時ときだったのでな」とソロモンは笑う。「なるほど、これが〝誰だれかと並ならび立つ〟という感覚か」

ラハブ：ワタシも立ち上がりましょう。……ええ、ソロモン。アナタがワタシたち魔人に求めたもの、その一いつ端たんですよ。

ＧＭ：「私が初めて味わう満足感だ。幾いく千せん年ねんの孤独をも癒いやし、この私をも倒す力か。なんと偉い大だいなものよのう」

志津香：あなたがもう少し早く、これに気がついていれば……。

ＧＭ：「さて、どうかな。みずからが孤独と気がついていても、私は同じ道を歩んでいたかもしれん。並び立つものがいなかったのは事実なのだ。……いや、あり得なかったことを言うのは詮せん無なきものだな」

ハウント：結果は出てしまった。ならば、我々がするべきは振ふり返ることではなく、この結果を忘わすれずにいることだ。

瑠璃：ああ、あたしは忘れない。……だってそうだろう。

ＧＭ：「……？」

瑠璃：あたしが今ここにいるのは、あなたが生み出してくれたからだ。あなたがいなければ、あたしは両親に愛されることも、隊長たちに鍛きたえてもらうことも、ラハブたちと絆を結ぶことも、ルイとわかり合うこともなかった。……あなたはすべてのきっかけなんだ。

志津香：企みのひとつだとはいえ、ソロモンは瑠璃さんの生みの親なんですわね……。

ラハブ：心中察しますよ。ワタシも、似にたようなものですから。

ＧＭ：ソロモンは不思議そうな顔をして、そして言う。「ふうむ、これが娘の成長を見る気分とやらかね？　まさかそんなことを言われるとは思わなかった」

ハウント：ふっ、それは瑠璃を甘あまく見みすぎだなソロモン王。

ＧＭ：「いやまったくだ。おかげでいろいろと台無しだ」

ラハブ：……ところでインはどうなっているのです？

ＧＭ：ソロモンが倒れたところで動きを止めてるよ。ただまだ暴走中だけど。

志津香：ちょっ！

ＧＭ：「おっと、忘れていた」とソロモンが言う。「イン、──『鎮しずまれ』」その言葉で、インに再びバチンバチンと拘こう束そく具ぐがくっつき、彼女は封ふう印いん状じよう態たいに。

ハウント：ふむ、一安心か。

ＧＭ：そしてソロモンは大きく息をつく。「さて、では──お暇いとましようか」

瑠璃：……ああ。

ＧＭ：年老いた賢王は瑠璃を見る。「後はうまくやるように祈いのっている。……いや、いらぬ世話かな？」

瑠璃：いいや、感謝する。ソロモン王。

ＧＭ：「ではな、我が娘よ」




　それだけを言い残し、ソロモン王はまぶたを閉とじる。

　幾千年を生き抜ぬいた命の灯ともし火びが消えると、その老いた体は白い灰はいと変わり、崩くずれてゆく。




ラハブ：安らかに。我が主。

ハウント：シャイターンはこれでもう出てくることはないか。

ＧＭ：そうだね。主であるソロモンがいなければ、「主の願いを叶かなえる」だけのシャイターンは動かない。

志津香：そういうジャームでしたのね。あの方も。

ラハブ：魔人としてはそれが正しいのですよ。ワタシやインのようなものが特とく殊しゆなのです。

瑠璃：人間社会に染そまった結果、なのかな。

ラハブ：ええ、その通りです。げに恐おそろしきは人の力、ですよ。

ＧＭ：ちなみにインは東雲に頭をはたかれ、「いてっ！　あ？　なんだここ？」と言ってる。

ラハブ：あそこはいつも通りですねぇ。

瑠璃：そうだ東雲！　カルディナ隊長の心しん臓ぞうは！

ＧＭ：「ああ、わかっている」と東雲。「処しよ置ちはしておく。問題無い。それよりも──」と東雲は祭壇の奥おくを指す。「どうやら、現あらわれたようだぞ」

一同：っ！




　いつの間にか、〝それ〟はそこにいた。

　万ばん色しよくの光を連ねて構こう成せいされた、人ひと形がたのなにか。

　だが、その場にいる全員が理解した。

　巨きよ大だいすぎて認識できない存そん在ざい感。すべてを内包する安あん堵ど感かんと、それゆえに〝見放されたくない〟という恐きよう怖ふがつきまとう。

　──〝それ〟はこの星の意志なのだと。




瑠璃：ガイア、なのか……。

ＧＭ：「我が名、いまだあらじ」とその人型から意志が伝わってくる。「汝なんじが呼よべば、我が名ガイアとならん」

志津香：これは、まだ自じ我ががはっきりしていない……ということですの？

ハウント：だろうな。完全に覚醒するときには瑠璃は食い尽つくされているはずだ。

ラハブ：つまりここが最初で最後のチャンスというわけですね。

ＧＭ：人型……ガイアはふと、瑠璃を見るような仕草をする。実じつ際さいに目は無いんだけど。「我は、汝を知っている」

瑠璃：そうだ。お前はあたしを見ていた。あたしを通して、今の世界を見ていた。

ＧＭ：「……その通りだ。我は汝のうちにいた」

瑠璃：ガイア、お前を覚醒に導みちびいたのは人間だ。──だが、人間は、今の世界はお前と向き合うことができないんだ。




　見つめているだけでその巨大さにつぶされそうになる。

　しかし、瑠璃は言葉を止めない。




瑠璃：勝手なことを言っているのは自分でもわかっている。それでも頼む。……今しばらく、眠っていてくれないか。

志津香：……通じますの、これは……！

ハウント：わからん。だが私たちでは言葉も届とどくまい。

ラハブ：ですねぇ。その証しよう拠こにガイアはこちらには目もくれません。

ＧＭ：ガイアはじっと、瑠璃を見ている。その言葉を聞いている。

瑠璃：……いつか。あたしたちは再びお前を迎むかえに来る。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：人がお前と対面できるようになった時に。世界がお前を受け入れられるようになった時に。必ず。




　瑠璃ができる精せい一いつ杯ぱいの約束。未だ生まれることを許ゆるされない、ガイアへ。

　世界を護まもり、救われないモノには居い場ば所しよを与える。

　それが瑠璃がたどり着いた答えだから。瑠璃は、ガイアへ重ねて言う。




瑠璃：──それまで、眠っていてくれ。

ＧＭ：「我が依より代しろとなったものよ。強羅瑠璃よ」

瑠璃：…………。

ＧＭ：「汝には数多あまたの試練があった」

瑠璃：ああ。

ＧＭ：「愛し、怒いかり、泣き、尊とうとび、だがそのたびに絆を結び、そして前へと進んできた」

瑠璃：……ああ。

ＧＭ：「我は問う。──汝は人間か？　──これが、人間か？」

瑠璃：そうだ。そうだ、ガイア。




「あたしは、人間だ」




ＧＭ：「そうか、これが人か」

ラハブ：なにやらこのままうまく行きそうな気配ですねぇ……？

志津香：判定が入るはずでは？

ＧＭ：うむ、実はね。……もろもろの条件がすべて整ととのったので、ここの判定は自動成功となったのだ。

ラハブ：なんと!?

ＧＭ：瑠璃のロイスの状態、それからみんなの瑠璃へのロイスによって〈意志〉判定をしてもらうつもりだったんだけど。瑠璃はひとつもロイスをタイタスにしていないし、全員瑠璃へのロイスを残しているから。パーフェクトなんだよね。

一同：おおおおおおおおおおおおおおおおお。

ＧＭ：ガイアは言う。「強羅瑠璃よ。汝らの小さき世界を壊すことを、我は望まない」言いつつ、光は徐じよ々じよに小さくなる。「いつか、汝らの前に立てることを、我は、夢ゆめ、見よう」

瑠璃：すまない、ガイア。

ＧＭ：「そのために──」とガイアの輝かがやきの一部が、瑠璃へと吸すいこまれる。「これを、返そう。強羅、瑠璃」

瑠璃：え、これは……!?

ＧＭ：聖杯を通してガイアが奪うばった瑠璃の生命力だ。聖杯を三回使った代だい償しようのね。

瑠璃：ガイア……！




　輝きと共に星の意志は小さくなり、存在感も消え失せる。

「いつかその時を──待っている──」

　そう言い残して、星の意志は再び眠りについた。




瑠璃：あたしも、その時を楽しみに待っているよ。

志津香：………………ふううううううう、なんとかなりましたわね！

ハウント：間ま違ちがいなく最大級の難なん問もんだったな。

ラハブ：ええ、しかしワタシたちはやってのけた。やってのけたのです。

瑠璃：──東雲！　カルディナ隊長は!?

ＧＭ：東雲は後ろを指さし、カルディナは親指を立てている。もちろん処置は成功だ。カルディナが消えることもない。

ハウント：さすがに間ま違ちがうことはないな。

志津香：オールオーケーですわね！

ラハブ：ではルリ、最後の一言をお願いします。

瑠璃：うん！




　満まん身しん創そう痍いにありったけの笑顔を浮かべ、瑠璃は声を張はり上あげた。

「任にん務む完かん了りよう！　これより、帰投する！」





《螺旋の悪魔》　レネゲイドを暴走状態にすることで、攻撃力をあげるウロボロスのエフェクト。

《嗜虐の弁術》　言葉によって相手の精神を打ち、不利な状況に追い込むノイマンのエフェクト。

《蒼き悪魔》　防御と同時に相手を凍らせるサラマンダーのエフェクト。シャイターンは炎として使っている。

《伸縮腕》　肉体の一部を伸ばして攻撃するエグザイルのエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　巨大化して攻撃するエグザイルのエフェクト。

《極大消滅波》　その場にエネルギーを発生させ、攻撃するサラマンダーのエフェクト。

《炎陣》　炎で相手をかばうサラマンダーのエフェクト。

《氷盾》　氷の盾で防御するサラマンダーのエフェクト。シャイターンは炎として使っている。

《刹那の勝機》　わずかな隙をつき、攻撃を無効化するノイマンのエフェクト。

《異形の転進》　体を変形させ、どこにでも移動するエグザイルのエフェクト。

《ナーブジャック》　相手の体内に領域を広げ、行動を操るオルクスのエフェクト。

《憎悪の炎》　自分に対する憎しみをあおり立てるサラマンダーのエフェクト。

《ブリッツクリーク》　味方が攻撃する隙を作るノイマンのエフェクト。

《現実改変》　領域内のすべてを変えて有利な状況を作り出すオルクスのアージエフェクト。

《支配者の呪詛》　相手に自分の憎悪をぶつけ、行動を阻害するオルクスのアージエフェクト。

《支配の領域》　領域を使って攻撃を止めるオルクスのエフェクト。

《スモールワールド》　領域を操作し、相手の攻撃を小さくするオルクスのエフェクト。

《世界樹の葉》　領域内の生命力を集め、相手を蘇生させるオルクスのエフェクト。

《復讐の領域》　攻撃を受けると同時に、その傷を相手に分け与えるオルクスのエフェクト。

《奇跡の雫》　相手を瞬時に蘇生させるソラリスのエフェクト。

《イモータルライフ》　死の淵から蘇る古代種のエフェクト。

《エネルギーシールド》　実体の無い盾を作り出し、防御するサラマンダーのエフェクト。












　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：ではエンディングの前にバックトラックだ。

ラハブ：こ、ここで堕おちたら台無しですねぇ（笑）。

瑠璃：やめてよ！　ホントにやめてよ！（笑）

ＧＭ：敵てきのＥロイスの数は15個。それを含ふくめて、みんなでバックトラックをお願いしよう。

一同：（めいめいにダイスを振る）

瑠璃：あれ……？　なんか、一倍振ぶりで戻もどってきたんだけど……。

ラハブ：ええっ!?　……あっ、最初の15Ｄで[image: ]以上出てる！

瑠璃：す、すっごい出目がよかった。あとメモリーも増ふえてたし。

ラハブ：最後まで走りますねぇ。ワタシは三倍振りで87％です。なんとかかんとかですね。

ハウント：私は二倍振りで問題無しだ。ひとり低かったからな。

志津香：きゅうじゅうきゅう、きゅうじゅうなな……！　きゅ、97％ぎりっぎりでしたわあああああああああああっ！

一同：あぶねえええええええええええっ!?

ＧＭ：よ、よかった（笑）。では全員生せい還かんということで、エンディングに移うつろう。







◆Ending01◆夜の終わり

Scene Player ── 瑠璃




　アロタニアに帰った瑠璃たちは仲間たちに囲まれた。

　ガイアの鎮ちん静せい化かは、異い常じよう気象や地ち殻かく変動が収おさまったことで、地上でも把は握あくできたのだという。ＦＨも時同じくして本ほん格かく的てきに撤てつ退たいを開始。通信障しよう害がいも収まった。

　そう、ＵＧＮは勝利したのだ。




　追おい詰つめられていた分、勝利の感動は深い。

　北ほく欧おう支し部ぶの〝銀ぎん熊くま〟支し部ぶ長ちようが酒を持もち込こんだことから宴うたげが始まった。もちろん主役である瑠璃たちを手放してくれるはずはない。そして──。




ＧＭ：次の朝、宴の後だ。アロタニア湖こ畔はんの仮か設せつ本部は、昨日のどんちゃん騒さわぎでひどいことになっているね（笑）。

志津香：参加したわたくしが言うのもなんですが、いいのですのこれ（笑）。

ハウント：まあ警けい戒かいはしているだろう（笑）。本部は復ふつ旧きゆうしている。大だい丈じよう夫ぶだ。

ラハブ：ここにいた連中が一番苦労していたのです。いや、やはり時代は経たっても宴とはいいものですな。……と舌したなめずりをして言いましょう。

瑠璃：じゃああたしはそこでテントから起きてくる。……おはよう。んー、いい朝だ。




　大きく伸のびをして、瑠璃は上がってきた太陽を見る。

　いつもの通り、温かく地上を見守っている光の源みなもとを。




瑠璃：もう、復活した遺い産さんはすべて消えたのかな？

ＧＭ：うん。ガイアが眠りについた時点でね。アカデミアの浮ふ遊ゆうも停まったし、ルサールカ──スエミも再び眠りについた。

瑠璃：そうか……。

ラハブ：寂さびしいですか？

瑠璃：正直に言えばね。でも、悲しくはないよ。もう一度会えたことが奇跡だったんだから。

志津香：みんな、あのガイアの中にいたりしませんでしょうか。

瑠璃：そうだったらいいね。そうしたら、いつかガイアを迎むかえに行った時にまた会える。




　他愛のない想そう像ぞうに笑う瑠璃たち。その声に引かれたのか、仲間たちも集まってきた。




ＧＭ：話し声が聞こえたのか、他のみんなもやってくるよ。イザベラ、東雲、イン、カルディナ、そしてルイ。

ハウント：イザベラが来たか。ちょうどいい。日本に帰ってからとも思ったが、ここで話そう。──私はナイトフォールを除じよ隊たいするつもりだ。

一同：ええっ!?

ハウント：レオンハルトは倒し、金きん獅じ子し騎き士し団だんは滅ほろんだ。だがその後始末が完全にできたわけではない。騎士団が残した遺産をすべて廃はい棄きし、弟が傷きず付つけた人たちに相対せねばならん。……私とイザベラでだ。

志津香：そ、それはナイトフォールとしてやってはいけませんの？

ハウント：公こう私し混こん同どうになる。それに、これはキャラハン家最後の生き残りである私の仕事だ。

ラハブ：その辺の切り分け方は、いかにもアナタらしい。

ハウント：瑠璃、送り出してくれないか。所しよ詮せん、私はカルディナ・サレス隊長時代の生き残り。次の夜を担になうのは、新しきものであるべきだ。……とルイを指す。

ＧＭ：「あ、あたし？」

ハウント：ああ。キミの力はよく知っている。ソロモン譲ゆずりの知ち識しきもあるだろう。私の穴あなを埋うめて余あまりある。（瑠璃に）彼女では不足かね？

瑠璃：い、いや、そんなことはないけれど……。

ハウント：なに、永ながの別わかれになるわけではない。キミたちが求めれば、私はいつでも亡霊に戻もどろう。だからナイトフォールのコートは持っていく。

瑠璃：わかりました、少佐。……少佐の道行きに光があるよう、祈っています。

ハウント：ああ、キミたちの武ぶ運うんもな。

ＧＭ：「はっはっはっは！　ちょっと先を越こされたかねぇ」とカルディナが笑う。「瑠璃、アタシもしばしＵＧＮを離はなれようと思ってたんだよ」

志津香：カルディナ隊長もですの!?

ＧＭ：「この三年。ＵＧＮの外にいて、中からでは見えないことがたくさんあることに気がついた。だからまた世界を巡めぐりつつ、その情報をアンタたちに流そうと思ってね」

瑠璃：隊長……。

ＧＭ：「ハウントも言ったが、もうナイトフォールはアンタのものだ。古いアタシが口を出すべきじゃない。もともと、そろそろ前線はキツイと思っていたしね」

ハウント：懐なつかしい。三年前の発言ですな。

ＧＭ：「そうさ、引いん退たいがずいぶんと延びちまった」とカルディナは唇くちびるを突つき出だす。「それにやりたいこともあるんだよ」

瑠璃：やりたいこと、ですか？

ＧＭ：「新人の発はつ掘くつさ！　見所のあるヤツを見つけたら、バンバン送るからね。今度はアンタが鍛きたえてやりな」

瑠璃：……はいっ！

ラハブ：東雲はどうするのですか？

ＧＭ：「俺おれは、ほぼ変わらん」と黒ずくめの男は言う。「この体は生きるために遺産を破壊せねばならん。これからも、お前たちとは戦場で会うだろう」

志津香：でも、次からは問答無用ではなく、一言いただきたいですわ。

ＧＭ：「……考こう慮りよしよう」とかすかにうなずく。インはぴょんぴょんと飛とび跳はねながら、「おい、ラハブ！　また遊びに行くからよ！　なんか用意しておけよな！」と。

ラハブ：アナタはほんっとに何も変わっていませんねぇ。ええ、何か見み繕つくろっておきますよ。

瑠璃：……派は手でにお金を使うようなものは禁きん止しだよ、ラハブ。

ラハブ：わ、わかっていますとも！

志津香：ふふふ、ラハブさんだって変わってないではありませんか。

ハウント：はっはっは、その通りだ。




　笑い声が、早朝の青空に澄すみ渡わたる。

　瑠璃は確かに感じる。

　仲間たちとの絆きずなを。離れた場所にあっても、それは決して切れることはない。




瑠璃：じゃあ、次に会うときのことを祈って（拳こぶしを突き出す）。

志津香：ええ、やはり最後はコレですわね（拳を出す）。

ラハブ：好きですねぇ、ルリは（拳を出す）。

ハウント：だが、私も嫌きらいではない（拳を出す）。




　ルイが、カルディナが、東雲がめいめいに拳を差し出す。インはよくわからないまま脚を乗せていた。

　輪の全員を見回し、瑠璃は言った。

「みんな、また会おう！」




　こうして夜は終わりを告げた。













　そして──。
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　傷きずだらけの体を鞭むち打うって、少女は闇やみの中を走る。

　夕ゆう陽ひを映うつしたような赤い髪かみの毛けは埃ほこりと煤すすでくすんでいる。愛らしい顔は悲ひ痛つうと涙なみだに歪ゆがみ、奥おく歯ばは震ふるえて音を立てていた。

　つい数時間前まで、少女は幸しあわせの中に居いた。

　今日は彼女──ラナの十歳さいの誕たん生じよう日びだ。父親も母親も、兄も祖そ父ふ母ぼも、街のみんなも彼女を祝福してくれた。本物のブレスレットを贈おくられた時は、うれしさで涙が出たものだ。

　もう、その光景は涙の向こうにしか思い出せない。

　地じ震しんと共に、家の前の広場に亀き裂れつが走り、そこからアレが這はい出でてきたのだ。

　その姿すがたを思いだし、ラナは恐きよう怖ふに嗚お咽えつをもらす。

　現れたのは異い形ぎようの怪かい物ぶつだった。青い金きん属ぞく質しつの肌はだは半ば溶とけ、目や口の中からは赤い炎ほのおをちらつかせている。周囲には不ふ快かいな硫い黄おうのニオイをまき散らしていた。

　怪物はまるで昆こん虫ちゆうが獲え物ものを仕し留とめるかのように、無む機き的てきに殺さつ戮りくを展開した。街はすぐにパニックに陥おちいり、それが逃とう亡ぼうの機会を奪うばったのだ。

「お父さん、お母さん、お兄ちゃん……！」

　ラナは涙をぬぐう。彼女がここで走っているのは、逃にげるためではない。助けを呼よぶためだ。家族は彼女をフォローするため、あえて街に残っている。

　少女は走る。恐怖と不安と絶ぜつ望ぼうからあふれる涙をぬぐい、ただひたすらに。あの温かな日にち常じようを取とり戻もどすために。だから──。

　ラナは声の限りに叫さけんだのだ。

「助けて！　誰だれか、お父さんを、お母さんを、みんなを、街を！　──助けて！」

　知っている。夜の荒こう野やに応こたえるものなどいないと。

　だが、それなのに──。

「ああ、任せておけ」

　ラナは見あげる。いつの間にか彼女を抱だきとめていた、ロングコートの女じよ性せいを。東洋人らしきその女性は、膝ひざを折って少女と目を合わせた。

「キミがひとりで走ってきたんだね。あたしたちが来たからにはもう大だい丈じよう夫ぶ、安心して」

　ラナはこくんとうなずいた。なぜか、信用できると思ったのだ。

「──瑠璃。今、影かげを飛ばして状じよう況きようを確かく認にんした。奴やつらはすでに街中に拡かく散さんしている」

　ふと気がつけば、女性の右にもうひとり。瑠璃と呼よばれた彼女とよく似にた顔をしている。

「青せい銅どう巨きよ人じんタロスが生み出した眷けん属ぞく、ですか。また厄やつ介かいなものが出てきましたわね」

　左に控ひかえていたのは長い黒くろ髪かみの女性だ。髪をかき上げてから顔を引ひき締しめる。

「とは言え、この世界を踏ふみにじることなどさせませんわ」

「何にしてもさっさと終わらせたいものですねぇ。ゲームがよいところだったのに、中ちゆう断だんしてきてしまいましたよ」

　そうつぶやくのはアラブ系けいの少年だ。彼の周りに炎が見えたのは気のせいだろうか。

「一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。すぐに突とつ入にゆうするぞ。……キミはここで待っていて。すぐに保ほ護ごのエージェントが来るから」

　瑠璃と呼ばれた彼女はそう言うと背せを向けた。震ふるえる声で、ラナは問いかける。

「助けて、くれるの？」

「ああ、それがあたしたちの使命だ」

「なぜ？　あなたたちは、誰なの……？」

「誰かと問われれば、こう答えましょう。我らは夜と共に来たりて、夜と共に去るもの」

　アラブ系の少年が割り込んだ前口上に、瑠璃はこう続けた。

「あたしたちは……そうだね。世界を護るもの」




「──ナイトフォールだ」




　そして、再び夜は来る。



















　　　あとがき




　アイデンティティという言こと葉ばがあります。

　大ざっぱに言えば、「自分は何者か、何を為なすべきか」を考えることです。

　人間はこれに大いに悩なやみます。

　自分はどんな人間なのか。どんな職しよくに就つけばいいのか。クラスの中ではどんな立ち位置がよいのか。恋人の前ではどうなのか。果たしてそれらは本当に「自分自身」なのか……。

　こんな風に悩んだこと、皆みなさんにもあるのではないでしょうか。




　アイデンティティを考え、悩むのは苦しくつらいものです。

　しかしその苦しさがあってこそ、最終的に「自分」というものをつかめるのだと思います。

「自分は人ではない」と悩み続けた強羅瑠璃ごうら・るりという少女は、苦しみの果てについに自分の道を手に入れました。今悩んでいるあなたにも、瑠璃のような時が訪おとずれることを願います。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　このリプレイを手にとってくださり、ありがとうございます。矢野俊策やの・しゆんさくです。

　デイズ、ナイツ、総そう計けい十巻の大シリーズ、無事に終了しました。これもひとえに応おう援えんしていただいた読者の皆様のおかげです。

　五巻ずつの構こう成せいですが、十巻ともなると思い入れはひとしおです。おかげでデイズ、ナイツ双方とも最終巻にはさらに別シリーズとのクロスオーバーなどをしてしまいました。考えることは似るモノですね（笑）。

　第一巻で言ったとおり、ナイツは「人間とはなにか」をテーマにして始まりました。それはつまり、「人ではない少女・強羅瑠璃が人になるまでの話」だったわけです。欠けたものがある彼女だからこそ、人そのものを表ひよう現げんするにふさわしい。それがきっかけでした。

　リプレイではこのような結末になりましたが、実じつ際さいのところルートはたくさんありました。「自分は人ではない」というアイデンティティを確かく立りつしつつ世界に留とどまるルートもありましたし、状じよう況きようによってはガイアと同一化するルートもありました。しかしあえて言いますが、自分はこのリプレイの結末が最高だと信じています。

　このテーマを描えがくための敵は当初の想そう定ていキャラクターとは異なりましたが、「孤独」というモチーフを持ってこられたことは幸いでした。人間とは社会にいるもの。そこから離れたソロモンは、人間ではいられなかったというわけです。

　しかしソロモンは設定やネタを投げきれなくて残念な部分もあります。やたらと盛り上がってしまって、すごい分ぶん量りようのネタを考えてしまったのですよね。「リプレイ・アカデミアに登場したＮＰＣ、〝ギャルゲーマスター〟黒沢Ａ一郎はソロモンに教えを受けたことがある」とか。ほら、「ボクの能のう力りよくは〝世界〟と繫つながるわけじゃない」っていうセリフがあったじゃないですかあれは聖せい杯はいと……、あ、はい、この辺にしておきます。




　つらつらと語りましたが、このシリーズが最高の出来になったのはプレイヤーとイラストレーターの皆さんのおかげです。

　若わか林ばやしさん、いつも無茶に応えていただきありがとうございました。若林さんと本気で殴り合ったからこそ、ナイツは素晴らしいモノになりえたと思います。

　天には山やま盛もりのギャグと知性的なアイデアを、稲いな葉ばさんには渋い男のかっこよさを、加か納のうくんには土ど壇たん場ばでの力技の強さをいただきました。ありがとうございます。

　そして何よりも、最後まで魅み力りよく的なイラストをつけていただいたエナミカツミさんに。本当にありがとうございます。




　それでは皆様、また次の本でお会いできれば幸いです。





二〇一三年三月　矢野俊策



















イラスト：エナミカツミ

コラムイラスト：エナミカツミ、片桐いくみ、しのとうこ、しらび

口絵・本文デザイン：Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．












ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ナイツ⑤


ビヨンドザナイト











矢野俊策／F.E.A.R.





[image: ]





平成28年10月20日　発行





(C)Shunsaku Yano/FarEast Amusement Research Co.,Ltd. 2013

(C)Katsumi Enami 2013





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ドラゴンブック『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ナイツ⑤　ビヨンドザナイト』

平成25年4月25日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　9：00～17：00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/gaiji-twid-124.png
124





item/image/cover.jpg
F3327v2





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-twid-250.png
250





item/image/gaiji-twid-130.png
130





item/image/gaiji-twid-110.png
110





item/image/p031.jpg
PCRIDCABIRE ||






item/image/p273.jpg
)

7/

= s





item/image/gaiji-twid-116.png
116





item/image/p025.jpg
i E i X
AV DAY I I
T D DM
W S
5N 2
EIT
Xk
B < T
)

12,9;

ZE

T R BAIGDEDS
wEmeznll T
TEHLTND, HRMSA
HransNERTROBRE
EUAA TS,

ZY—F: s0RTY—K
rRO—A4:

Y5 —/H0OAR0O0R
I—OR: LRTFARE—A2 T
hT7— 7 SET U ELE
DOA R : {ZIRiE

Eiih : 12 GIR) MR B

MBI 7xoh:

(KEBOK)., (FTZZXXH/ ) b






item/image/p023.jpg
G NS G N8t

[OFRISERES (1

I DBREN BRERES I DAL
YOWARTH oI B
TNTHSDEEESZEERL

7V —REEE Ve
rRO—A:
Fav145
J—HR:UGNI—Jz> b
HAY7—:UGNI—P b
DOA R : #E8UE

Fip 17 MR : &
BBI7zobh:

(LEML). (FNVID=T595) fth






item/image/p265.jpg
277N
i
£ _.\@@@/

000

X
7]
2
-
=
o’
D
N
N
[+p)
2
L






item/image/p029.jpg
ST |

=R

9)

Yo 1)
%=yl
1)) 2
n 7=
I‘\I{-;-‘il
Hd B4
T
3 A
p)

UGNHIREFEED AR, 7,
ARTA—ICHIHBNTEYZ
DOBERICHE S 2 BBICI3ENS,
ANIVLEFSTNS, EHEE
ERUESRKREBRL SIEH
RERZEDEEHBL TS,

A

Y ;
TY—k: bS5 TU—E
vRO—A:
IyYiNBy/NA=N/T595Ry S
J—HR:UGNI—> b
h97—: TU—hBIEE
DOA R : ¥Ef
Fih 17 MR &
MBI 7zoh:

\(ﬁ@ﬁ»«?ﬁ?th—7)%

juege






item/image/p027.jpg
L& B oF IERE O 22

-g—
3
&
i
7
é
o)
&
&S
e

7
i3
5
&
i
iy
%
it
I

SN ERTHE

’

0 B E DT
nrB., BN%E
JAS, UGNTIE &

20 — RERZERR 71 — |
rrO—A4:
JARY /FIWVOR

HI7— REDEA
DOA R : EEE

i : 32 R : B
BRBI7zobh:

J—YR:UGNI—2zh

F) fto

| (RIFUIRY), (REDI






item/image/gaiji-twid-120.png
120





item/image/gaiji-twid-220.png
220





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		はじめに



		最終話　Beyond the Night



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg





item/image/gaiji-twid-100.png
100





item/image/gaiji-twid-101.png
101





item/image/p065.jpg





item/image/gaiji-twid-621.png
021





item/image/p183.jpg
Ew $=ht! l'\¢b K

| (FRREFE)

Ny ISy URICE
Z10%5|&F 55,

=

3%, PCRADRME

ZOMRIGEAEETLTH LN,
ZOMRIISFIFIC1BETRATES,






item/image/gaiji-twid-106.png
106





item/image/p217.jpg





item/image/p112-113.jpg
e
UGN=REI385:
WHiE 20

N L C s

U < UGN#FiBxE: |

7 ¥ihiE 2

e
SEEE - \NILDE
HEEHIE 20

R 2 "

UGN{E#1TEhitX]
D






item/image/gaiji-cid776.png





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p291.jpg





item/image/p174.jpg
7yva-VRUyS

GRIT. #ALD)
YTV TIERTD, P—VICBIBLTVS

W—TFTRTEERTD,
ZOMREFFIFIC1EAETERATES,






item/image/p295.jpg





item/image/gaiji-twid-180.png
130





item/image/p045.jpg





item/image/p165.jpg
BEEANDIA—CO—)VEIERT S, TDIA

—2A—)VIZ+ 5D T3,
ZORIE> VIV EETERTE S,






item/image/kuchie-002.jpg
{

yyRkO—h
/m—/b/jv/’ i
o xyIT/\87 '

S rO—b -
/{7//1WJZ






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p169.jpg
HHEHE-KLVLZ

nERBE

(PIREFRE)

WDOTHERATED, BAHEDSTERTATA
%, PCUOLYICDEVEDHBTRIBT S,

ZOMREVWBFHRICHMDEST. PCLANF
Foha,

ZOMRETFUF 1 BETERTES, L
U543y I RT 1A XITIHMERTERN,






item/image/logo-db.png





item/image/gaiji-twid-167.png
167





item/image/gaiji-twid-200.png
200





item/image/p199.jpg





item/image/p231.jpg
T4 F - YR

(BhzlTE)
HEZTOEFICEAT 5. TOHEDYTARIC

+10@7 2. ORI —VIC1EETERATE
%o

o (BigDIVAL)

IA—CEFHULBICER. TOIA-2%0
9%, COMREIFIF 1RIETHEATES,






item/image/p115.jpg
EE D HD

ENE+av

(HiFzL)

FA—PO—ILRIICERTS, TOIA—20—
WVIC+4DT B, COMREFUFICIEETEE
ATE%,

(@B5HZE!)

BELBASNEEDLL, 15—VIC2NRTHT

&5, ZOMREFIFIC1EETERTES.

ES3E3-YYh

BERLE

(AEEDNEE)
HERICERT . ZOHEDEMMECH 10T
%, COPHRI—VICT1EETERATES,

(EREid R
H—RETOLBICERTS. TOH—REICH 4
DT%, COMREFYFICIEETHERATES,

vREY-HER
P

(&RIZDDILY
RRBETHRIEATS, TOREDOMRE 54
2%, COMRIIPFIUAIC1BETERTES,






item/image/p190.jpg
BISTL R E X

L

I/5-Y

& _\\Ww AM;V//.
_//@ ﬁ Wwv\ \\






item/image/p101.jpg





item/image/gaiji-twid-160.png
160





item/image/p255.jpg
25 Rk RIAC E X

00—

1
1

[N
-3

@@@
@Q@






item/image/p132.jpg
IV¥-Y

0 o0

BISDL R E X






item/image/p139.jpg
T4 F - YR

(HBEDEE)
BHNRERETS. HOWIHEDEMMEIC+

20R—FR, ZOWHRIZEDHARICNWTHRITS
na,






item/image/p138.jpg
EYLEK-B5Z

BolEE

(HREZZDHD)
WDTHERTES, PCEEDHPERHREE

%o

ZOHMRIEEVWDIBFHRICHDHHST, PCLENE
515, ZOPMRIIFIA 1RIETEATES,
TEA,






item/image/p130.jpg
TFU—X-TA

(BREDEYF)

WOTHEE

NeI7z o bOEDDERE
ZOPMRBVWBIBFRICHHDLST. PCLENR

T&%, N FUFITnE] EED

e

IF5N3d. COBMREIFUFIT
%, EELISARYIRTIARX

3%

Al {EES 5,

B TRATE

CIIfERTER






item/image/gaiji-cid739.png





item/image/p007.jpg
{73 G
Beyond the Night

DOUBLE CROSS REPLAY' NIGHTS






item/image/gaiji-twid-140.png
140





item/image/p126.jpg
(FHLERDI=HIZ)

F—bTO a3V TEEENLITVNDMRE
B E TEMATE S,
LI OZRIZVAEVICIMERTER,






item/image/p125.jpg





item/image/p246.jpg
5m

_\\NAUAMV/ /«
_//@ Aw \\

T By rEERER






item/image/p129.jpg
AYRS - RTVIi>

(RFEDE)
HDPIA—CERITHEEIMERT D, TOF

SU5—DRFBIA—DEOICT D,

PFIAICTEETHEATES,






